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第１章 序論 
 
第１節 発達障害児を取り巻く現状 
 
１．発達障害児について 
わが国の障害者施策の総合的推進は、1970 年に制定された心身障害者対策基本法の
中で示され、障害者の自立及び社会参加の支援等のための施策を総合的かつ計画的に推
進することを目的とされた。同法において障害者の定義は、「身体障害、精神薄弱又は精
神障害（以下「障害」と総称する。）があるため、長期にわたり日常生活又は社会生活に
相当な制限を受ける者をいう。」であった（内閣府，2013）。しかし、自閉症などの発達
障害は、知的障害をあわせ持たない限り支援の対象とされず、本人や保護者らは、「制度
の谷間」と形容され、必要な支援を得ることが難しい状況におかれていた。そのような
中、発達障害への関心が高まるとともに、支援の必要性についても認識され、2005 年４
月より発達障害者支援法が施行された（中山，2006）。発達障害の定義は，「自閉症，ア
スペルガー症候群その他の広汎性発達障害，学習障害，注意欠陥多動性障害その他これ
に類する脳機能障害であってその症状が通常低年齢において発現するもの」とされてい
る（厚生労働省，2005）。 
発達障害者支援法の制定には、学校教育現場での発達障害児の存在が、大きな影響を
与えた（滝村，2006）。学校教育現場では小・中学校等に在籍する注意欠陥／多動性障害
（ADHD）児、高機能自閉症児など特別な教育的支援を必要とする児童生徒への対応が
求められるようになり、2002 年２月に文部科学省は、通常の学級に在籍する特別な教育
的支援を必要とする児童生徒の実態を明らかにするため全国実態調査を実施した。その
結果、知的には遅れはないものの、学習面や行動面で著しい困難を示すと担任教師が回
答した児童生徒は、6.3%とされたのである（文部科学省，2003a）。この結果を受け、こ
れまで障害の種類や程度に応じて盲・聾・養護学校などで分離別学の形で教育を行って
いた「特殊教育」から「特別支援教育」へ方向転換し、従来の特殊教育の対象の障害だ
けでなく、学習障害、注意欠陥／多動性障害（ADHD）児、高機能自閉症を含めた障害
のある児童生徒へ適切な教育や指導を通じて必要な支援を行うこととなった（文部科学
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省，2003b）。 
 
２．発達障害の早期発見と支援について 
発達障害者支援法では、国及び地方公共団体の責務として，発達障害の早期発見，早
期支援を行うことが重要であるとされている（厚生労働省，2005）。しかしながら、高機
能広汎性発達障害児、学習障害などの軽度の発達障害児は、幼児期には診断がついてい
ない場合が少ないとは言えず、学齢期に問題が顕在化し、心身症、不登校、不安障害、
気分障害などさまざまな二次障害や不適応状態になることもまれではない（郷間ら，
2008）。幼児期からの早期発見を図るため、発達障害者支援法では、「市町村は母子保健
法に規定する健康診査を行うに当たり、発達障害の早期発見に十分留意しなければなら
ない」とされている。母子保健法に規定する健康診査とは、乳幼児健康診査であり、同
法で定められている対象月齢は１歳６か月、３歳である。日本臨床心理士会（2014）は、
2012 年に全国の 1,917 市町村に、乳幼児健康診査について調査を依頼し、1,006 の市町
村より回答を得た。その結果、乳幼児健康診査で「要観察」、「要精密」の判定のうち、
発達・行動に問題があった割合は、１歳６か月児健康診査では 11％、３歳児健康診査で
は 10％であった。発達・行動に問題があったとされた主な判定理由は、１歳６か月児、
３歳児ともに、「言語発達」、「多動などの行動」、「精神発達」、「社会性」、「癖・振る舞い」、
「癇癪・性格」、「生活習慣」、「愛着関係」であったことを報告した。また、95％の市町
村が、「要観察」、「要精密」の判定を受けた後のフォロー体制として、他機関との連携を
行っていた。その約８割の市町村が保育所と連携しており、連携機関として最も多く選
ばれたのが保育所であり、次いで医療機関、公的療育機関であったことを報告した。総
務省（2017）は、2017 年に「発達障害者支援に関する行政評価・監視結果報告書」を示
し、その中で乳幼児健康診査において発達が疑われた児童に対する市町村の対応につい
て、①保健師、臨床心理士等の心理職の訪問又は相談を実施しているものが 99.1%、②
ことばの教室等の言語指導に係る教室や、自立支援のための指導等を行う療育教室等を
開催しているものが 78.3%、③医療機関・療育機関の紹介を行っているものが 97.8%、
④児童発達支援センター（地域の障害児支援の専門通所施設であり、地域の障害児やそ
の家族への相談、障害児を預かる施設への援助・助言を行う）等を紹介しているものが
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70.0%であったことを報告し、乳幼児健康診査でのフォローがなされていた。 
厚生労働省（2015a）によると、2011 年において在宅で生活している 18 歳未満の障
害児数は約 21.5 万人（推計値）であり、18 歳未満人口（約 2034 万人）の 1.1%であっ
た。障害児支援サービスの近年の動向については、2012 年に児童福祉法が改正され、障
害児通所系サービス及び障害児入所系サービスは、いずれも児童福祉法に一本化された。
現行の障害児通所系サービスは、児童発達支援、放課後等ディサービス、保育所等訪問
支援、医療型児童発達支援の４種類である。児童発達支援は、「日常生活における基本的
な動作の指導、知識技能の付与、集団生活への適応訓練などの支援を行う」ものであり、
2012 年の利用児童数は 47,074 人であったが、2014 年では 75,011 人に増加した。放課
後等ディサービスは、「授業の終了後又は休校日に、児童発達支援センター等の施設に通
わせ、生活能力向上のための必要な訓練、社会との交流促進などの支援を行う」もので
あり、2012 年の利用児童数は 53,590 人であったが、2014 年では 88,360 人に増加した。
医療型児童発達支援は、「日常生活における基本的な動作の指導、知識技能の付与、集団
生活への適応訓練などの支援及び治療を行う」ものであり、2012年の利用児童数は 2,797
人であったが、2014 年では 2,451 人に減少した。保育所等訪問支援は、「保育所等を訪
問し、障害児に対して、障害児以外の児童との集団生活への適応のための専門的な支援
を行う」ものであり、2012 年の利用児童数は 412 人であったが、2014 年は 1,633 人に
増加した（厚生労働省，2015a）。 
障害児通所系サービスでは、児童発達支援と放課後等ディサービスの利用児童数の顕
著な増加が示されている。発達障害児の利用状況に関して、2014 年に日本知的障害者福
祉協会が全国の児童発達支援センター277 か所に調査を依頼し、172 か所から回答を得
た結果、利用契約児童の障害別状況では、発達障害（広汎性発達障害、注意欠陥・多動
性障害、学習障害とする）が 22.1%であったことを報告した（公益財団法人日本知的障
害者福祉会，2016）。また、峯川（2017）は、大阪市内の児童発達支援事業所及び放課
後等ディサービス事業所 288 か所に調査を依頼し 192 か所から回答を得た結果、発達障
害児を受け入れている事業所は 180 か所であり、登録児童数に対する発達障害児の割合
は、未就学児で 80％、就学児で 70％を占めていたことを報告した。総務省（2017）は、
自閉症、学習障害、注意欠陥／多動性障害（ADHD）児の児童生徒数において、2006 年
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に比べ 2015 年は 6.1 倍に増加していることを示しており、このことが障害児通所系サ
ービスの利用の増加に繫がっているのではないかと考える。医療型児童発達支援の利用
が減少しているのは、適応訓練等は児童発達支援センター等の施設においても実施して
いる現状があり、このことが利用減少に影響している可能性があると考える。保育所等
訪問支援の増加は著しく、保育所における障害児支援の増加を示唆している可能性があ
る。 
３．発達障害児および障害児への保育所による保育サービスについて 
 2013 年の全国の保育所の数は 24,038 であり（内閣府，2014）、そのうち、障害児を
受け入れている保育所の数は 15,087 と６割以上の保育所が障害児を受け入れていた（厚
生労働省，2015b）。郷間ら（2008）は、医師による診断はないが保育の指導上困難を抱
える「気になる子」は、診断を受けている障害児に比べ約 3.5 倍在籍していたことを報
告した。さらに、平澤ら（2005）は、保育所に通所している子どもにおいて、診断のな
い子どもは診断のついている子どもの約３倍であったことを報告した。 
保育所に関係する障害児支援サービスとして、保育所等訪問支援がある。利用にあた
っては、保護者が市町村に申請をするもので、対象は、児童福祉法に定める「障害児」
であり、保育所等の施設に通い、集団での生活や適応に専門的支援が必要としている（厚
生労働省，2016）。児童福祉法に定める「障害児」とは、「身体に障害のある児童、知的
障害のある児童、精神障害のある児童（発達障害者支援法｟平成 16 年法律第 167 号｠
第２条第２項に規定する発達障害児を含む。）又は治療方法が確立していない疾病その
他の特殊な疾病があって障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律
（平成 17 年法律第 123 号）第４条第１項の政令に定めるものによる障害の程度が同項
の厚生労働大臣が定める程度である児童をいう。」である。なお、「障害児」の認定にあ
たっては医学的診断や障害者手帳の有無は問わないとされている（厚生労働省，2016）。
児童指導員（障害児支援に関する知識及び相当の経験を有する者）、保育士、理学療法士、
作業療法士又は心理担当職員等の集団生活への適応のための専門的な支援の技術を有す
る者が保育所で訪問支援を行う。支援内容は子どもに対して直接、発達支援を行うこと
と、保育士等のスタッフの関わり方や活動の組み立て方などを教示する。障害のある子
どもの発達支援は、これまで施設又は事業所という特別な場所において通所又は入所と
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いう形で提供されてきたが、発達上の課題が、家族や個別対応では問題が見えにくく、
通所支援に至らないこと多い。しかし発達上の課題が保育所等の集団場面で気づかれる
ことが多いため、保育所等訪問支援が障害児支援サービスとして位置づけられた（厚生
労働省，2016）。このサービスの利用者は、2011 年から 2014 年にかけて２倍以上にも
増加しており、保育所における集団場面での直接支援が、子どもの早期発達支援として
ニーズが高まっていることが示されている。 
乳幼児健康診査後のフォロー機関として、多くの市町村が保育所と連携している（臨
床心理士会，2014）。松山（2006）は、保育所における保育士の７割以上が、軽度発達
障害児の保育経験があることを認識しており、このため、保育士の多くは、軽度発達障
害児に接した体験を踏まえて、その不適応行動について理解していると述べており、こ
のことが連携をする理由の１つと考えられる。さらに乳幼児健康診査では、発達障害の
早期発見には限界があり、その理由として、乳幼児健康診査の環境と時間の制約のため、
発達障害の特性である相互的な社会関係性とコミュニケーションの質的障害を見抜くこ
とが困難であるとされている（小枝ら，2007）。しかし、前田ら（2010）は、保育士は
日常生活の場で乳幼児を保育しながら観察しており、早期発見に大いに貢献できると述
べている。 
 これらのことから、近年、保育所は、発達障害の早期発見・支援に関して、その重要
性や必要性が増してきており、保育士は、発達障害児への認識や、経験、観察力などの
スキルが高くなっていると考えられる。 
 
４．発達障害児の母親の育児ストレス・育児不安、および就労について 
発達障害者支援法において「都道府県及び市町村は、発達障害者の支援に際しては、
家族も重要な援助者であるという観点から、発達障害者の家族を支援していくことが重
要である。特に、家族の障害受容、発達支援の方法などについては、相談及び助言など、
十分配慮された支援を行うこと。また、家族に対する支援に際しては、父母のみならず
兄弟姉妹、祖父母等の支援も重要であることに配慮すること。」とされており、家族支援
の重要性を謳っている（厚生労働省，2005）。本稿では、発達障害児の支援を考える上
で、最も重要な援助者としての母親について、その育児ストレス・育児不安、および就
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労などについて、文献的に考察する。 
わが国では少子化や核家族化の進展，地域社会との希薄化、働く女性の増加、等によ
り家族を取り巻く環境は大きく変化している（宮嵜，2009）。さらに障害児を養育する家
族においては，児の障害の種類や重症度，必要とするケアによっても異なるが，心理的，
身体的負担が大きいとされる（久野ら，2006）。特に母親の育児ストレスに関する研究は
多い。 
医学中央雑誌 web 版（ver.５）を用いて，2016 年９月５日現在において，2011 年か
ら 2016 年までの５年間に発表された国内の文献を，抄録があるものを選んで，「障害
児」，「母親」，「育児ストレス」のキーワードで検索した。その結果，50 件の文献が該当
した。その内，23 件が発達障害児に関するものであった。杉山（2007）は，発達障害の
特徴として，大きく，「認知（周りの世界を知り，理解すること）」，「学習能力（文字を
読む，書く，計算するといった能力）」，「言語能力（言葉の発語や理解）」，「社会性（他
人の気持ちを読むこと，人との付き合い方や社会のルールの習得）」，「運動（歩く，走る
といったからだ全体の運動）」，「手先の細やかな動き」，「注意や行動のコントロール」の
７側面の発達に障害があると述べている。これらの障害は、集団生活でのトラブル、対
人関係障害（年齢相応の友人関係を築けない）、障害に起因する様々な行動上の問題、等
を呈し、養育上の困難を感じることが多く、親はストレスフルな状態になることが考え
られる。それに加えて、障害受容、将来への不安などの心理的負担が大きいことも考え
られる。 
永田ら（2013）は、発達に大きな遅れはないものの、落ち着きのなさややりとりの難
しさがある自閉症スペクトラム障害が疑われる２歳児の母親 51 名と、同じ地域に住む
同年代の子どもをもつ母親 48 名（統制群）を対象に、抑うつと育児ストレスについて調
査した結果、自閉症スペクトラム障害が疑われる児の母親は、抑うつが強く、育児スト
レスも高いことを明らかにした。夏堀（2001）は、自閉症の母親とダウン症の母親が、
子どもの障害を受容するまでに体験する苦悩や葛藤の種類を調査した結果、「現実否認」、
「苦悩・絶望感」、「育児不安」、「親としての劣等感」、「葛藤、混乱」、「育児に焦る」と
いう思いがあることを明らかにした。さらに、発達障害児を養育する保護者は、日々の
子育てを通じて、ストレスを感じ、劣等感や抑うつ度が高まる可能性が示唆されている。
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しかし、山田（2010）は、療育機関に通う自閉症スペクトラム児を持つ母親の育児スト
レスについて、自分の父母及び配偶者の父母の育児に関する協力が、母親の育児ストレ
スの軽減に有効であることを明らかにした。また、Margetts ら（2006）は、祖父母は親
の主要な支援者と見なされるべきであると述べ、Barry ら（2008）は、発達障害児の母
親の育児ストレスは、非難や拒絶されることなく、父方母方祖母から、自尊心を高める
サポートやポジティブな情緒的サポートにより軽減することを示した。 
丸山（2013）は，障害児の母親の就労と祖父母による援助について、59 人の母親を対
象として、祖父母による援助の実態をインタビュー調査した。その結果，障害児の母親
の就労が，祖父母による援助に強く依存している実態を示した。さらに、障害児のある
子どもの預かりや送迎などを行う祖父母が多く，そのような祖父母による援助がなけれ
ば、就労が大きく制約されるとしている。しかし，子どもが成長するにともなって，当
然ながら祖父母も年齢を重ねるため，多くの場合に，祖父母が担える役割が縮小する。
そのため，祖父母が若いときには、援助を受けて母親が就労できても，祖父母の状態の
変化によって、母親の就労が極めて困難になることもインタビュー調査の中で示されて
いた。また、医療機関や療育機関に通う必要がある場合、子どもにとっては重要なこと
であるが、時間を要したり、送迎等の負担が発生し、保護者が就労している場合は、特
に負担が大きくなる可能性があると考える。 
 
５．結語 
 発達障害者支援法が制定され、発達障害の早期発見と支援、特別支援教育は国及び地
方公共団体の責務として位置づけられ、様々な取り組みが行われるようになってきた。
早期発見では、市町村の乳幼児健康診査で、「要支援」、「要観察」の判定のうち、発達・
行動に問題があった割合は、１歳６か月児健康診査では 11％、３歳児健康診査では 10％
であり、それらに対しては、直接または他機関との連携、紹介などにより、フォローさ
れていることが報告されていた（日本臨床心理士会，2014）。支援サービスとしては、近
年、サービスの利用数の増加は顕著であり、それに占める発達障害児の割合は、２割以
上となっていた（公益社団法人福祉会日本知的障害者福祉協会、2016，峯川，2017）。
乳幼児期の子育てに重要な位置を占める保育所では、全国の保育所の６割以上が障害児
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を受け入れているという現状があった（厚生労働省，2015b）。近年、保育所は、発達障
害の早期発見・支援に関して、その重要性や必要性を増してきており、保育士は、発達
障害児への認識や、経験、観察力などのスキルが高くなっていることが考えられる。 
発達障害児の支援を考える上で、最も重要な援助者としての母親に関しては、同年代
の子どもを持つ母親より、抑うつや育児ストレスが高いこと、日々の子育てを通じて、
ストレスを感じ、劣等感や抑うつ度が高まる可能性が示唆されていた（夏堀，2001）。し
かし、保護者の父母からの育児に関する協力が、育児ストレスの軽減に有効な場合があ
り、さらに保護者の就労については、保護者の父母の協力に強く依存しているという報
告があった（丸山，2013）。発達障害児への支援の必要性が高まっている中、次節では祖
父母の子育て支援等について述べていく。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
9 
 
第２節 障害児の祖父母に関する文献研究 
 
厚生労働省では 2015 年７月に、「障害児支援の在り方に関する検討会」が行われ、障
害児の地域社会への参加・包容（地域社会において、すべての人が孤立したり排除され
たりしないよう擁護し、社会の構成員として包み支え合うこと）、家族支援について話し
合われ、「発達支援」が必要な子どもに対して、発達の段階に応じて一人ひとりの個性と
能力に応じた支援を行うこと、丁寧かつ早い段階での保護者支援・家族支援を充実させ
るという考え方が共有された（厚生労働省，2014）。しかしながら、疾病、傷害、発達上
の問題を有し、育児上特別な配慮を必要とする乳幼児の育児は、家族の協力によって営
まれることが多く、特に両親の親すなわち乳幼児の祖父母のサポートが、育児及び発達
支援において重要となっている（石井ら，2014）。山田（2010）は、自閉症スペクトラ
ム児の母親は、定型発達児を育てている母親に比べて、祖父母を含む家族のソーシャル
サポートを求めていると報告している。また丸山（2013）は、祖父母の援助が、障害児
の母親の就労に大きく貢献していることを報告しているが、障害児の祖父母に注目した
研究は、日本においては少ない。 
そこで、CiNii（国立情報学研究所提供）にて、「障害児」、「祖父母」のキーワードで、
国内の論考を中心として先行研究を検索・抽出した（2016 年９月 10 日現在）。その結
果、13 の文献が該当し、入手できたのは 10 の文献であった。さらにハンドサーチによ
り５の文献を入手した。 
 上記研究を整理した結果、「障害をもつ孫への祖父母の思い」、「祖父母の障害理解」、
「祖父母の障害受容」、「祖父母の育児協力」、「祖父母に対する支援」の５つが見いださ
れた。 
以下、これらについて述べる。 
 
１．障害をもつ孫への祖父母の思いについて 
 石井ら（2014）は、育児上の特別な配慮を要する乳幼児の孫育児における祖父母の体
験について、８名の祖父母（男性２名、女性６名）に対して、孫育児、印象的な出来事
や日常生活、孫育児に伴う感情、孫や家族に対する思いや考えをインタビュー調査した。
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その結果、孫の疾患や障害を知った時は強い衝撃を受け、もがき苦しむ段階から、希望
と落胆の間を揺らぎながら、自分自身の存在価値を認識するとともに、長い時間をかけ
て構築してきた夫婦間や子や孫とのつながりを価値づけていた。また、息子夫婦または
娘夫婦を支える立場に身をおき続け、やり場のない自身の感情を抱えたまま、気遣い、
見守り、家族の情緒的きずなや家族機能の安定を獲得していることを明らかにしている。 
鳥居ら（2007）は、ダウン症児と同居している祖母５名に半構造化面接を行い、ダウ
ン症児の祖母が抱く思いの詳細を知り、障害児の家庭内における祖母の存在意味を明ら
かにした。その結果、祖母の想いは、ダウン症児の両親に寄り添う存在になり得ること、
祖母の存在そのものが生み出す「ゆとり」、祖母の姿にあるダウン症児を特別視しない
「あたりまえ」、さらに母親の可能性を信じて行う「見守り」には、家族が円滑に機能す
るような「触媒」作用があること、祖母の存在が、家庭内における「緩衝」地帯になっ
ていることを明らかにしている。 
 
２．祖父母の障害理解について 
 徳田ら（2002）は、障害児を持つ母親と祖父母の関係においての思いを調査した。北
海道内及び広島県内の障害児の親の会に所属する母親並びに茨城県内の児童相談所にお
いて、子どもが指導を受けている母親を対象に、祖父母がどのように障害のある子ども
をとらえているかを尋ねた。その結果、「そのうち障害が治ると思っている」、「かわいそ
うだと思っている」という結果が得られた。また、「自閉症とはどういうものかを知らず、
見た目は障害がわからないため、時 『々無視しているだけ』と思う時があるようだ」、「自
閉症であることは知っているが、ことばが遅れているだけだと思っている」などと、子
どもの障害の理解が十分ではない祖父母についてのデータが得られていた。さらに、母
親が、祖父母から子どもの障害に関して言われたこととして、「母親の育児の仕方、しつ
けの仕方が悪い」、「子どもの障害を血筋のせいにされる」などと、母親を苦しめるケー
スが少なからずあることが確認された。母親に対して、祖父母の障害がある子どもの扱
いで、困ることを尋ねた結果、「人の集まるところに出させない」が最も多く、「食事や
おやつの与え方が悪い」、「他のきょうだいとの扱いが違う」が挙げられた。このように
祖父母の障害に関する認識不足から、祖父母が障害のある子どもに不適切な関わりをし、
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母親を心理的に追い込んでしまっているケースが少なくないことを確認していた（徳田
ら，2002；水野ら，2002）。つまり、祖父母が子どもの障害を理解することが、孫、保
護者にとって重要であると考える。 
 
３．祖父母の障害受容について 
 野尻（2012）は、障害児を孫にもつ祖父母が、孫の障害をどのように捉えているか、
またどのような要因が、祖父母の障害受容を促すかを検討するため、420 家族の祖父母
に質問紙調査を依頼し、119 名の祖母、56 名の祖父の回答を得た。その結果、孫の障害
の捉え方については、「はっきりした原因はなく仕方がなかった」と答えた祖父母が９割
以上と最も多く、他には、「公害問題など社会環境が原因」、「親からの遺伝」、「親の育て
方やしつけが原因」等と捉えていた。祖父母の障害受容を促進する要因として、孫と同
居しているか否かというよりも、障害名を聞いていること、障害はなくなることはない
ということを認識すること、障害をもったことは仕方がなかったと理解することが、関
連している可能性があることが示唆された。また、障害の種別と祖父母の受容の程度に
は、直接関連がないことを明らかにしている。 
 さらに野尻（2013，2014）は、障害児をもつ祖父母の障害受容の程度や、祖父母の存
在や障害に対する理解を、両親がどのように意識しているか、その意識の違いが、両親
の受容とどのように関連しているかを検討するため、420 家族の祖父母及び両親に質問
紙調査を依頼し、119 名の祖母、56 名の祖父、209 名の母親、156 名の父親から回答を
得た。その結果、障害児をもつ祖父母の障害受容の程度について、「障害はいずれなくな
ると思うか」との質問に、「なくなることない」と答えた祖父母は８割以上であった。祖
父母の存在や障害に対する理解が両親に及ぼす影響については、祖父母と同居している
か否か、及び祖父母との交流の頻度の違いは、両親の受容とは関連せず、祖父母が「障
害を聞いている」ことが、母親の「障害があることを受け止め、生活や育児を前向きに
感じる」気持ちの促進にとって重要であることが示唆された。また、孫が成長しても障
害がなくなることはなく、障害の原因を「仕方がなかった」と祖母が認識することが、
両親の障害受容の促進に関連していたことを明らかにした。 
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４．祖父母の育児協力について 
 鳥居ら（2007）は、ダウン症児と同居している祖母の子育てについて調査しており、祖
母は孫が自ら行動するように接しており、母親に対しては、頑張る姿を認め、親として
の成長を願い、母親を気遣い、背中を押すように接していた。さらに、孫の相手、育児
の手伝いを祖母がすることで、母親は時間を作ることができ、母親は、祖母との関わり
の中で、「話せること」や「外に踏み出す勇気」により助けられていると感じていた。そ
して、祖母は母親に対して「備え」、「見守り」、「取り持つ」サポートをしていることを
明らかにした。 
 今吉ら（2015）は、障碍のある子どもをもつ母親の育児不安に対する祖父母サポート
機能について、特別支援学級に在籍する児童（小学部５・６年生）の母親と福祉施設利
用者の母親の 24 名に調査をした結果、母親は配偶者よりも、祖父母から情緒的サポー
トや情報的サポートを多く受けていると評価していた。しかし、祖父母による子育てサ
ポートについての悩みを、８名の母親より得た自由記述による回答では、祖父母からの
育児上の“手助け”や祖父母による障碍の“理解”に対し、約半数の母親が悩んでおり、
祖父母の過干渉や母親との育児方針との違いがみられた。また、祖父母の続柄による母
親の悩みの違いでは、母方祖母は、育児の手助け源となっており、育児に欠かせない存
在となっていることが示唆されている。一方、父方祖母は、母親にとって子どもの障碍
の理解を求めたい存在であることがうかがえた。また父方祖父は母親の育児について関
わりが少ない可能性があった。 
 一方、障害のある孫の養育の負担が大きい祖父母について、今野（2003，2009）は、
２件の調査結果を示した。１つは全国の難聴幼児通園施設 17 園に質問紙を送付し、11
園より回答を得たもので、いずれの園も、親側の事情によって、子どもの養育にかかわ
る負担が非常に大きくなっていると思われる祖父母がいると答えていた。その事情とし
て、「離婚により子どもを父親が引き取るが父親の関わりが少ない」、「離婚により母親が
引き取るが母親の関わりが少ない」、「共働きをしている」を半数前後の園があげていた。
「両親はいるが子育てに対する関わりがどちらも少ない」ために祖父母の負担が大きく
なっているケースもあった。また「母親の病気や母親の重複障害がある」、「母親の妊娠・
出産期間の付き添い」等で祖父母の負担が大きくなっていることを示した。祖父母の関
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わりについては、「施設での療育・指導への付き添い」、「通園施設への送り迎え」、「親が
仕事から帰るまでの子守りをしている」、「子育て全般を親代わりしている」等があった
（今野，2003）。もう１つは、全国すべての発達障害者支援センター73 か所のセンター
長宛に質問紙を送付し、50 か所より回答を得たものである。「センターに相談してくる
祖父母の中には、親の離婚や病気など様々な事情によって、障害のある孫の養育に関わ
る負担が大きくなっている祖父母がいるか」との質問に対して、９割以上が「いる」と
回答していた。そして、養育に関わる負担が非常に大きな祖父母の印象についての質問
では、「精神的に大変である」、「体力的に大変である」、「健康面で大変である」、「経済的
に大変である」、「自身の生活というものがない」、「知り合いや友人などから孤立しがち
である」などの印象があった（今野，2009）。 
 このような祖父母の子育ての支援の現状がある中、祖父母に対する親からのネガティ
ブな相談を示した研究があり、内容として、「子どもの障害を受け入れられない祖父母へ
の対応」、「子どもに対する祖父母への接し方への不満と対応」、「障害の原因について自
分（親）を責める祖父母への対応」等の相談内容があった（今野，2009）。祖父母が孫の
障害を理解した上で、祖父母の負担を考慮して子育てしていけることが重要となる。 
 
５．祖父母に対する支援について 
 今野（2003）は、通園施設における障害のある子どもの祖父母に対する支援について、
全国の難聴幼児通園施設 17 園の施設長を含む職員に質問紙調査をし、11 園より回答を
得た。その結果、11 園中９園が祖父母に対する具体的な支援の必要性を感じていた。ま
た 11 園中８園が祖父母への具体的な支援を行っていた。支援の内容として、「祖父母か
らの相談に応じて個別に」という園が多く、続いて、「祖父母参観日を設けている」であ
った。また、「家族参観や運動会などの行事への参加を祖父母にも案内する」、「家庭訪問、
行事にこだわらずいつでも自由に来園を勧める」、「家族研修会への参加を呼びかける」
等があった。 
 今野（2009）は、全国の発達障害者支援センターに、祖父母への支援について調査を
した。その結果、祖父母からの相談を９割以上のセンターが受けており、相談件数は増
加傾向であった。祖父母からの相談内容として、「孫について感じる異常について専門的
14 
 
な意見を求めるもの」が最も多く、つぎに「孫のために、自分がどのようなことをして
やれるかについて」であり、また「孫に対する自分の接し方について」、「孫の将来につ
いて」であった。さらにセンターが「祖父母への支援力を高める必要があるか」との質
問については、８割以上のセンターが肯定していた。 
 
６．結語 
 障害児の祖父母についての研究の現状を明らかにすることを目的とし、障害児の祖父
母に関する研究の動向について、関連する研究を整理した結果、「障害をもつ孫への祖父
母の思い」、「祖父母の障害理解」、「祖父母の障害受容」、「祖父母の子育て支援」、「祖父
母に対する支援」の５つが見いだされた。 
「障害をもつ孫への祖父母の思い」では、孫の疾患や障害を知った時は強い衝撃を受
け、苦しみを経験していたが、息子夫婦、娘夫婦を支え、寄り添う立場となることが、
家庭内における「緩衝」地帯になる。しかしその一方、孫の障害の理解が十分ではない
祖父母は、障害について、親の育児の仕方を非難したり、遺伝などの血筋を理由にする
ことがあり、親を苦しめることにつながっており、「祖父母の障害理解」を促すことが、
親の安寧につながっていた。そして、「祖父母の障害受容」を促す要因として、障害はな
くなることはない等、孫の障害を受け入れ、障害は仕方がなかったことと理解すること
であった。つまり、祖父母への適切な知識の提供が重要となる。また、祖父母が育児の
手伝いや孫の相手をすることで、母親は時間を作ることができ、母親の就労に貢献でき
ている。しかし、祖父母の障害の理解のなさに対して、悩んでいる母親が存在する現状
があり、母親や孫を混乱させてしまうことが考えられる。そのため、障害の専門機関で
は祖父母に対する支援として、孫のために何ができるのか、孫への接し方等、孫との関
わりについての相談等ができる場を作ることや、障害への理解を促す等の取り組みがな
されており、祖父母の障害の理解は、今後さらに重要となると考える。 
 エリクソンは、祖父母生殖性を、「親としての生殖性に固有の責任は負わずに、孫たち
を導き、愛し、世話し、役に立ってあげることができるという意味であり、世の中を維
持し、永続するための中年期の責任から自由になって孫の世話をすることである」と定
義し、老年期の発達課題である「自我の統合性」（注１）は、若い世代と関わり祖父母生殖
15 
 
性を発揮することによって促進されると述べている（Erik ら，1989）。障害をもつ孫の
子育てをしていく中で、障害を理解し、自分自身の存在価値を認識でき、夫婦間や子や
孫とのつながりを価値づけられている祖父母は、「自我の統合性」を促進していけるので
はないかと考える。 
 
用語の説明 
統合性とは、一貫性と全体性の感覚で、全体を１つにまとめようとすることである。
つまり、自我の統合性とは、自分自身と自分の生きてきたただ１つの人生を受け入れ、
自分の人生は自分自身の責任であるという事実を受容することである。そして自分の生
き方や価値観を大切に守り、自分を受容し、愛するとともに、自分とは違う生き方や態
度をも尊重し、受け入れることである（服部，2010）。 
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第３節 本研究の目的 
 
 発達障害者支援法において、「都道府県及び市町村は、発達障害者の支援に際しては、
家族も重要な援助者であるという観点から、発達障害者の家族を支援していくことが重
要である。特に、家族の障害受容、発達支援の方法などについては、相談及び助言など、
十分配慮された支援を行うこと。また、家族に対する支援に際しては、父母のみならず
兄弟姉妹、祖父母等の支援も重要であることに配慮すること。」とされており、家族を重
要な援助者ととらえ、その支援の重要性を謳っている（厚生労働省，2005）。 
近年、地域や施設における高齢者と子どもとの交流プログラムが実施されており、日
下（2008）は、世代間交流が高齢者にとっては生活満足につながり、子どもにとっては
精神的な安らぎにつながるという研究結果を示した。さらに上村ら（2007）は、幼児と
高齢者が日常的に交流を持つことができる複合福祉施設（保育所と老人介護施設が併設）
において、幼児と高齢者の世代間交流の効果について検討しており、幼児において高齢
者との日常的な交流は、他者への思いやり、コミュニケーションスキルの発達に寄与す
るということを明らかにした。また、村山（2009）は、小学生においても高齢者との交
流は、共感性の発達が促進されるという研究結果が得られたことを報告した。つまり高
齢者と子どもとの関わりは、相互にいい影響を与えあっていると考えられるが、いずれ
の研究も子どもの障害の有無に関する記載はなかった。先行研究より、幼児にとって高
齢者と日常的に交流することは、他者への思いやりやコミュニケーションスキルの発達
に寄与することが示唆されたとの結果が得られており、発達障害児においても社会性の
障害、コミュニケーション障害が軽減されることが期待できるのではないかと考えた。 
 そこで、本研究の目的は、重要な援助者の一人であるという観点から、祖父母に着目
し、実際に発達障害児及び発達につまずきのある児とどのような関わりをしているの
か、また、そのことにより、児と祖父母は双方にどのような影響を受けているのかにつ
いて明らかにすることである。 
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第４節 研究の構成 
 
本研究は５部構成である。第１章序論では、第１節においては、発達障害児及び障害
児を取り巻く現状として、「１．発達障害について」、「２．発達障害の早期発見と支援に
ついて」、「３．発達障害児および障害児と保育所について」、「４．発達障害児の母親の
育児ストレス・育児不安および就労」について述べた。第２節においては、障害児の祖
父母に関する文献研究について、「１．障害をもつ孫への祖父母の思いについて」、「２．
祖父母の障害理解について」、「３．祖父母の障害受容について」、「４．祖父母の育児協
力について」、「５．祖父母に対する支援について」述べた。第３節では「本研究の目的」、
第４節では「研究の構成」、第５節では「倫理的配慮」とした。 
第２章では、祖父母との交流が発達障害児及び発達につまずきのある児に与える影響
を調査した。第２章第１節は、これらの影響について保育士へのインタビュー調査をし、
得られた内容を分析した。第２章第２節では、保育士のインタビュー内容から「祖父母
との交流が孫（発達障害児または疑いを含む）に与える影響に関する質問紙」を作成し、
保育士に郵送調査をし、分析した。 
第３章は、祖父母との関わりと「チェックシートⅢつまずきチェックシート[幼稚園用]」
（以下、つまずきチェックシートとする）の関連を調査するため（徳島県教育委員会，
2006）、第３章第１節では、つまずきチェックシートの聞き取り調査し、分析した。つま
ずきチェックシートは、学習障害、注意欠陥多動性障害、高機能自閉症等が疑われるこ
とにより、学びにくさやつまずきのある子どもをチェックするものである。第３章第２
節は、小規模な調査で結果が得られた場合、広域的に郵送調査を実施し、分析した。 
第４章は、祖父母の発達障害児及び発達につまずきのある児への子育てへの関与や思
いを、当事者にインタビュー調査を実施し、分析した。 
第５章は、研究結果の概要と総合的考察及び今後の課題とした。 
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第５節 
 
倫理的配慮 
本研究の調査対象者に対し、書面又は口頭により、研究の目的、方法、意義を示した。
内容として研究への参加は強制ではなく自由であること、研究への参加は同意しない場
合でも不利益を受けないこと及びいつでもこれを中断、撤回できること、研究協力者か
ら得られた情報は本研究以外の目的で使用されることはなく、また得られた情報は研究
終了後直ちに破棄、消去されること、研究者及び研究指導者以外の者が研究協力者から
得られた情報を用いることはないこと、研究協力者のプライバシーが最大限に保護され
ること、研究目的や手段についていつでも説明を受ける権利があること、個人、施設が
特定できないよう配慮した上で研究結果を発表することを示した。本研究は、著者が所
属する大学の研究倫理審査委員会の承認を得て実施した。 
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第２章 研究１：祖父母との交流が発達障害児及び発達につまずき
のある児に与える影響  
      －保育士へのインタビュー調査及び質問紙作成とその調査－ 
 
第１節 研究の背景と目的 
 
2005 年４月より施行された「発達障害者支援法」において、発達障害の定義は、「自
閉症、アスペルガー症候群その他の広汎性発達障害、学習障害、注意欠陥多動性障害そ
の他これに類する脳機能障害であってその症状が通常低年齢において発現するもの」と
されている。「発達支援とは、発達障害者に対し、その心理機能の適正な発達を支援し、
および円滑な社会生活を促進するために行う発達障害の特性に対応した医療的福祉的お
よび教育的援助をいう」とされており、国及び地方公共団体の責務として、発達障害の
早期発見、早期支援を行うことが重要であるとされている（厚生労働省，2005）。 
原口ら（2013）は、年少人口、合計特殊出生率が概ね全国平均値の地域の421か所の
保育所に調査した結果、障害のある子どもや、「対人的トラブル」、「落ち着きのなさ」
などの特徴を示す「特別な配慮を要する子」が、公立保育所、私立保育所共に９割を超
えて在籍していたことを報告した。また、郷間ら（2008）は、保育現場において「気
になる子」は、障害の診断を受けている児よりも、約3.5倍多く在籍していたことを明
らかにしている。このような幼児期や、小・中学校期の発達のつまずきを早期に発見
し、対応を考えることを目的に、全国各地で様々なつまずきチェックリストが作成・実
施されており（小野ら，2012）、発達障害もしくは発達につまずきのある児への支援の
必要性が高まっていると考える。 
内閣府（2014）の「家族と地域における子育てに関する意識調査」によると、20～49
歳男女の有配偶者の約８割は、子どもが小学校に入学するまでは、子どもからみた祖父
母が、育児や家事の手助けをすることが望ましいと回答しており、同調査における夫婦
の就労状況別では、男女とも共働き世帯の方が片働き世帯よりも、祖父母の手助けを求
める割合が高いことが報告されている。そして、共働き世帯の約半数が、祖母に子ども
を預けながら仕事をしているとの報告がある（角川，2009）。特に障害児の母親の就労に
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おいては、祖父母による援助は非常に重要なものであり、支援内容として、病気の子ど
もを預かることや保育所等への送迎を行う祖父母が多く（丸山，2013）、祖父母が子育て
の支援者としての役割を担っている現状がある。発達障害に関して、今野（2009）は、
全国の発達障害者支援センター73 か所に、祖父母からの相談に関する調査を行い、９割
以上のセンターで祖父母からの相談を受け、その内容として、孫の障害に関すること、
孫との接し方などが多かったことを報告しており、祖父母が発達障害のある孫との交流
や支援を行っている現状が示されている。このように、障害の有無にかかわらず、孫と
祖父母の交流は、日常的に行われ、祖父母が子育て支援をしていることが窺われる。 
祖父母と交流することによる孫への影響は、幼少時においては人格形成や情緒的な発
達によい影響を及ぼし（諏澤，2013a）、祖父母の優しさや微笑みなどのあたたかい態度
は、孫の社交性に影響を与えると報告されている（諏澤，2013b）。さらに、他者への思
いやりやコミュニケーションスキルの発達に寄与することが報告されている（上村ら，
2007）。しかし、祖父母との交流と幼児期の発達障害に関しては検索できなかった。コミ
ュニケーション、対人関係、社会性などに課題のある発達障害児に関して、祖父母との
交流が与える影響について明らかにすることは、発達障害児への早期支援を日常的に進
める上で、意義深いことと考える。 
本研究の目的は、保育所在籍の発達障害及び発達につまずきのある児が、祖父母と交
流することによる影響を、保育士への調査により明らかにすることである。保育士を対
象とする理由は、９割を超える保育所にいわゆる「特別な配慮を要する子」が在籍して
いること（原口ら，2013）、保育所に在籍している児は、共働き世帯が大半であるため、
祖父母の関わりが多いことが予想されること（角川，2009；丸山，2013）、発達障害児
の認知行動上の特徴は、他者と関わることが多くなる保育所などの集団生活において明
らかになると考えられるためである。尚、本研究では、児と祖父母が交流することによ
る影響を探索的に把握するため、保育士へのインタビュー調査をした。把握した内容を
実証的に明らかにするため、児と祖父母が交流することによる影響に関する質問紙を作
成し、郵送調査をした。 
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第２節 保育士へのインタビュー調査 
 
１．目的 
 発達障害児及び発達につまずきのある児が祖父母と交流することによる影響を探索的
に把握することを目的とする。 
 
２．研究方法 
１） 研究対象 
対象者は、全世帯の５割近い世帯が、同居あるいは近隣に祖父母が居住しており（兵
庫県，2011）、比較的祖父母との日常的交流が多いと考えられる地域の保育所６か所と
し、発達障害児及び発達につまずきのある児を受け持った経験を有する保育士 35 名に
調査を依頼した。 
 
２） 調査時期 
       2013 年７月から 2014 年８月 
 
３）調査方法 
       インタビューの方法には、構造化面接、半構造化面接、非構造化面接がある。構造化
面接は質問項目を設定し、仮説の妥当性を検証するためのデータ収集を目的とする。半
構造化面接では、仮説や質問項目をある程度設定をし、自由な相互作用を通して情報を
得ることを目的とする。非構造化面接は、質問項目を設定せず、仮説を生成することを
目的とする。本研究では、半構造化面接とし、保育所在籍の発達障害及び発達につまず
きのある児が祖父母と日常的に交流することにより、何らかの影響があるのではないか
という仮説を設定した。質問項目は、「祖父母との日常的交流が、発達障害児または発達
のつまずきや気になる子に影響があると思いますか。実際にあった具体的な場面で話し
て下さい。」とした。調査時間は 1 回あたり 30 分～40 分であった．祖父母と日常的交流
がある状態とは、松尾ら（2014）を参考に、同居または週１～２回以上の関わりや保育
所の送迎や施設の行事の参加が有る等とした。インタビューで聞きもらした場合、再度
27 
 
質問することの承諾を得た。面接時は対象者の了解を得て録音し、逐語録を作成した。 
       
４）分析方法 
分析方法は質的帰納的分析とした。類似する内容を集め、類似性と相違性を検討しサ
ブカテゴリを生成し、さらに抽象度を高め、カテゴリを生成した。研究のプロセスを通
して継続したスーパーバイズを受けることにより、結果の妥当性を確保した。 
 
３．研究結果 
１）対象者の属性（Table2-1） 
 保育士の性別は、全員女性であった。年齢は「20 歳代」12 人（34.3％）、「30 歳代」
７人（20.0%）、「40 歳代」９人（25.7％）、「50 歳代」６人（17.1%）、「60 歳代」１人
（2.9％）であった．就業年数は、「５年未満」５人（14.3%）、「５年以上」７人（20.0%）、
「10 年以上」６人（17.1%）、「15 年以上」３人（8.6%）、「20 年以上」14 人（40.0%）
であった。 
 
Table 2-1 保育士の属性 
 
 
 
 
n=35
年齢 20歳代 12(34.3)
30歳代 7(20.0)
40歳代 9(25.7)
50歳代 6(17.1)
60歳代 1(2.9)
就業年数 5年未満 5(14.3)
5年以上 7(20.0)
10年以上 6(17.1)
15年以上 3(8.6)
20年以上 14(40.0)
単位：人（％）
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２）発達障害児及び発達につまずきのある児とその祖父母との日常的交流による影響 
 保育士から得られた内容は 133 であり、「発達障害児及び発達につまずきのある児へ
の影響」、「保護者への影響」、「祖父母の態度」の３のカテゴリに分類した．カテゴリを
【 】、サブカテゴリを≪≫、内容を「 」にて以下に示す。 
 
（１）祖父母との日常的交流における発達障害児及び発達につまずきのある【児への影
響】（Table 2-2） 
本カテゴリは、60 の内容からなり、18 のサブカテゴリで構成された。≪コミュニケ
ーションが上手になる≫では、「その子にとっていい対応っていうか、いい接し方という
か、コミュニケーションの取り方をやっぱり学んでいくのかな」等の５の内容があった。
≪人との関わりが上手になる≫では、「人との関わりが上手になる」等の 10 の内容があ
った。≪人の話が聞けるようになる≫では、「おじいちゃん、おばあちゃんに個別に話し
かけられるから、聞くことができるのかな」等の４の内容があった。≪気持ちをコント
ロールできるようになる≫では、「感情をコントロールできるようになった」等の７の内
容があった。≪愛情をもらえている≫では、「おばあちゃんが関わっている分、愛情もい
っぱいもらっている」等の３の内容があった。≪守られている≫では、「守られている」
の１の内容があった。≪刺激をもらえている≫では、「一番興味を持っているところを刺
激してあげたら、多分それ以外のところも上がると思うんです。そういう刺激を与えて
くれるおじいちゃん、おばあちゃんがいる」等の５の内容があった。≪協調性が養える
≫では、「同居でみんなで暮らしていると強調性が養われる」等の２の内容があった。≪
物の貸し借りができる≫では、「おもちゃの貸し借りができない子が多いけど、そういう
こともできるようになるのかなって」の１の内容があった。≪優しくなる≫では、「優し
いから周りの友だちが集まってくる」等の７の内容があった。≪相手の気持ちを考えら
れる≫では、「日々、よしよしされていたら、相手の気持ちをもうちょっと考えられたり、
人らしい気持がはぐくまれる」の１の内容があった。≪心が安定する≫では、「心の安定
という部分でおじいちゃん、おばあちゃんが関わることで保てるのかな」等の３の内容
があった。≪落ち着きのある子に育つ≫では、「お母さんたちが忙しくてかまってあげら
れなくても、おじいちゃん、おばあちゃんがそこを補ってくれたら、落ち着きのある子
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に育つ」の１の内容があった。≪心や情緒が豊かに育つ≫では、「色んな人が関わること
で心や情緒が豊かに育つと思いますね。色んな人の中におじいちゃん、おばあちゃんが
いて、友だちや私たちがいてね」の１の内容があった。≪甘え方が上手になる≫では、
「おじいちゃん、おばあちゃんが関わっている子はつんとしていないっていうか、素直
に甘えにいけるっていうのか、甘え方を知っている」の１の内容があった。≪通園時間
が安定する≫では、「（おじいちゃん、おばあちゃんがいなかったら）お迎えにきてもら
えず、保育園で過ごす時間が長くなるので（行動が）荒れる」の１の内容があった。≪
親が精神的に安定することで子どもが落ち着く≫では、「おかあさん自身が安定してい
たら子どもにもいい影響があると思いますね」等の５の内容があった。≪定型発達と同
等の発達を期待されて苦しむ≫では、「おじいちゃん、おばあちゃんの障害に対する理解
がないと他の子とおなじでないといけないと思い、子どもが苦しむ」の２の内容があっ
た。 
 
（２）発達障害児及び発達につまずきのある児とその祖父母との日常的交流における【保
護者への影響】（Table 2-3） 
本カテゴリは、29 の内容からなり、７のサブカテゴリで構成された。≪育児負担が減
る≫では、「お母さんの育児負担が減る」等の８の内容があった。≪相談ができる≫では、
「心置きなく相談できる」等の５の内容があった。≪余裕が持てる≫では、「お母さんが
余裕をもって子どもに関われる」等の３の内容があった。≪気持ちが落ち着く≫では、
「お母さんが助かって、気持ちが安定する」等の５の内容があった。≪気持ちが楽にな
る≫では、「自分だけで抱え込んでしまうよりも、近くにいてくれたら気持ちが楽になる」
等の５の内容があった。≪前向きになる≫では、「お母さんがまた新たに前に進んでいこ
うと思える」等の２の内容があった。≪育て方が悪いと祖父母から責められる≫では、
「嫁姑関係が悪くて、おじいちゃんたちが強い関係であったら、お嫁さんはすごく責め
られる。そういうことが前にあったんです。お姑さんに育て方が悪いからって責められ
ていた」の１の内容があった。 
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（３）発達障害児及び発達につまずきのある孫に対する【祖父母の態度】（Table 2-4） 
本カテゴリは、46 の内容からなり、13 のサブカテゴリで構成された。≪ゆっくりと
関わっている≫では、「おじいちゃん、おばあちゃんにゆっくり関わってもらえたら変わ
る」等の８の内容があった。≪おおらかな目と心でみている≫では、「おじいちゃん、お
ばあちゃんは人生経験があるじゃないですか。だから、どーんってかまえていたりして、
おおらかな目でみていてくれるのかなって思いましたね」等の５の内容があった。≪客
観的にみている≫では、「おばあちゃんって、お母さんと比べてちょっと客観的にその子
をみることができる」等の５の内容があった。≪冷静にみている≫では、「おばあちゃん
は冷静ですよね」等の２の内容があった。≪甘えさせている≫では、「おばあちゃんに自
由に甘えさせてもらっている」等の６の内容があった。≪寄り添っている≫では、「おば
あちゃんのほうが（子どもに）寄り添っている感じかな」の１の内容があった。≪お行
儀や生活習慣を身につけさせている≫では、「おばあちゃんがお行儀とか生活習慣を身
につけさせている」等の２の内容があった。≪色々なことを教えている≫では、「おばあ
ちゃんが色んなことを教えてくれていた、動物の名前とか言えるようになっていました
ね」等の 10 の内容があった。≪五感を使えるようなところに連れて行っている≫では、
「おじいちゃん、おばちゃんと五感を使えるようなところに連れて行ってもらう」の１
の内容があった。≪送迎の援助をしている≫では、「（おじいちゃん、おばあちゃんがい
なかったら）お迎えにきてもらえず、保育園で過ごす時間が長くなるので(行動が）荒れ
ると思います」の１の内容があった。≪自然と子どもの発達に合った遊びをさせている
≫では、「自然とその子の発達に合った遊びをさせてくれるからいいかな」の１の内容が
あった。≪障害の理解が不十分である≫では、「（他の子と）比べてしまいがちになった
り、知識を持っている人だったらいいけど、理解されていないおじいちゃん、おばあち
ゃんだった場合、お母さんが傷つくようなことがあったりね」等の２の内容があった。
≪多動の子をみるのは大変である≫では、「多動の子をみるのは大変」等の２内容があっ
た。 
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Table 2-2 祖父母との日常的交流における発達障害児及び発達につまずきのある【児へ
の影響】 
 
サブカテゴリ No 内容
コミュニケーションが上手になる 1 その子にとっていい対応っていうか、いい接し方というか、コミュニケーションの取り方をやっぱり学んでいくのかな
2
あまり自分から言わない子だったんだけど言ってくれるようになりましたね。4歳のときは聞いたら教えてくれるっていう感じだったけど、全体
的に話したいっていう気持ちが出てきたんですけどね
3 いろんな目があって、声かけがあることでコミュニケーションが上手になる
4 子どもの障害を受け入れている祖父母と受け入れられていない祖父母とでは、子どもの社会性やコミュニケーションに違いがある
5 関わる人が増えれば、話しかける人が増える。1対1で関わって、話しかけることで、言葉がちょっとでてきたっていうのもある
人との関わりが上手になる 6 人との関わりが上手になる。
7
おばあちゃんに受け入れをしてもらっていなかった子は、友だちが遊んでいても気にならないし、見ているだけで、誘っても関わろうとしな
かった
8
おじいちゃん、おばあちゃんが関わることで関わる人が２人、3人と増えるので、いろんな人と関わるのでそこにはいい影響があるのかなと
思います
9 祖父母と日常的に交流がある子とない子とでは、人との関わりの差が大きい
10 人との関わりを経験することで色んな面で成長する
11 人との関わりが多いと何かあるのかなと思います
12 おばあちゃんだからできる遊びがある。昔の遊びって誰かと関わって遊ぶことが多い。それが対人関係に影響する
13 おじいちゃん、おばあちゃんが関わっていなかったら、いらいらして友だちとの関係が悪くなりそう
14
おじいちゃんは、自分の孫だけを相手にするんじゃなくて、何人かの子どものことも相手にしていて、保育者に対しても「お世話になってま
す」っていう、人とのあたりかたっていうですか、自分の子どもだけじゃなく、他の子の頭を撫でて帰ったりとか、挨拶ひとつとっても、そういう
ことを子どもは肌で感じているんかなって、わからないなりにも「人とこうやって関わるんや」とか
15 色んな人と会話できる機会ができるので対人関係に影響がある
人の話が聞けるようになる 16 おじいちゃん、おばあちゃんに個別に話しかけられるから、聞くことができるのかな
17 日頃からこうしなさいよって、色んな人の指示があれば人の話を聞くという能力が違ってくる
18 人を信じられて、安心できると聞く耳をちょっとずつ持ってくれる
19 おじいちゃん、おばあちゃんと一緒に暮らしていると、集団行動をするときに、人の話が聞けるようになる
気持ちをコントロールできるようになる 20 感情をコントロールできるようになった
21 おじいちゃん、おばあちゃんが関わることでクールダウンできる
22 おじいちゃん、おばあちゃんが関わっていなかったら、いらいらして友達との関係が悪くなりそう
23 おじいちゃん、おばあちゃんの関わりがありますね、ちょっと自分の気持ちを抑えられるようになってきていると思いますね
24 受け入れてもらっているからカッとなっても、ちらっと担任をみたり、言葉がとどくようになった
25 祖父母が子どもを受け入れて対応することで、いっぺんには爆発しない
26 受け入れてもらっているから、カッとなって切れる回数が減った
愛情をもらえている 27 おばあちゃんが関わっている分、愛情もいっぱいもらっている
28 おじいちゃん、おばあちゃんからたくさんの愛情をもらって、包んでもらえたらいいなって思います
29 相対的にいろんな人から愛情をもらえるならば、子どもにとってプラスになる
守られている 30 守られている
刺激をもらえている
31
一番興味を持っているところを刺激してあげたら、多分それ以外のところも上がると思うんです。そういう刺激を与えてくれるおじいちゃん、
おばあちゃんがいる
32 刺激が与えられないと発達がゆっくりになりますね
33 一緒に遊ぶことがいい
34 何に興味を持っているかを気づいてあげて、その部分を伸ばしてあげるのがいい
35 いろんな人の刺激は大きい
協調性が養える 36 同居でみんなで暮らしていると強調性が養われる
37
おじいちゃん、おばあちゃんと一緒に暮らしている子と別々に暮らしている子では集団行動に違いがあるんじゃないかな。自分の思いだけ
じゃだめなことがあるので
物の貸し借りができる 38 おもちゃの貸し借りができない子が多いけど、そういうこともできるようになるのかなって
優しくなる 39 優しいから周りの友だちが集まってくる
40 優しさは対人関係に影響する
41
小さい子は好きでよく小さい子の部屋に行ってました。力の加減がわからなくて泣かしてしまうこともありましたけど、優しかったですね。人
の世話にするのが好きでしたね
42 優しい言葉をいっぱいかけてもらったり、愛情をいっぱいもらって育った子どもは人に優しくなる
43
おじいちゃん、おばあちゃんと一緒に暮らしていると、集団行動をするときに、人の話が聞けるようになる、暮らしている子どもは、すごく面倒
見がよかったり、細かいところに気づいたりとか、そういうのは顕著に感じますね。
44 祖父母に受け入れられている子はあったかい子になる
45 誰かが転んだらさっと助けてあげたりとか、転んだら「痛くなかった？」とか世話してくれたり。そういう温かみとかいうのを感じたりする
相手の気持ちを考えられる 46 日々、よしよしされていたら、相手の気持ちをもうちょっと考えられたり、人らしい気持がはぐくまれる
心が安定する 47 心の安定という部分でおじいちゃん、おばあちゃんが関わることで保てるのかな
48 受け入れてくれると子どもが安定する
49 誰かと一緒にいることで心が落ち着く
落ち着きのある子に育つ 50 お母さんたちが忙しくてかまってあげられなくても、おじいちゃん、おばあちゃんがそこを補ってくれたら、落ち着きのある子に育つ
心や情緒が豊かに育つ 51
色んな人が関わることで心や情緒が豊かに育つと思いますね。色んな人に中におじいちゃんおばあちゃんのがいて、友だちや私たちがい
てね
甘え方が上手になる 52 おじいちゃん、おばあちゃんが関わっている子はつんとしていないっていうか、素直に甘えていけるっていうのか、甘え方を知っている
通園時間が安定する 53 （おじいちゃん、おばあちゃんがいなかったら）お迎えにきてもらえず、保育園で過ごす時間が長くなるので(行動が）荒れる
親が精神的に安定することで子どもが落ち着く 54 おかあさん自身が安定していたら子どもにもいい影響があると思いますね
55 夫婦のもめごとに対しも、おじいちゃん、おばあちゃんがいるほうがいい
56 両親、祖父母との関係が上手くいっていたら子どもにいい影響がある
57
（おかあさんが）いらいらならなかったら、その子も切り替えが早くなる、他のことで気分を変えたらできなかったことができる、やる気がで
る、その場におれる
58 育児負担が軽減されたら、お母さんのほうも気持ちに余裕ができるし、それが子どもに影響して、ゆっくりできるんじゃないかと思う
定型発達と同等の発達を期待されて苦しむ 59 おじいちゃん、おばあちゃんの障害に対する理解がないと他の子とおなじでないといけないと思い、子どもが苦しむ
60
家庭のなかで反対するおばあちゃんがいたりすると、たぶん親はプレッシャーを感じて、その子に一生懸命文字を教えたりとか、数字を教え
たりとかしだすと、子どもはしんどくなって、集団の中に入りにくくなることはあるんかなって思いますね
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Table 2-3 祖父母との日常的交流における発達障害児及び発達につまずきのある児の
【保護者への影響】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
サブカテゴリ No 内容
育児負担が減る 1 お母さんの育児負担が減る
2
そういう（発達障害の）子どもって、お母さんの心の部分にすごく影響しているような気がしているので、そういう部分では手助けがあるとい
いかなって思います
3 負担が減る
4
保護者に育児負担ということではおじいちゃん、おばあちゃんの協力があるのとないのとでは違う。子どもが熱が出て、迎えが必要な時は
おじいちゃん、おばあちゃんがお迎えに来てくれる
5 保護者の育児負担感に違いがある
6 お母さんが楽になる
7 高齢者の方がいたらお母さんにとって負担が楽になる
8 親世代の負担もちょっと軽減する
相談ができる 9 心置きなく相談できる
10 1人で悩まなくてもいい
11 おばあちゃんからお母さんに助言があったりとか、保育園のほうに発信がある
12 おかあさんはおばあちゃんに悩みを言っている
13 ちょっと違った意見がお母さんに届くかもしれないし、相談しやすい人が増えるっていうことになるしね
余裕を持てる 14 お母さんが余裕をもって子どもに関われる
15 お母さんに余裕ができればいいと思いますね
16 お母さんに余裕ができる。みんなの目で見てあげられるっていうのがお母さん自身のゆとりにつながるのかなって思います
気持ちが落ち着く 17 お母さんが助かって、気持ちが安定する
18 話を聞いてくれる人がそばにいるっていうのは安心する
19 家族全員で一生懸命されていることで（お母さんの）気持ちが落ち着いてこられましたね
20 おじいちゃん、おばあちゃんが子育てを助けてくれて、おかあさんがゆっくりしたら子どもにも穏やかに接することができる
21
協力があれば、お母さんは話を聞いてもらえてホッとする。それが子どもに対しての対応が違ってくるので、そういう意味で心の安定が保て
るのかな
気持ちが楽になる 22 自分だけで抱え込んでしまうよりも、近くにいてくれたら気持ちが楽になる
23 祖父母がフォローしたら、保護者の気持ちが楽になる
24 両親と祖父母との関係がよかったら、距離的に遠くても、助けてもらっていたらお母さんがうれしそうですね
25
お母さんが追い詰められたときに、それぐらいできなくてもいいんじゃないっていう器が、おじいちゃん、おばあちゃんにあれば、お母さんは
ホッと安心できたりして。ちょっと発達がゆっくりでもいいかって思えるようなものであればいいなって思います
26 保護者が祖父母になんでも言える関係であれば、発散できる
前向きになる 27 お母さんがまた新たに前に進んでいこうと思える
28 一緒に頑張ってくれる人がいるから、次はこの作戦で頑張ってみようとかいろんなことで励まされる
育て方が悪いと祖父母から責められる 29
嫁姑関係が悪くて、おじいちゃんたちが強い関係であったら、お嫁さんはすごく責められる、そういうことが前にあったんです、お姑さんに育
て方が悪いからって責められていた
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Table 2-4 発達障害児及び発達につまずきのある児の孫に対する【祖父母の態度】 
 
サブカテゴリ No 内容
ゆっくりと関わっている 1 おじいちゃん、おばあちゃんにゆっくり関わってもらえたら変わる
2 一緒にゆっくり、満ち足りた時間を過ごすことは、発達障害の子にとって大事な時間だと思う
3 ゆっくり接してくれる人が近くにいたら、それがおじいちゃん、おばあちゃんでも、その子も穏やかになるのかな
4 多動性のある子は誰かがじっくり関わってくれるのがいい
5
おばあちゃんが朝、送りにくるとき、この子は虫が好きなんで、道の虫を探したり、手をつないで、話をしながら来られていますね。ゆっくりと
時間をかけてね
6
おじいちゃん、おばあちゃんって寛大ですね。上手に言葉をかけて子どもを帰らせたりだとか、じっくり待ってあげたりだとか、そういうことが
やっぱりできるんやなって思って
7
園の外でじっと待っていらっしゃるおじいちゃんなんかもみられることがあります、叱らないし、引っ張ったり、抱きかかえて無理やりにするっ
ていうことはないですね、上手になだめて連れてきてくださるんやなって
8
おじいちゃん、おばあちゃんっていうのは時間的に余裕があると思うんですよね。そしたら子どもが「これ何？」とか聞いても、きっちり答えて
あげられる時間がある
おおらかな目と心でみている
9
おじいちゃん、おばあちゃんは人生経験があるじゃないですか。だから、どーんってかまえていたりして、おおらかな目でみていてくれるのか
なって思いましたね
10
おばあさんがこの子に、やさしく、そんなにとげとげしていないで話しかけているね。ばたばたされていないわ。そんなんもこの子にとってい
いんでしょうね
11 マイナス面に考えがいくようなときはプラスの方向にいくようにしている
12 おじいちゃんおばちゃんって大きい心をもっているような気がするんですね
13
一生懸命すぎないっていうのでしょうかね、子どもを育てなくっちゃっていう、力が抜けているほうがいい。大らかにみれるっていうか、そこま
でできなくてもいいよっていう
客観的にみている 14 おばあちゃんって、お母さんと比べてちょっと客観的にその子をみることができる
15 おばあちゃんたちって2～3歩下がってみることができる
16 視点が違うので、気づきがあるのかなって
17 おばあちゃんはその子に対して、ワンクッション置いた見方ができる。子どもの対処の仕方が変わってくる
18 客観的にその子を知る機会があったら、いろんな面で自分では気づかないことでも気づくことができる
冷静にみている 19 おばあちゃんは冷静ですよね
20 おばあちゃんはこの子の行動をじっと見ている。（行動の）制止はしない
甘えさせている 21 おばあちゃんに自由に甘えさせてもらっている
22 お母さんが妊婦さんで抱っこできないのでおばあちゃんが抱っこしているのは見ますね
23 おかあさんとは違く関わり、まぁ甘えさせてもらったりする
24 何かあったらすぐに来てくれるし、孫がかわいさでなんでもしてくれている
25 助け舟になる
26 おかあさん以外でべったりさせてくれる人がいるのであれば満たされてっていう方向にいくのかな
寄り添っている 27 おばあちゃんのほうが（子どもに）寄り添っている感じかな
お行儀や生活習慣を身につけさせている 28 おばあちゃんがお行儀とか生活習慣を身につけさせている
29 おじいちゃん、おばあちゃんのほうがあいさつするように促していることが多い
色々なことを教えている 30 おばあちゃんが色んなことを教えてくれていた、動物の名前とか言えるようになっていましたね
31 おばあちゃんに子どもはいろいろ教えてもらって、いつの間にかできるようになっています
32
おじいちゃん、おばあちゃんのところに泊まりに行ったときは、行ってきた、何々してきた、楽しかったっていうことを自分から教えてくれるよ
うになってきました
33 おばあちゃんが協力的で、運動会前に縄跳びができなかったら、一生懸命縄跳びの練習をしてね
34
療育センターでは小学校が近いこともあって、言葉とか数字をやっていきましょうって言われているみたいで、おばあちゃんも協力している
みたいですね
35
ばあちゃんが朝、送ってくるときにこの子は虫が好きだから、道の虫を探したり、手をつないで話しながら来られていますね、ゆっくり時間を
かけてね
36 おばあちゃんがトランプの仕方や動物のことを教えてくれるなど刺激を受けている
37 この辺りの家って畑をされているところが多くて、そこに連れて行ってもらって、色んなことを教えてもらっています。野菜の名前とかね
38 生活の知恵っていうものがあるし、時間的に余裕があればお外にだしてもらえる
39 親にはないものをもらっているのは多い
五感を使えるようなところに連れて行っている 40 おじいちゃん、おばちゃんと五感を使えるようなところに連れて行ってもらう
送迎の援助をしている 41 （おじいちゃん、おばあちゃんがいなかったら）お迎えにきてもらえず、保育園で過ごす時間が長くなるので(行動が）荒れると思います
自然と子どもの発達に合った遊びをさせている 42 自然とその子の発達に合った遊びをさせてくれるからいいかな
43
(他の子と）比べてしまいがちになったり、知識をもっている人だったらいいけど、理解されていないおじいちゃん、おばあちゃんだった場合、
お母さんが傷つくようなことがあったりね
44
就学のときに普通学級にするかどうかっていうときに、おじいちゃんおばあちゃんとの意見の食い違いがある場合があって、そのときはお
母さんが不安定になっているっていうのはありましたね
45 多動の子をみるのは大変
46 何をしでかすかわからなくて、目が離せないということで大変だと聞いたことあります
障害の理解が不十分である
多動の子をみるのは大変である
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４．考察 
１）祖父母との日常的交流が発達障害児及び発達につまずきのある【児への影響】につ
いて 
杉山（2007）は、発達障害の特徴として、大きく、「認知（周りの世界を知り、理解す
ること）」、「学習能力（文字を読む、書く、計算するといった能力）」、「言語能力（言葉
の発語や理解）」、「社会性（他人の気持ちを読むこと、人との付き合い方や社会のルール
の習得）」、「運動（歩く、走るといったからだ全体の運動）」、「手先の細やかな動き」、「注
意や行動のコントロール」の７側面の発達に障害があると述べている。 
祖父母との日常的交流における発達障害児及び発達につまずきのある【児への影響】
を示すサブカテゴリの中に、≪優しくなる≫、≪相手の気持ちを考えられる≫が含まれ
ていた。これは、発達障害の特徴である「社会性（他人の気持ちを読む）」を示す内容と
考える。また、サブカテゴリの≪コミュニケーションが上手になる≫、≪人との関わり
が上手になる≫、≪人の話が聞けるようになる≫、≪協調性が養える≫、≪物の貸し借
りができる≫、≪甘え方が上手になる≫では、発達障害の特徴である「社会性（人との
付き合い方や社会のルールの習得）」を示す内容であると考える。つまり、祖父母の関わ
りが児の社会性に影響を与える可能性があるのではないかと考えられる。 
 発達障害児及び発達につまずきのある児が祖父母と日常的交流をすることによる影響
のサブカテゴリに、≪気持ちのコントロールができるようになる≫、≪落ち着きのある
子に育つ≫が抽出された。これは、発達障害の特徴である「注意や行動のコントロール」
を示す内容であり、祖父母との日常的交流が、孫の衝動性に影響を与える可能性が示さ
れた。 
 また、祖父母より≪愛情をもらえている≫、≪守られている≫、≪刺激をもらえてい
る≫という享受を示すサブカテゴリが抽出された。孫は祖母と接することで、優しさや
思いやりの心が育ち、子どもの心の安らかな発達が促進される（津間ら，2010）。つま
り、これら祖父母からの享受により、孫への影響を示すサブカテゴリである≪心が安定
する≫、≪心や情緒が豊かに育つ≫に繫がるのではないかと考えられる。さらに、≪通
園時間が安定する≫というサブカテゴリが抽出されており、これは、児の生活が安定す
ることに繫がるのではないかと考える。心や生活が安定することは、子どもの健やかな
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成長に欠かせないものである。しかし、「認知」、「社会性」や「注意や行動のコントロー
ル」の発達に障害がある児は、対人トラブルを引き起こしやすく、ストレスフルな状態
になりやすいが（綾屋ら，2008）、祖父母から享受される心や生活の安定は、児のストレ
スの緩和につながるのではないかと考えられる。 
しかし、祖父母が発達障害児及び発達につまずきのある孫に対して理解がない場合は、
≪定型発達と同等の発達を期待されて子どもが苦しむ≫というサブカテゴリが抽出され
た。本田ら（2008）は、４名の高機能広汎性発達障害者の就学前から青年期までライフ
ストーリーを、インタビュー調査しており、障害を理解してもらえない悩みや苦しみに
ついて語られていた。本研究でも孫を理解していない祖父母が、孫を苦しめることにな
る内容が示された。 
 
２）発達障害児及び発達につまずきのある児とその祖父母との日常的交流における【保
護者への影響】について 
発達障害児及び発達につまずきのある児とその祖父母との日常的交流における【保護
者への影響】を示すサブカテゴリに、≪育児負担が減る≫、≪相談ができる≫が含まれ
ていた。このような祖父母からの支援を受けることにより、保護者において≪余裕が持
てる≫、≪気持ちが落ち着く≫、≪気持ちが楽になる≫、≪前向きになる≫というサブ
カテゴリに繫がるのではないかと考える。本田ら（2016）は、家族人数が少ないほど、
また、配偶者や配偶者以外の同居家族からの情緒的サポートが低いほど、発達障害児の
親の負担感が高いことを示した。また、永田ら（2013）は、自閉症スペクトラム障害が
疑われる 2 歳児の母親は、同年代の子どもをもつ母親に比べて、抑うつの陽性率が高く、
育児ストレスは全般的に高いことを明らかにし、一方、山田（2010）は、祖父母を含む
家族から、育児の協力を得られている母親は、得られていない母親に比べ、ストレスが
軽減することを報告している。これらのことから、祖父母との交流は保護者への精神的
援助となり、発達障害児への重要な育児支援に繫がるのではないかと考えられる。 
しかし、祖父母が孫を理解していない場合は、≪育て方が悪いと祖父母から責められ
る≫とのサブカテゴリが抽出された。子どもの問題行動においては、母親の育て方の問
題とみなされ、母親一人で悩みを抱え、孤立するなどの問題がある（夏堀，2001）。祖
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父母が孫を理解することが、このような問題の軽減に繫がると考える。 
 
３）発達障害児及び発達につまずきのある孫に対する【祖父母の態度】について 
 発達障害児及び発達につまずきのある孫に対する【祖父母の態度】では、≪ゆっくり
と関わっている≫、≪おおらかな目と心でみている≫、≪甘えさせている≫、≪寄り添
っている≫のサブカテゴリが抽出され、ゆっくりとおおらかに関わる祖父母の態度が、
孫の心を安定させていると考える。発達障害児は、発言や行動を認められ、伝えたいこ
とが表現できるまで待ってもらえるという体験をすることで、衝動的行動の軽減につな
がるという報告があった（繒内ら，2005）。本研究においても、祖父母との日常的交流
が、発達障害及び発達につまずきのある孫へ与える影響の中で、≪気持ちのコントロー
ルができるようになる≫が含まれていた。つまり、祖父母の態度は、孫の発言や行動を
認め、待つ姿勢となっており、そのことが孫の衝動的行動に影響を与えている可能性が
ある。しかしながら、祖父母と交流がないケースもある。日常的に交流している保護者、
保育士等が、抽出された祖父母の態度のように、児に対してゆっくりとおおらかに関わ
り、待つ姿勢を示すことが、児の心の安定に繫がるのではないかと考える。 
 また、≪お行儀や生活習慣を身につけさせている≫、≪色々なことを教えている≫、
≪五感を使えるようなところに連れて行っている≫というサブカテゴリが抽出された。
保護者が子どもの祖父母に期待する育児の手助けとして、「子どもの話し相手や遊び相
手をする」、「日常生活のしつけ」、「祖父母の経験や知恵を伝える」等であり（内閣府，
2014）、本研究においても、保護者が期待する育児の手助けに、祖父母は対応できている
状況が示された。 
しかし、≪障害の理解が不十分である≫というサブカテゴリも抽出されている。孫へ
の影響においては≪定型発達と同等の発達を期待されて苦しむ≫というサブカテゴリが
抽出されており、保護者への影響においては、≪育て方が悪いと祖父母から責められる
≫というサブカテゴリが抽出されていた。つまり孫には定型発達を期待し、保護者には
育て方が悪いと責めるという、祖父母の≪障害の理解が不十分である≫ことが孫とその
保護者を苦しめることに繫がるのではないかと考える。一方で、孫の特性に合わせた育
児をし、保護者を助けたいと思っている祖父母が存在している（石井ら，2014）。また、
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孫の障害に対して専門的な意見を求め、孫のために自分ができることを探している（今
野，2009）。このような祖父母の要望を鑑み、今後、祖父母が、発達障害に対する知識
や関わり方などを学習する機会を得ることが、重要となってくると考える。 
また、祖父母が≪多動の子をみるのは大変である≫という現実があり、育児の手助け
をすることが祖父母の健康に影響がでる可能性がある。実際、保育所に通園している児
の母親は就労していることが多く、そのため祖父母の育児支援が重要となっており（丸
山，2013）、それが祖父母において大きな負担となっている（今野，2003）。今後、祖
父母の負担が軽減できるよう、教育、医療、福祉、保健を含む広い分野において、家族
支援の視点となる社会資源のさらなる充実が必要である。 
 
５．結語 
 祖父母との日常的交流が発達障害児及び発達につまずきのある児に与える影響につい
て、探索的研究として、保育士にインタビュー調査を実施した。その結果、【児への影響】、
【保護者への影響】、【祖父母の態度】という 3 つのカテゴリが抽出され、子ども、保護
者、祖父母の３者への影響が見いだされた。祖父母の態度が児の社会性に影響し、保護
者においては、育児負担の軽減や前向きに取り組めるという影響があった。しかし、祖
父母の障害の理解がない場合は、子どもと保護者を苦しめるということに繫がることが
見いだされ、祖父母の障害の理解が重要となる。 
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第３節 祖父母との交流が発達障害児及び発達につまずきのある児に与える
影響に関する質問紙の作成と調査 
 
１．目的 
 第２節で得られた「祖父母との日常的交流における発達障害児及び発達につまずきの
ある児への影響」（Table 2-2）のサブカテゴリの内容を、実証的に明らかにするため、
インタビュー調査で得られた内容を基に、祖父母との交流が発達障害児及び発達につま
ずきのある児に与える影響に関する質問紙を作成し、調査することである。 
 
２．研究方法 
１）祖父母との交流が発達障害及び発達につまずきのある児に与える影響に関する質問
紙の作成 
 質問紙の項目の抽出は、以下の通りである。 
 第２節の保育士へのインタビュー調査で得られた「祖父母との日常的交流における発
達障害及び発達につまずきのある児への影響」（Table2-2）のサブカテゴリの内容に合致
するもの及びインタビュー調査より得られたものに加え、発達障害児の行動特徴を記述
するために作成された複数の既存の尺度から幅広く項目を収集した。その内容が、日常
の保育場面を反映するなど具体的であり、かつ回答者が理解しやすいことを基準とした。
参考にした尺度は、幼児期からの子どもの適応と精神的健康状態を包括的に把握できる
Strengths and Difficulties Questionnaire；SDQ（Goodman，1997；Goodman，2001）、
自閉症スクリーニング質問紙である Autism Screening Questionnaire ； ASQ 
（Berument ら， 1999）、幼児用発達障害チェックリストである Checklist for 
Developmental Disabilities in Young Children；CHEDY（尾崎ら，2010；尾崎ら 2012）、
広汎性発達障害スクリーニング尺度乳幼児行動チェックリストである Infant behavior 
checklist revised；IBC-R（金井ら，2004）、発達障害児包括的アウトカム質問票である
Comprehensive Outcome Questionnaire for Development disorder; COQ-D（塩川，
2006）、広汎性発達障害児の社会性スクリーニング検査（武井ら，2012）、簡易版就学前
幼児用（4～6 歳）用発達障害チェック・リスト（宮崎ら，2014）、学習障害（LD）、注
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意欠陥多動性障害（ADHD）、高機能自閉症等が疑われることにより、学びにくさやつま
ずきのある子どもをチェックできる「チェックシートⅢつまずきチェックシート（幼稚
園用）」（以下つまずきチェックシート）であった（徳島県教育委員会，2006）。 
既存の尺度より採用した項目の内訳は、SDQ からは 14 項目、ASQ からは６項目、
CHEDT からは９項目、IBC-R からは４項目、COQ-D からは 13 項目、広汎性発達障害
児の社会性スクリーニング検査からは３項目、簡易版就学前幼児用（4～6 歳）発達障害
チェック・リストからは 7 項目、「つまずきチェックシート」からは、第３章の予備調査
において、祖父母との交流の有無において、有意差があった項目の内、祖父母の影響と
考えられ、本調査の内容に合致する６項目であった。 
内容的妥当性を確保することを目的に、質問紙の項目を、20 年以上の保育経験がある
２名の保育士で、内容及び表現の適切性を検討した。その結果、「祖父母との日常的交流
における発達障害及び発達につまずきのある児への影響」（Table2-2）のサブカテゴリの
内容において、≪愛情をもらえている≫、≪守られている≫、≪刺激をもらえている≫、
≪通園時間が安定する≫、≪親が精神的に安定することで子どもが落ち着く≫、≪定型
発達と同等の発達を期待されて苦しむ≫は、祖父母からの享受を意味し、影響とは考え
にくいことから削除した。一方、サブカテゴリに新たに採用したものを記す。祖父母の
影響として、人との関わりやコミュニケーションが上手になることが示されたことより、
児の社会的な遊びに影響があるのではないかと考え、≪社会的な遊びが養える≫を加え
た。保育士のインタビューで得られた【祖父母の態度】の中に、≪甘えさせている≫の
サブカテゴリがあり、それが高じると、児が依存的になったり、わがままになることが
考えられ、≪依存的になる≫、≪わがままになる≫をサブカテゴリとして加えた。また、
保育士のインタビュー調査からの【祖父母の態度】に≪お行儀や生活習慣を身につけさ
せている≫があり、その内容に「おじいちゃん、おばあちゃんのほうがあいさつするよ
うに促していることが多い」が示されており、≪お行儀がよくなる≫、≪生活習慣が身
につく≫、≪あいさつができる≫をサブカテゴリとして加えた。つまずきチェックシー
トの項目である「指示の理解が難しい」、「絵本を見ようとしない」においては、祖父母
の個別的な関わりによる影響が考えられるため、サブカテゴリとして加えた。以上より、
サブカテゴリを 17 とし、質問項目は 66 項目とした。 
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サブカテゴリごとの項目の内容としては（Table2-5）、≪人との関わりが上手になる・
甘え方が上手になる≫では、「他の子どもたちから、だいたい好かれているようだ」（SDQ）
等の 11 項目とした。≪コミュニケーションが上手になる≫では、「あなたから話しかけ
た時、交互にやりとりが成立する意味の通った会話になる」（ASQ）等の６項目とした。
≪心や情緒が豊かになる≫では、「同年齢の子どもと同じくらいに、表情のレパートリー
がある」（ASQ）等の３項目とした。≪協調性が養える≫では、「自分の興味をもつもの
や楽しいことを他の人と共有しようとする」（広汎性発達障害児の社会性スクリーニン
グ検査）の１項目とした。≪相手の気持ちを考えられる・優しくなる≫では、「怒られて
いても相手の気持ちが分からずケロッとしている」（CHEDY）等の 11 項目とした。≪
社会的な遊びが養える≫では、「みたて遊びやごっこ遊びをする」（ASQ）等の 4 項目と
した。≪落ち着きがでてくる・心が安定する≫では、「いつもそわそわしたり、もじもじ
している」（SDQ）等の６項目とした。≪気持ちをコントロールできるようになる≫で
は、「カッとなったり、かんしゃくをおこしたりする事がよくある」（SDQ）等の４項目
とした。≪物の貸し借りができるようになる≫では、「物の貸し借りができるようになる」
（保育士のインタビュー調査）等の２項目とした。≪人の話が聞けるようになる≫では、
「素直で、だいたい大人のいうことをよく聞く」（SDQ）等の４項目とした。≪依存的に
なる≫では、「依存的になる」（保育士のインタビュー調査）の１項目とした。≪わがま
まになる≫では、「ゲームや競争で一番にならないと気がすまない」（CHEDY）等の４項
目とした。≪お行儀がよくなる≫では、「お行儀がよくなる」（保育士のインタビュー調
査）の１項目とした。≪生活習慣が身につく≫では、「おもちゃを正しい場所に片づけら
れない」（簡易版就学前幼児用（４～６歳）発達障害チェック・リスト）等の５項目とし
た。≪あいさつができる≫では、「あいさつができる」（保育士のインタビュー調査）の
１項目とした。≪指示の理解が難しい≫では、「指示の理解が難しい」（つまずきチェッ
クシート）の１項目とした。≪絵本見ようとしない≫では、「絵本を見ようとしない」（つ
まずきチェックシート）の１項目とした。質問項目にどの程度当てはまるかを、「全くあ
てはまらない」１点、「あまり当てはまらない」２点、「やや当てはまる」３点、「非常に
当てはまる」４点の４段階で評定を求めた。 
本質問紙は、肯定的な表現と否定的な表現が混在しており、低い得点が、児にとって
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よいことを意味するものとした。肯定的な表現を逆転項目とし、以下に示す。「項目１．
他の子どもたちから、だいたい好かれているようだ」、「項目２．他の子どもたちより、
大人といる方がうまくいくようだ」、「項目３．子どもの顔を見たり、笑いかけると、笑
顔で反応する」、「項目８．仲の良い友だちが少なくとも一人はいる」、「項目９．他の子
どもに興味がある」、「項目 12．あなたから話しかけた時、交互にやりとりが成立する意
味の通った会話になる」、「項目 13．『あのね』『それでね』と言いながら親しげに話しか
けてくることがある」、「項目 14．欲しいものがあったり、手伝って欲しかったりした時
には、身ぶりや言葉を使って、相手の顔をきちんと見て、自分の思いを伝えることがで
きる」、「項目 17．同年齢の子どもと同じくらいに、表情のレパートリーがある」、「項目
18．よその人が微笑みかけると笑顔で返す」、「項目 20．自分が興味をもつものや楽しい
ことを他の人と共有しようとする」、「項目 22．他人の気持ちをよく気づかう」、「項目 23．
あなたが悲しんだり痛がったりしていると慰めてくれる」、「項目 24．誰かが心を痛めて
いたり、落ち込んでいたり、嫌な思いをしているときなど、すすんで助ける」、「項目 25．
他の子どもたちと、よく分け合う」、「項目 26．自分からすすんでよく他人を手伝う」、
「項目 31．みたて遊びやごっこ遊びをする」、「項目 43．物の貸し借りができるように
なる」、「項目 45．素直で、だいたい大人のいうことをよく聞く」、「項目 54．お行儀がよ
くなる」、「項目 60．あいさつができる」であった。質問紙は「祖父母と交流の有る発達
障害児（疑い含む）」の場合と「祖父母と交流の無い発達障害児（疑い含む）」の場合の
２種類とした。 
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Table 2-5 「祖父母との交流が発達障害児及び発達につまずきのある児への影響」のサ
ブカテゴリに関連した尺度項目 
 
項目 人との関わりが上手になる・甘え方が上手である
1 他の子どもたちから、だいたい好かれているようだ（SDQ)
2 他の子どもたちより、大人といる方がうまくいくようだ（SDQ)
3 子どもの顔を見たり、笑いかけると、笑顔で反応する（広汎性発達障害児の社会性スクリーニング検査）
4 他の子どもとうまくかかわったり遊んだりしない（COQ-D）
5 見知らぬ人に接することを極端にさける（COQ-D）
6 知っている人にたいしても極端に恥ずかしがる（COQ-D）
7 一人でいるのが好きで、一人で遊ぶことが多い（SDQ)
8 仲の良い友だちが少なくとも一人はいる（SDQ)
9 他の子どもに興味がある（広汎性発達障害児の社会性スクリーニング検査）
10 同年代の子どもと比較して友達が少ない（簡易版就学前幼児期用（４～６歳）発達障害チェック・リスト）
11 友だちを作ることに興味がない（COQ-D）
コミュニケーションが上手になる
12 あなたから話しかけた時、交互にやりとりが成立する意味の通った会話になる（ASQ)
13 「あのね」「それでね」と言いながら親しげに話しかけてくることがある（ASQ)
14
欲しいものがあったり、手伝って欲しかったりした時には、身ぶりや言葉を使って、相手の顔をきちんと見て、自分の思いを伝えることができ
る（CHEDY）
15 おしゃべりしすぎる（COQ-D）
16
自分が知っていることやこだわっていることに関しては、相手が知っているかどうかにおかまいなく一方的に話すがそれ以外の話は受けつ
けない（CHEDY）
17 適切な速さで話すことが難しい（たどたどしく話す。とても早口。）（つまずきチェックシート）
心や情緒が豊かになる
18 同年齢の子どもと同じくらいに、表情のレパートリーがある（ASQ)
19 よその人が微笑みかけると笑顔で返す（ASQ)
20 嬉しい時や悲しい時でも、あまり表情を変えない（CHEDY)
協調性が養える
21 自分が興味をもつものや楽しいことを他の人と共有しようとする（広汎性発達障害児の社会性スクリーニング検査）
相手の気持ちを考えられる・優しくなる
22 怒られていても相手の気持ちが分からずケロッとしている（CHEDY）
23 他人の気持ちをよく気づかう（SDQ)
24 あなたが悲しんだり痛がったりしていると慰めてくれる（ASQ)
25 誰かが心を痛めていたり、落ち込んでいたり、嫌な思いをしているときなど、すすんで助ける（SDQ)
26 他の子どもたちと、よく分け合う（おやつ・おもちゃ・鉛筆など）（SDQ）
27 自分からすすんでよく他人を手伝う（親・先生・子どもたちなど）（SDQ)
28 よく他の子とけんかしたり、いじめたりする（SDQ)
29 ほかの人を嫌がらせることをわざとする（COQ-D）
30 ほかの人に怒りをぶつけたり仕返しをしたりする（COQ-D）
31 他のひとの感情に無関心である（COQ-D）
32 いろいろな話をするが、その時の場面や相手の感情や立場を理解しない（つまずきチェックシート）
社会的な遊びが養える
33 みたて遊びやごっこ遊びをする（ASQ)
34 同年齢の子どもと、鬼ごっこやかくれんぼなど、ルールのある集団遊びができない（CHEDY)
35 遊びに介入されることを嫌がる（IBC-R)
36 人やテレビの動作のまねをしない（IBC-R)
続く
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Table 2-5 「祖父母との交流が発達障害児及び発達につまずきのある児への影響」のサ
ブカテゴリに関連した尺度項目 
 
続き
項目 落ち着きがでてくる・心が安定する
37 いつもそわそわしたり、もじもじしている（SDQ)
38 落ち着きがなく、長い間じっとしていられない（SDQ)
39 落ち着きがなく、手を離すとどこに行くかわからない（IBC-R)
40 座っていなければならない状況で座り続けることができない（COQ-D）
41 気が散りやすい（つまずきチェックシート）
42 遊びや余暇活動におとなしく参加することが難しい（つまずきチェックシート）
気持ちをコントロールできるようになる
43 カッとなったり、かんしゃくをおこしたりする事がよくある（SDQ）
44 おちこんでしずんでいたり、涙ぐんでいたりすることがよくある（SDQ)
45 嫌なことを「やられた」と思った瞬間に、すぐに手が出てしまう（CHEDY)
46 怒りっぽくほかのことで簡単にいらいらする（COQ-D）
物の貸し借りができるようになる
47 物の貸し借りができるようになる（保育士のインタビュー調査より）
48 自分の好きな物や興味のある物は一人で楽しんで、他の人に見せたりしない（簡易版就学前幼児期用（４～６歳）発達障害チェック・リスト）
人の話が聞けるようになる
49 素直で、だいたい大人のいうことをよく聞く（SDQ)
50 指示が終わる前に勝手に動き出す（簡易版就学前幼児期用（４～６歳）発達障害チェック・リスト）
51 質問が終わっていないのに答えてしまう（COQ-D）
52 話をさえぎって自分の考えを突然述べようとする（CHEDY）
依存的になる
53 依存的になる（保育士のインタビュー調査より）
わがままになる
54 ゲームや競争で一番にならないと気がすまない（CHEDY)
55 みんなの遊びに強引に割り込み、邪魔をする（簡易版就学前幼児期用（４～６歳）発達障害チェック・リスト）
56 グループ活動で順番が待っていられない（COQ-D）
57 遊びで自分が負けそうになると、ルールを勝手に変える（CHEDY)
お行儀がよくなる
58 お行儀がよくなる（保育士のインタビュー調査より）
生活習慣が身につく
59 おもちゃを正しい場所に片づけられない（簡易版就学前幼児期用（４～６歳）発達障害チェック・リスト）
60 部屋の掃除や片づけができない（簡易版就学前幼児期用（４～６歳）発達障害チェック・リスト）
61 食事の途中に席を離れる（簡易版就学前幼児期用（４～６歳）発達障害チェック・リスト）
62 日中におしっこや便をもらしてしまう（COQ-D）
63 夜寝る時間、覚醒（目を覚ます）時間が不規則である（IBC-R)
あいさつができる
64 あいさつができる（保育士のインタビュー調査より）
指示の理解が難しい
65 指示の理解が難しい（つまずきチェックシート）
絵本を見ようとしない
66 絵本を見ようとしない（つまずきチェックシート）
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２）質問紙調査 
（１）調査対象者 
 全国保育協議会より公開されている A 県の保育所 100 か所に勤務している保育士で
あった。 
 
（２）調査時期 
平成 28 年３月 
 
（３）調査方法 
 A 県の保育所 100 か所に研究協力依頼の電話をした後、依頼文、質問票、返信用封筒
を同封したものを 300 部郵送した。回収は、自由意思が尊重されるように、個別で返送
するものとした。 
 
（４）調査内容 
 保育士の基本属性として、性別（男性、女性）、年齢（20 歳代、30 歳代、40 歳代、50
歳代、60 歳代、60 歳代以上）、保育士の経験年数、発達障害児に関する研修や勉強会の
受講の有無、発達障害児及び発達につまずきのある児を担当した年数、児の祖父母との
関わりの有無を調査した。また、祖父母との交流が発達障害児及び発達につまずきのあ
る児に与える影響について、「祖父母との交流が孫（発達障害児または疑いを含む）に与
える影響に関する質問紙」として本研究にて作成した質問紙であった。 
 
（５）分析方法 
祖父母との交流の有無と「祖父母との交流が孫（発達障害児または疑いを含む）に与
える影響に関する質問紙」の合計点、サブカテゴリ、各項目との関係性を検討するため、
Mann－Whitney の U 検定を実施した。解析には統計解析ソフトには、統計パッケージ
SPSS Statistics 19 を使用した。 
 なお、正の表現で回答を求めた項目については、逆転項目として修正し、集計した。 
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３．研究結果 
 郵送した 300 部のうち回収数は 104 部であった（回収率 34.6％、有効回答率 94.0％）。
発達障害児及び発達につまずきのある児の祖父母との関わりの有無では、有群 77 人
（77.0％）、無群 23 人（23.0％）であった。 
 
１）保育士の属性（Table 2-6） 
性別は、「男性」０人（0％）、「女性」100 人（96.2％）、「回答なし」４人（3.8%）で
あった。年齢は「20 歳代」27 人（26.0%）、「30 歳代」27 人（26.0%）、「40 歳代」29 人
（27.9%）、「50 歳代」16 人（15.4%）、「60 歳代」１人（0.9%）、「70 歳代」１名（0.9%）、
「回答なし」３人（2.9％）であった。就業年数は、「５年未満」９人（8.6%）、「５年以
上 10 年未満」23 人（22.1%）、「10 年以上 15 年未満」20 人（19.2%）、「15 年以上 20
年未満」13 人（12.5%）、「20 年以上 25 年未満」16 人（15.4%）、「25 年以上」14 人
（13.6%）、「回答なし」９人（8.6％）であった。発達障害児及び発達につまずきのある
児を担当した年数では、「１年」19 人（18.3%）、「２年」17 人（16.4%）、「３年」17 人
（16.4％）、「４年」９人（8.6%）、「５年」８人（7.7%）、「６年」３人（2.9%）、「７年」
３人（2.9%）、「８年」２人（1.8％）、「９年」０人（0％）、「10 年」３人（2.9％）、「11
年以上」４人（3.8％）、「回答なし」19 人（18.3％）であった。発達障害児に関する研修
や勉強会の受講の有無は、「有」86 人（82.8％）、「無」10 人(9.6％)、「回答なし」８人
（7.7%）であった。 
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Table 2-6 保育士の属性 
 
 
 
 
 
 
n=104
性別 男　 0（0）
女 100（96.2）
回答なし 4（3.8）
年齢 20歳代 27(26.0)
30歳代 27(26.0)
40歳代 29(27.9)
50歳代 16(15.4)
60歳代 1(0.9)
70歳以上 1(0.9)
回答なし 3(2.9)
就業年数 5年未満 9（8.6）
5年以上10年未満 23（22.1）
10年以上15年未満 20（19.2）
15年以上20年未満 13（12.5）
20年以上25年未満 16（15.4）
25年以上 14（13.6）
回答なし 9（8.6）
発達障害児または疑いのある児を担当した年数 1年 19（18.3）
2年 17（16.4）
3年 17（16.4）
4年 9（8.6）
5年 8（7.7）
6年 3（2.9）
7年 3（2.9）
8年 2（1.8）
9年 0（0）
10年 3（2.9）
11年以上 4（3.8）
回答なし 19（18.3）
研修等の受講経験 有 86（82.8）
無 10（9.6）
回答なし 8（7.7）
単位：人（％）
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２）「祖父母との交流が孫（発達障害児または疑いを含む）に与える影響に関する質問紙」
と祖父母との交流の有無との関係について 
 祖父母との交流の有群と無群の合計点及びサブカテゴリについて、Mann-Whitney の
U 検定を実施した（Table2-7）。合計点（p<.01）では、交流有群において有意に低い結
果であった。サブカテゴリでは、≪人との関わりが上手になる・甘え方が上手になる≫
（p<.01）、≪心や情緒が豊かになる≫（p<.01）、≪相手の気持ちが考えられる・優しく
なる≫（p<.01）、≪あいさつができる≫（p<.05）について、交流有群において有意に低
い結果であった。また、≪依存的になる≫（p<.10）、≪絵本を見ようとしない≫（p<.10）
では、交流有群において有意に低い傾向であった。 
次に本質問紙の各項目について述べる。祖父母との交流の有無が児にとって影響が示
唆された項目が 66 項目中 16 項目であった。以下、これを示す（Table2-8）。  
祖父母との交流有群において、≪人との関わりが上手になる・甘え方が上手になる≫
のサブカテゴリである「項目４.他の子どもとうまくかかわって遊んだりしない」（p<.05）、
「項目７.一人でいるのが好きで、一人で遊ぶことが多い」（p<.01）、「項目 11.友だちを
作ることに興味がない」（p<.05）の３項目が有意に低い結果であった。≪心や情緒が豊
かになる≫のサブカテゴリでは、「項目 20.嬉しい時や悲しい時でも、あまり表情を変え
ない」（p<.01）の１項目が有意に低い結果であった。≪相手の気持ちが考えられる≫の
サブカテゴリでは、「項目 22.怒られていても相手の気持ちが分からずケロッとしている」
（p<.01）、「項目 31.他のひとの感情に無関心である」（p<.05）の２項目が有意に低い結
果であった。≪落ち着きがでてくる・心が安定する≫のサブカテゴリでは、「項目 42.遊
びや余暇活動におとなしく参加することが難しい」（p<.05）の１項目が有意に低い結果
であった。≪依存的になる≫のサブカテゴリでは、「項目 53.依存的になる」（p<.10）の
１項目が有意差はないが低い傾向であった。≪わがままになる≫のサブカテゴリでは、
「項目 56.グループ活動で順番が待っていられない」（p<.10）の１項目が有意差はない
が低い傾向であった。≪生活習慣が身につく≫のサブカテゴリでは、「項目 63.夜寝る時
間、覚醒（目を覚ます）時間が不規則である」（p<.10）の１項目が有意差はないが低い
傾向であった。≪あいさつができる≫のサブカテゴリでは、「項目 64.あいさつができる」
の１項目が有意に低い結果であった。≪絵本を見ようとしない≫では、「項目 66.絵本を
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見ようとしない」（p<.10）が有意に低い傾向であった。 
 交流無群においては、≪人との関わりが上手になる・甘え方が上手になる≫のサブカ
テゴリである「項目３.子どもの顔を見たり、笑いかけると笑顔で反応する」（p<.01）、
「項目９.他の子どもに興味がある」（p<.01）の２項目が有意に低い結果であった。≪心
や情緒が豊かになる≫のサブカテゴリでは、「項目 18.同年齢の子どもと同じくらいに、
表情のレパートリーがある」（p<.05）、「項目 19.よその人が微笑みかけると笑顔で返す」
（p<.01）の２項目が有意に低い結果であった。 
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Table 2-7 
「祖父母との交流が孫（発達障害児または疑いを含む）に与える影響に関する質問紙」
の合計点及びサブカテゴリと祖父母との交流の有無との関係 
 
 
 
祖父母との交流
有（77名）　無（23名） 平均値 標準偏差
Mann-
Whitney
のU検定
有 161.73 22.69 .00＊＊
無 178.52 22.218
有 24.86 5.01 .00＊＊
無 28.46 5.93
有 15.05 2.58 .13
無 15.33 3.36
有 6.54 1.97     .00＊＊
無 8.42 2.24
有 2.59 .94 .16
無 2.83 .96
有 28.91 5.52     .00＊＊
無 31.74 4.49
有 9.59 2.21 .74
無 9.88 2.66
有 17.45 4.24 .13
無 18.87 3.72
有 9.01 3.17 .54
無 9.33 3.42
有 4.97 1.26 .61
無 4.75 1.48
有 10.26 2.93 .71
無 9.79 3.24
有 2.35 .93 .09†
無 2.71 1.04
有 8.95 3.23 .48
無 9.25 3.53
有 3.27 .68 .37
無 3.33 .92
有 10.75 3.08 .18
無 11.67 4.23
有 1.91 .91  .02＊
無 2.33 .92
有 2.99 .87 .16
無 3.21 .98
有 2.09 .89  .09†
無 2.46 .93
Mann‐WhitneyのU検定　　† p<.10　＊ｐ＜.05　　＊＊ｐ＜.01
生活習慣が身につく
質問紙の合計点
サ
ブ
カ
テ
ゴ
リ
人との関わりが上手になる
甘え方が上手になる
コミュニケーションが上手になる
心や情緒が豊かになる
協調性が養える
相手の気持ちが考えられる
優しくなる
社会的な遊びが養える
落ち着きがでてくる
心が安定する
気持ちのコントロールができる
ようになる
あいさつができる
絵本を見ようとしない
指示の理解が難しい
物の貸し借りができる
人の話が聞けるようになる
依存的になる
わがままになる
お行儀がよくなる
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Table 2-8 「祖父母との交流が孫（発達障害児または疑いを含む）に与える影響に関す
る質問紙」の各項目と祖父母との交流の有無との関係 
 
サブカテゴリ 項目 内容
祖父母との交流
有（77名）　無（23名）
平均値 標準偏差
Mann-
Whitney
他の子どもたちから、だいたい好かれているようだ 有 2.64 .72
無 2.42 .83
他の子どもたちより、大人といる方がうまくいくようだ 有 2.94 .75
無 3.00 .88
子どもの顔を見たり、笑いかけると笑顔で反応する 有 3.19 .73
無 2.54 .78
他の子どもとうまくかかわって遊んだりしない 有 2.58 .79
無 3.00 .88
見知らぬ人に接することを極端にさける 有 2.10 .92
無 2.25 .79
知っている人にたいしても極端に恥ずかしがる 有 1.74 .85
無 2.09 .95
一人でいるのが好きで、一人で遊ぶことが多い 有 2.59 .95
無 3.22 .74
仲の良い友だちが少なくとも一人はいる 有 2.65 1.01
無 2.30 1.15
他の子どもに興味がある 有 3.15 .80
無 2.57 .84
同年代の子どもと比較して友達が少ない 有 2.96 .97
無 3.39 .72
友だちを作ることに興味がない 有 2.46 .97
無 3.04 .82
あなたから話しかけた時、交互にやりとりが成立する意味の通った会話になる 有 2.49 .90
無 2.35 .88
「あのね」「それでね」と言いながら親しげに話しかけてくることがある 有 2.63 1.04
無 2.43 1.08
有 2.44 .88
無 2.17 .76
おしゃべりしすぎる 有 2.43 1.02
無 2.52 .95
有 2.55 .99
無 2.26 1.01
適切な速さで話すことが難しい（たどたどしく話す。とても早口。） 有 2.65 .98
無 3.04 .93
同年齢の子どもと同じくらいに、表情のレパートリーがある 有 2.60 .91
無 2.13 .95
よその人が微笑みかけると笑顔で返す 有 2.76 .83
無 2.13 .80
嬉しい時や悲しい時でも、あまり表情を変えない 有 1.90 .84
無 2.67 .96
自分が興味をもつものや楽しいことを他の人と共有しようとする 有 2.41 .94
無 2.04 .77
怒られていても相手の気持ちが分からずケロッとしている 有 2.61 .97
無 3.21 .83
他人の気持ちをよく気づかう 有 1.83 .76
無 1.70 .63
あなたが悲しんだり痛がったりしていると慰めてくれる 有 2.54 .79
無 2.09 .85
有 2.09 .81
無 1.74 .62
他の子どもたちと、よく分け合う（おやつ・おもちゃ・鉛筆など） 有 1.80 .66
無 1.78 .60
自分からすすんでよく他人を手伝う（親・先生・子どもたちなど） 有 1.86 .78
無 1.70 .56
よく他の子とけんかしたり、いじめたりする 有 2.13 1.06
無 2.17 1.11
ほかの人を嫌がらせることをわざとする 有 2.10 1.05
無 2.35 1.07
ほかの人に怒りをぶつけたり仕返しをしたりする 有 2.23 1.11
無 2.26 1.14
他のひとの感情に無関心である 有 2.46 .94
無 3.00 .90
いろいろな話をするが、その時の場面や相手の感情や立場を理解しない 有 2.42 1.08
無 2.70 1.06
続く
人
と
の
関
わ
り
が
上
手
に
な
る
・
甘
え
方
が
上
手
に
な
る
1 .21
2 .67
3 .00*:*
4 .04*
8 .30
9 .01*:*
10 .14
5 .35
6 .18
7 .01*:*
11 .03
*
:
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
上
手
に
な
る
12 .74
13 .68
14
欲しいものがあったり、手伝って欲しかったりした時には、身ぶりや言葉を使って、
相手の顔をきちんと見て、自分の思いを伝えることができる .23
協調性が養え
る
21 .16
相
手
の
気
持
ち
が
考
え
ら
れ
る
・
優
し
く
な
る
22 .00*:*
23 .79
15 .97
16
自分が知っていることやこだわっていることに関しては、相手が知っているかどうか
におかまいなく一方的に話すがそれ以外の話は受けつけない .11
心
や
情
緒
が
豊
か
に
な
る
18 .03*:
19 .00
*:*
24 .06
25
誰かが心を痛めていたり、落ち込んでいたり、嫌な思いをしているときなど、すすん
で助ける .15
26 .76
20 .00*:*
30 .84
31 .03*:
27 .70
28 .87
29 .48
Mann‐WhitneyのU検定　† p <.10　＊ｐ＜.05　　＊＊ｐ＜.01
17
32 .28
.16
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Table 2-8 「祖父母との交流が孫（発達障害児または疑いを含む）に与える影響に関す
る質問紙」の各項目と祖父母との交流の有無との関係 
 
続き
サブカテゴリ 項目 内容
祖父母との交流
有（77名）　無（23名）
平均値 標準偏差
Mann-
Whitney
みたて遊びやごっこ遊びをする 有 2.45 .98
無 2.43 .90
同年齢の子どもと、鬼ごっこやかくれんぼなど、ルールのある集団遊びができない 有 2.84 .97
無 3.13 .87
遊びに介入されることを嫌がる 有 2.24 .83
無 2.43 .90
人やテレビの動作のまねをしない 有 1.96 .83
無 2.08 .78
いつもそわそわしたり、もじもじしている 有 2.59 1.00
無 2.61 .89
落ち着きがなく、長い間じっとしていられない 有 3.26 .89
無 3.42 .72
落ち着きがなく、手を離すとどこに行くかわからない 有 2.60 1.00
無 3.00 .80
座っていなければならない状況で座り続けることができない 有 3.00 .95
無 3.25 .94
気が散りやすい 有 3.31 .75
無 3.35 .71
遊びや余暇活動におとなしく参加することが難しい 有 2.70 .89
無 3.13 .87
カッとなったり、かんしゃくをおこしたりする事がよくある 有 2.54 1.09
無 2.71 1.08
おちこんでしずんでいたり、涙ぐんでいたりすることがよくある 有 1.88 .81
無 2.04 .71
嫌なことを「やられた」と思った瞬間に、すぐに手が出てしまう 有 2.40 1.11
無 2.29 1.12
怒りっぽくほかのことで簡単にいらいらする 有 2.19 .98
無 2.48 1.16
物の貸し借りができるようになる 有 2.31 .83
無 2.30 .70
自分の好きな物や興味のある物は一人で楽しんで、他の人に見せたりしない 有 2.29 .86
無 2.26 .75
素直で、だいたい大人のいうことをよく聞く 有 2.51 .70
無 2.26 .86
指示が終わる前に勝手に動き出す 有 2.82 .90
無 2.87 .69
質問が終わっていないのに答えてしまう 有 2.44 1.11
無 2.26 1.05
話をさえぎって自分の考えを突然述べようとする 有 2.51 1.12
無 2.35 1.07
依存的になる 有 2.35 .93
無 2.83 .89
ゲームや競争で一番にならないと気がすまない 有 2.08 1.09
無 2.22 1.24
みんなの遊びに強引に割り込み、邪魔をする 有 2.29 1.00
無 2.43 1.04
グループ活動で順番が待っていられない 有 2.66 .97
無 3.13 1.01
遊びで自分が負けそうになると、ルールを勝手に変える 有 1.92 1.00
無 1.87 1.06
お行儀がよくなる 有 1.73 .68
無 1.52 .59
おもちゃを正しい場所に片づけられない 有 2.18 .82
無 2.39 .89
部屋の掃除や片づけができない 有 2.44 .90
無 2.57 .99
食事の途中に席を離れる 有 2.12 1.06
無 2.33 1.13
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４．考察 
１）対象者の概要について 
 研究への協力が得られた保育士は、「20 歳代」から「70 歳代」の幅広い年齢層であっ
た。保育士の就業年数は「5 年以上 10 年未満」23 人（22.1%）が最も多く、次いで「10
年以上 15 年未満」20 人（19.2%）であった。保育士が発達障害児及び発達につまずき
のある児を担当した年数は、「１年」19 人（18.3%）が最も多く、次いで「２年」、「３年」
が 17 人（16.4%）であり、合わせると担当年数１年～３年が約５割であった。また、約
８割以上の保育士が発達障害児に関する研修や勉強会の受講の経験があった。全国の保
育所の 6 割以上が障害児を受け入れており（厚生労働省，2015ｂ）、また、乳幼児健康
診査にて発達等に問題があった児のフォロー機関として、全国の市町村の約８割が保育
所と連携をしている状況がある（日本臨床心理士会，2014）。保育所における集団場面で
の直接支援の必要性が高まっており、本研究においても保育士の研修や勉強会等の必要
性の高まりが伺えた。 
 
２）「祖父母との交流が孫（発達障害児または疑いを含む）に与える影響に関する質問紙」
と祖父母との交流の有無との関係について 
 本研究は、保育士へのインタビュー調査により得られた「祖父母との日常的交流にお
ける発達障害児及び発達につまずきのある児への影響」（Table 2-2）のサブカテゴリ及
びその内容を、実証的に明らかにすることを目的に、質問紙を作成し、調査した。その
結果、本質問紙の合計点において、祖父母との交流の有群に正の影響が示唆された。つ
まり全体的には概ね祖父母との交流は良いとの結果であったと考えられる。 
 長峰ら（2011）は、高機能広汎性発達障害は、主特徴として、「社会的相互作用の障
害」、「コミュニケーションの障害」、「想像力の障害」の３つがあり、特に社会性（対人
関係を形成し、維持する能力）の発達において困難さが目立つ障害であると述べている。
祖父母との交流により、児に正の影響があったサブカテゴリの中に、≪社会的な遊びが
養われる≫は入ってなかった。しかし≪人との関わりが上手になる・甘え方が上手にな
る≫、≪相手の気持ちが考えられる・優しくなる≫は入っていた。また項目では、「項目
４.他の子どもとうまくかかわって遊んだりしない」、「項目 21.怒られていても相手の気
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持ちが分からずケロッとしている」等の友人等の関係において、正の影響が認められた。
以上のように、人との関わりが上手になることや相手の気持ちを考えることは、対人関
係の形成、維持に必要な要素であると考える。つまり、祖父母の交流が児の社会性に関
連することについては、いい影響を与える可能性があるのではないかと考えられる。ま
た、≪あいさつができる≫ことは、相手への印象をよくし、相互の関わりやすさにつな
がることが考えられ、社会的相互作用の障害においてもいい影響が期待できる。 
 Adrien ら（1993）は、自閉症児は健常児と比べて、感情表出の欠如があることを示し
ている。しかし、本研究より祖父母との交流が≪心や情緒が豊かになる≫となり、嬉し
い時や悲しい時に感情表出ができることに繫がることが期待できる。また、本研究の結
果より、祖父母との交流が、絵本を見ることへ繋がる可能性が示唆された。近藤ら（2008）
は、５歳前後の発達障害児に対して継続的に絵本の読み聞かせを実践した結果、感情の
表出が豊かになったことを報告している。祖父母が孫と絵本を見る行為が、感情の表出
に関連している可能性がある。また、絵本を見る行為は、学習障害の読みの障害にも正
の影響が期待できるのではないかと考える。つまり、祖父母が、児に絵本を読み聞かせ
ていくことで、早期から絵本の字に親しむことに繫がり、それが読むという行為に影響
を及ぼすのではないかと考える。しかし、「項目３.子どもの顔を見たり、笑いかけると
笑顔で反応する」、「項目 17.同年齢の子どもと同じくらい表情のレパートリーがある」、
「項目 18.よその人が微笑みかけると笑顔で返す」などのような友好性の高い表現は、
祖父母との交流の影響は期待できないことが考えられる。 
 本調査では、孫の祖父母に対する依存性は確認できなかった。そして、グループ活動
での順番を待つこと、遊びや余暇活動におとなしく参加することは、多動性障害に関す
ることであり、祖父母の交流が多動性障害に対して、正の影響を示す可能性があること
が考えられる。さらに夜寝る時間や覚醒（目を覚ます）時間など、生活リズムを整える
関わりにおいても、祖父母の影響の可能性が示唆された。保育士のインタビュー調査で
得られた【祖父母の態度】において、≪送迎の援助をしている≫ことが示されており、
このことが、生活リズムを整えることにも繋がると考える。 
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５．結語 
 第２節で得られた「祖父母との日常的交流における発達障害児及び発達につまずきの
ある児への影響」（Table2-2）のサブカテゴリの内容を実証的に明らかにするため、「祖
父母との交流が孫（発達障害児または疑いを含む）に与える影響に関する質問紙」を作
成し、300 名の保育士に調査した。その結果、概ね祖父母との交流は良いとの結果が得
られた。また、祖父母との交流において正の影響が示唆されることは、「人との関わりが
上手になる・甘え方が上手になる」、「心や情緒が豊かになる」、「依存的になる」、「あい
さつができる」、「絵本を見る」であった。 
第３章では、より詳細に発達障害のスクリーニング調査表である「チェックシートⅢ
つまずきチェックシート」（幼稚園用）を用い、児の特徴と祖父母との交流の有無との関
係を検討する。 
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第３章 研究２：発達障害児及び発達につまずきのある児の特徴
と祖父母との関わりによる関連 
          －つまずきチェックシートを用いて－ 
 
第１節 研究の背景と目的 
 
近年、特別支援学校や特別支援学級に在籍している児童生徒が増加する傾向にあり、
2002 年での調査では、学習や生活面で特別な教育的支援を必要とする学習障害、注意欠
陥多動性障害、高機能自閉症等の発達障害の可能性がある児童生徒が、通常の学級に約
6.3%在籍していると報告されたが（文部科学省，2003a）、2012 年の調査では、6.5％に
増加した（文部科学省，2012ｂ）。これらの調査は、学習面については学習障害に関する
チェックリスト LDDI（Learning Disabilities Diagnostic Inventory）及び LDI
（Learning Disabilities Inventory）を参考に、行動面（「不注意」「多動性―衝動性」）
については ADHD に関するチェックリスト ADHD-RS（ADHD Rating Scale）を参考
に、行動面（「対人関係やこだわり等」）については、ASSQ（High－Function Autism 
Spectrum Screening Questionnaire）を参考に、質問項目が作成され、調査された。
文部科学省は、これらの結果から、「今後の特別支援教育の在り方について（最終報告）」
における判断基準（試案）を作成した（文部科学省，2012）。これを参考に徳島県教育委
員会は、学習障害（LD）、注意欠陥多動性障害（ADHD）、高機能自閉症等が疑われるこ
とにより、学びにくさやつまずきのある子どもをチェックし、早期に発見し、対応を考
えることを目的として、チェックシート（改訂徳島版）を作成した（徳島県教育委員会，
2006）。チェックシートは、「チェックシートⅠ気になる子はいませんか！」、「チェック
シートⅡ気づきチェックシート」、「チェックシートⅢつまずきチェックシート（幼稚園
用、小・中・高校生用）」の３種類あり、気になる子どもをチェックし、発達段階のどこ
につまずきがあるかを調査できるものである。 
発達障害を、生得的障害と捉えるならば、幼稚園や保育所といった保育現場でも在籍
していることが考えられる。実際、原口ら（2013）は、年少人口、合計特殊出生率が概
ね全国平均値である地域の 421 か所の保育所に調査した結果、障害のある子どもや、「対
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人的トラブル」、「落ち着きのなさ」などの特徴を示す「気になる子」は公立保育所、私
立保育所共に 9 割を超えて在籍していたことを報告した。さらに、郷間ら（2008）の調
査によると、「気になる子」の在籍は、障害の診断を受けている児よりも約 3.5 倍多いこ
とが明らかになっており、発達障害もしくはその疑いがある乳幼児への支援の必要性が
高まっていると考える。 
乳幼児期の子育ての支援者として、祖父母の存在がある。孫と祖父母との交流につい
て、保育所に通う孫を持つ祖父母を対象にした調査では、保育所への送迎、食事などの
世話や孫の遊び相手として、半数以上の祖父母が豊富な孫育てを経験していることを報
告している（山崎ら，2004）。孫にとって祖父母の存在は、親から叱られた時の逃げ場や
情緒の安定を求める「安全基地」としての役割を持つとされている（前原ら，2000；福
島，2005）。また祖父母との関わりは、幼少時の孫の人格形成や情緒的な発達によい影響
を及ぼし（諏澤，2013a）、祖父母の優しさや微笑みなどのあたたかい態度は孫の社交性
に影響を与えることが報告されている（諏澤，2013b）。さらに、他者への思いやり、コ
ミュニケーションスキルの発達に寄与することが報告されている（上村ら，2007）。そこ
で祖父母と交流することにより、幼児期の発達障害児に何らかの影響があるのではない
かと考えたが、それらに関する先行研究はみられなかった。 
本章の研究の目的は、発達障害児及び発達につまずきのある児が祖父母と日常的に交
流することによって、双方が受ける影響について、調査し検討することである。予備調
査にて、チェックシートⅢつまずきチェックシート[幼稚園用]（以下つまずきチェック
シート）を用いて、小規模に保育士への聞き取り調査をする。予備調査にて、祖父母と
日常的に交流することによる影響が示唆された場合、統計的に信頼性を高めるために、
対象地域、サンプル数を拡大し、本調査を行う。 
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第２節 予備調査 
 
１．目的 
 つまずきチェックシートにて、発達障害児及び発達につまずきのある児の特徴と祖父
母との関わりによる関連性を探る。 
 
２．研究方法 
１）調査対象者 
全世帯の５割近い世帯が、同居あるいは近隣に祖父母が居住しており（兵庫県，2011）、
比較的祖父母との日常的交流が多いと考えられる地域の保育所６か所とし、発達障害児
及び発達のつまずきや気になる子どもを受け持った経験を有する保育士 35 人に調査を
依頼した。 
 
２）調査期間 
平成 25 年８月～平成 26 年８月 
 
３）調査方法 
 面接調査をした。６か所の保育所入所児 644 人中 37 人が発達障害児及び発達につま
ずきのある児として保育士より選出された。この 37 人に対して担当保育士に、つまず
きチェックシートの記載と聞き取りを面接調査した（回収率 100％、有効回答率 100％）。
本研究では、つまずきチェックシートにて児の認知行動上の状況を調査し、祖父母との
日常的交流の有無の両群を比較した。 
 
４）調査内容 
つまずきチェックシートは、発達障害に関係する９つの領域から構成されている。学
習障害に関する領域は、「聞く」、「話す」、「読む」、「書く」、「計算する」、「推論する」の
６つで、各５項目で構成されている。注意欠陥多動性障害に関する領域は、「不注意」、
「多動性－衝動性」の２つで、各９項目で構成されている。高機能自閉症等に関する領
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域は、「対人関係やこだわり等」で、27 項目で構成されている。学習障害に関する領域
の回答選択肢は、「ない」を０点、「まれにある」を１点、「ときどきある」を２点、「よ
くある」を３点と設定している。注意欠陥多動性障害に関する領域の回答選択肢は、「な
い」を０点、「ときどきある」を１点、「しばしばある」を２点、「非常にしばしばある」
を３点と設定している。「対人関係やこだわり等」領域の回答選択肢は、「いいえ」を０
点、「多少」を１点、「はい」を２点と設定している。 
聞き取り調査では、つまずきチェックシート記載時の児の基本属性として年齢と性別
を、影響を与える要因として、祖父母との日常的交流の有無、医療機関との関わりと診
断の有無、療育機関との関わりの有無について質問した。祖父母と日常的交流がある状
態とは、松尾ら（2014）を参考に、同居または週１～２回以上の関わりや保育園の送迎
や施設の行事の参加が有る等とした。 
 
５）分析方法 
祖父母との日常的交流、医療機関、療育機関との関係を検討するための検定はχ2検定、
祖父母との日常的交流の有無とつまずきチェックシートの各項目との関係を検討するた
めの検定は Mann‐Whitney の U 検定を用いた。統計解析ソフトには、統計パッケージ
SPSS Statistics 19 を使用した。 
 
３．研究結果 
 児の性別、年齢、医療機関及び療育機関の関わりの有無と祖父母との日常的交流の有
無で２群に分けたものを Table3-1 に示した。祖父母との日常的交流有群（以下交流有
群）は 28 人（75.7％）で、日常的交流無群（以下交流無群）は９人（24.3％）であった。
「男児」は 28 人（75.7％）、20 人が交流有群、８人が交流無群。「女児」は９人（24.3％）、
８人が交流有群、１人が交流無群。年齢では、「３歳」は 11 人（29.7％）、７人が交流有
群、４人が交流無群。「４歳」は 10 人（27.0％）、８人が交流有群、２人が交流無群。「５
歳」は 12 人（32.4％）、10 人が交流有群、２人が交流無群。「6 歳」は４人（10.8％）、
３人が交流有群、１人が交流無群。医療機関との関わりが有るのは 19 人（51.4％）、内
12 人が診断を有し、14 人が交流有群、5 人が交流無群。医療機関との関わりが無いのは
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18 人（48.6％）、14 人が交流有群、４人が交流無群。療育機関との関わりが有るのは 24
人（64.9%）、16 人が交流有群、８人が交流無群。療育機関との関わりが無いのは 13 人
（35.1％）、12 人が交流有群、1 人が交流無群。祖父母との日常的交流の有無と児の性
別、年齢、医療機関及び療育機関の関わりの有無に、有意な差は認められなかった。 
祖父母との日常的交流の有無とつまずきチェックシートとの関係について Table 3-2
に示した。学習障害に関する領域の、「聞く」では、『指示の理解が難しい。』（p<.10）が、
交流有群において有意差はないが低い傾向であった。「話す」では、『適切な速さで話す
ことが難しい。（たどたどしく話す。とても早口。）』（p<.10）が、交流有群において有意
差はないが低い傾向であった。「読む」では、『絵本を見ようとしない。』（p<.10）が、交
流有群において有意差はないが低い傾向であった。「書く」、「計算する」、「推論する」で
は有意な差は認められなかった。 
注意欠陥多動性障害に関する領域の「不注意」では、『面と向かって話しかけられてい
るのに、聞いていないように見える。』（p<.10）、『気が散りやすい。』（p<.10）の 2 項目
が、交流有群において有意に低い傾向であった。「多動性－衝動性」では、『遊びや余暇
活動におとなしく参加することが難しい。』（p<.10）、『じっとしていない、または何かに
駆り立てられるように活動する。』（p<.10）の 2 項目が、交流有群において有意差はない
が低い傾向であった。 
高機能自閉症に関する「対人関係やこだわり等」領域では、『いろいろ話をするが、そ
の時の場面や相手の感情や立場を理解しない。』（p<.05）、が、交流有群において有意に
低い結果であった。『他の子どもたちからいじめられることがある。』（p<.10）は、交流
有群において有意差はないが低い傾向であった。一方、『仲の良い友人がいない。』（p<.01）
は、交流無群において有意に低い結果であった。 
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Table 3-1 祖父母との日常的交流の有無と児の属性、医療機関及び療育機関の関わりと
の有無のクロス表 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
全体（ｎ＝37） 有群（ｎ＝28） 無群（ｎ＝9） χ 2検定
性別 男児 28（75.7） 20（71.4） 8（88.9） n.s
女児 9（24.3） 8（28.6） 1（11.1）
年齢 3歳 11（29.7） 7（25.0） 4（44.4） n.s
4歳 10（27.0） 8（28.6） 2（22.2）
5歳 12（32.4） 10（35.7） 2（22.2）
6歳 4（10.8） 3（10.7） 1（11.1）
医療機関の関わり 有 19（51.4） 14（50.0) 5（55.6) n.s
(内診断あり 12）
無 18（48.6） 14（50.0) 4（44.4)
療育機関の関わり 有 24（64.9） 16（57.1) 8（88.9) n.s
無 13（35.1） 12（42.9) 1（11.1)
単位：人（％）
回収率：100％
有効回答率：100％
祖父母との日常的交流
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Table 3-2 祖父母との日常的交流の有無とつまずきチェックシートの各項目との関係 
 
領域 項目 　　M 　　SD
Mann-
Whitney
聞き違いがある。（「知った」を「行った」と聞き間違える。） 1.07 1.09
1.11 1.27
聞きもらしがある。 2.54 .69
2.33 1.32
個別に言われると聞き取れるが、集団指示では難しい。 2.50 .75
2.33 1.32
指示の理解が難しい。 2.25 .84
2.78 .44
友だちどうしで話をする時に、話の流れについて行けないことがある。 2.00 1.02
1.67 1.32
適切な速さで話すことが難しい。（たどたどしく話す。とても早口。） 1.43 1.26
2.33 1.00
ことばにつまることがある。 1.39 1.20
1.67 1.41
単語を羅列したり、短い文で内容的に乏しい話をする。 1.71 1.15
1.89 1.45
思いつくままに話すなど、筋道の通った話をするのが難しい。 2.07 1.09
2.22 1.30
内容をわかりやすく伝えることが難しい。 2.25 .93
2.00 1.22
.96 1.35
.78 1.30
.82 1.19
1.56 1.33
.61 1.17
.22 .44
.50 1.04
.44 .73
.93 1.33
.78 1.30
.89 1.23
1.11 1.27
.68 1.19
1.22 1.30
.96 1.35
.56 1.13
1.29 1.18
1.44 1.24
1.89 1.20
1.78 1.48
1.32 1.42
1.22 1.48
.50 1.00
.89 1.27
.89 1.26
.56 1.13
1.32 1.36
.89 1.17
.82 1.28
.67 1.12
.68 1.19
1.33 1.41
1.18 1.22
1.44 1.51
1.04 1.35
1.56 1.51
1.50 1.37
1.22 1.39
1.07 1.27
1.56 1.51
細かいところまで注意を払わなかったり、不注意な間違いをしたりする。 2.32 .94
2.22 1.30
課題や遊びの活動で注意を集中し続けることが難しい。 2.39 .96
2.56 .73
面と向かって話しかけられているのに、聞いていないように見える。 1.86 1.11
2.56 .73
指示に従えなかったり、指示した事柄を最後までやり遂げられなかったりする。 2.21 1.03
2.11 1.36
課題や活動を順序立てて行うことが難しい。 2.14 .89
2.44 1.01
集中して努力を続けなければならない課題を避ける。 1.89 1.17
2.11 1.27
活動や遊びに必要な物をなくしてしまう。 1.46 1.20
1.78 1.20
気が散りやすい。 2.32 .94
2.89 .33
日々の活動で忘れっぽい。 1.75 1.21
2.00 1.22
Mann‐WhitneyのU検定　† p<.10　＊ｐ ＜.05　　＊＊ｐ ＜.01 続く
.630
無
有
.080
†
無
有
.572
無
祖父母との日常的
交流の有無
有28名　無9名
聞
く
有
.970
無
有
.628
無
有
有
.574
無
有
.659
無
話
す
有
.073†無
有
.569
無
有
.566
無
有
.688
無
同じ文字を繰り返し読んだり文字をとばして読んだりする。 有
.672
無
読
む
よく似た文字の見分けがつかない。 有
.726
無
絵本を見ようとしない。 有
.085†無
数字のひろい読みが難しい。
文字を読むことに興味関心がない。 有
.850
無
書
く
直線がまっすぐに引けない。 有
.528
無
丸の書き始めと終わりが離れている。
なぞり書きがおおきくずれる。 有
.741
無
ぬり絵でぬり残しが多かったり大きくはみ出したりする。 有
.985
無
有
.196
無
自分の名前をひらがなで書こうとしない。 有
.345
無
有
.392
無
グループの人数を確認しておやつを配ることができない。 有
.401
無
計
算
す
る
グループにおやつを配る時に１つ不足していることがわからない。 有
.830
無
さいころを使って遊べない。 有
.281
無
10までの数唱ができない。
数の大小がわからない。 有
.881
無
推
論
す
る
長さやかさの比較をすることが難しい。 有
.155
無
丸やひし形などの図形の模写をすることが難しい。
しりとり遊びで次につなげることが難しい。 有
.664
無
早合点や飛躍した考えをする。 有
.364
無
有
.640
無
ジャンケンで勝ち負けがわからない。 有
.397
無
有
.968
無
有
.259
無
不
注
意
有
.857
無
有
.786
無
有
.084†無
有
　.095†無
有
.577
無
有
.572
無
有
.496
無
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Table 3-2 祖父母との日常的交流の有無とつまずきチェックシートの各項目との関係 
 
続き
領域 項目 　　M 　　SD
Mann-
Whitney
手足をそわそわ動かしたり、着席していても、もじもじしたりする。 2.00 1.25
2.67 .71
活動中や座っているべき時に席を離れてしまう。 1.50 1.23
1.88 1.25
きちんとしていなければならない時に、過度に走り回ったりよじ登ったりする。 1.18 1.31
1.44 1.33
遊びや余暇活動におとなしく参加することが難しい。 1.43 1.20
2.22 1.20
じっとしていない。または何かに駆り立てるように活動する。 1.36 1.28
2.22 1.20
過度にしゃべる。 1.04 1.23
1.67 1.12
質問が終わらない内に出し抜けに答えてしまう。 .79 1.13
1.56 1.33
順番を待つのが難しい。 1.29 1.30
2.00 1.32
他の人がしていることをさえぎったり、じゃまをしたりする。 1.07 1.15
1.56 1.51
大人びている。ませている。 .04 .19
.00 .00
みんなから「○○博士」「○○教授」と思われている。（例：カレンダー博士） .25 .59
.00 .00
他の子どもは興味を持たないことに興味があり、「自分だけの世界」を持っている。 .89 .96
.56 .73
特定の分野の知識を蓄えているが、丸暗記であり、意味をきちんとは理解していない。 .36 .62
.44 .53
含みのある言葉や嫌みを言われてもわからず、言葉通りに受け止めてしまうことがある。 .89 .92
.78 .67
会話の仕方が形式的であり、抑揚なく話したり、間合いが取れなかったりすることがある。 .75 .84
.78 .83
言葉を組み合わせて、自分だけにしかわからないような造語を作る。 .18 .55
.22 .67
独特な声で話すことがある。 .39 .79
.33 .71
.54 .84
1.00 1.00
とても得意なことがある一方で、極端に苦手なものがある。 .71 .90
.89 1.05
いろいろな話をするが、その時の場面や相手の感情や立場を理解しない。 .68 .86
1.56 .88
共感性が乏しい。 1.11 .88
1.11 .93
周りの人が困惑するようなことも、配慮しないで言ってしまう。 .54 .84
1.11 1.05
独特な目つきをすることがある。 1.18 2.31
.67 .87
友達と仲良くしたいと思っても、友達関係をうまく築けない。 1.43 .79
1.00 .87
友達のそばにいるが、一人で遊んでいる。 1.61 .63
1.33 .71
仲の良い友人がいない。 1.39 .79
.56 .73
常識が乏しい。（決まりきった行動が身につかない。危険なことがわからない。） 1.29 .90
1.11 .93
球技やゲームをする時、仲間と協力することに考えが及ばない。 1.43 .63
1.33 .87
動作やジェスチャーが不器用で、ぎこちないことがある。 1.25 .93
1.22 .83
意図的でなく、頭や体を動かすことがある。 .75 .89
.56 .88
ある行動や考えに強くこだわることによって簡単な日常の活動ができなくなることがある。 .57 .84
.56 .88
自分なりの独特な日課や手順があり、変更や変化を嫌がる。 .64 .87
.44 .73
特定の物に執着がある。 .64 .91
.67 .87
他の子どもたちからいじめられることがある。 .04 .19
.22 .44
独特な表情をしていることがある。 .57 .69
.44 .73
独特な姿勢をしていることがある。 .57 .74
.22 .67
Mann‐WhitneyのU検定　　† p<.10　＊ｐ ＜.05　　＊＊ｐ ＜.01
.521
無
有
　　.074†無
有
　　.066†
無
祖父母との日常的
交流の有無
有28名　無9名
多
動
性
―
衝
動
性
有
.150
無
有
.489
無
有
有
  .156
無
有
 .432
無
有
  .173
無
有
  .107
無
有
.490
無
有
.820
無
対
人
関
係
や
こ
だ
わ
り
等
有
.571
無
有
.180
無
有
.392
無
誰かに何かを伝える目的がなくても場面に関係なく声を出す。（唇を鳴らす、咳払い、喉を
鳴らす、叫ぶ）
有
.181
無
有
.893
無
有
.948
無
有
.689
無
有
 　.017*無
有
.961
無
有
.680
無
有
.159
無
有
.985
無
有
　.126
無
有
.582
無
有
.906
無
有
.231
無
有
　　.010**無
有
.933
無
有
.608
無
有
.829
無
有
.538
無
有
.562
無
有
　.132
無
有
.837
無
有
　.079†無
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４．考察 
発達障害児及び発達につまずきのある児の男女比はおおよそ４：１である（厚生労働
省，2012）。本研究で得られた男女比においても、男児は 28 人（75.7％）、女児は９人
（24.3％）であり、これに準じる結果となった。 
祖父母との日常的交流においては、37 人中 28 人（75.7％）が交流していた。本調査
は５割近い世帯が、同居あるいは近隣に祖父母が居住している地域で行ったため、祖父
母との日常的交流が有る児が 7 割以上と多い結果となり、祖父母が日常的に子育ての支
援者としての役割を担っている現状が明らかとなった。 
以下、発達障害児及び発達につまずきのある児と祖父母が、日常的交流を図ることに
よる影響について考察する。 
 
１）学習障害に関する領域について 
祖父母と孫との関わりにおいては、孫の年齢が低いほど関わる頻度は多く（杉井，
2008）、保育所に通う孫を持つ祖父母を対象に、孫との関わりについて質問紙調査をし
た結果、遊び相手になることが最も多かった（山崎ら，2004）。また、祖父母は孫に昔話
や本を読み聞かせ、話し相手になるといった１対１の関わりをすることが多いと報告さ
れている（杉井ら，1994）。本研究では、指示の理解、適切な速さで話す、絵本を見るこ
とについて正の影響が期待できる結果となった。祖父母との遊びや絵本の読み聞かせや
話し相手等の１対１の関わりが、学習障害に関する領域の「聞く」、「話す」、「読む」に
ついて、正の影響を与える可能性が示唆された。 
 
２）注意欠陥多動性障害に関する領域について 
注意欠陥多動性障害に関連する行動について、「不注意」の領域では、『面と向かって
話しかけられているのに、聞いていないように見える。』、『気が散りやすい。』、「多動性
－衝動性」の領域では、『遊びや余暇活動におとなしく参加することが難しい。』、『じっ
としていない。』において、祖父母との日常的交流が正の影響を与えている可能性が示唆
された。三宅ら（2002）は、多動と言語の遅れを有する発達障害幼児が、療育の場面に
おいて 1 対 1 の個別の関わりをする中で、他者と楽しいという感情を共有することによ
68 
 
り、他者との相互作用が増えたことを明らかにした。また児の発言や行動を認められ、
伝えたいことが表現できるまで待ってもらえるという体験が、児の衝動的行動の軽減に
つながったという報告がある（繒内ら，2005）。本研究の結果より、児の発言や行動を認
め、楽しさを共有する関わりが祖父母との日常的交流の中にあり、そのことが不注意、
多動性や衝動性の軽減、他者との遊びや活動の参加に繋がった可能性がある。 
 
３）高機能自閉症等に関する領域について 
高機能自閉症等に関連する行動について、「対人関係やこだわり等」の領域では、『い
ろいろな話をするが、その時の場面や相手の感情や立場を理解しない。』などの２項目に
正の影響を与えることが示唆された。内田（2011）は、広汎性発達障害の児童に対して、
３年間の絵本の読み聞かせを実施した結果、絵本、読み手、聞き手という三項関係が生
まれ、「共に共感できる私とあなた」という相互信頼関係が構築され、児の情緒が安定し、
相手の気持ちを理解することに繫がったことを報告している。また、高橋ら（2005）は、
乳幼児期に目線が合わない、こだわり行動などの自閉症の症状を有する子どもを対象と
した研究において、児の自発的な行動に対して、微笑み、容認、賞賛、拍手などで応答
するという手続きを取った結果、他者との遊びが拡大し、こだわり行動が減少したこと
を明らかにした。つまり絵本の読み聞かせなどの個別の丁寧な関わり（杉井ら，1994）
や優しさや微笑み等のあたたかい態度（諏澤，2013b）が、祖父母との日常的交流の中に
あり、対人関係に関する項目で正の影響を与える可能性が示唆されたと考える。しかし
『仲の良い友人がいない。』という項目に関しては、交流無群の方が有意に低い結果を示
しており、友人づくりは、保育所や療育機関など同年齢児がいる所での働きかけが必要
であることが示唆された。 
杉山（2007）は、発達障害の特徴として、大きく、「認知（周りの世界を知り、理解す
ること）」、「学習能力（文字を読む、書く、計算するといった能力）」、「言語能力（言葉
の発語や理解）」、「社会性（他人の気持ちを読むこと、人との付き合い方や社会のルール
の習得）」、「運動（歩く、走るといったからだ全体の運動）」、「手先の細やかな動き」、「注
意や行動のコントロール」の 7 側面の発達に障害があると述べている。今回の調査結果
からは、祖父母との日常的交流が、「学習能力」、「言語能力」、「社会性」、「注意や行動の
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コントロール」の４側面の発達に影響を与えることが示唆された。杉山ら（1999）は「社
会性」などの対人関係については早期からの介入が望ましいと述べている。発達障害児
への早期支援という観点では、医療機関や療育機関における専門的な関わりとともに、
個別に行われる祖父母との日常的交流も、重要な役割を担う可能性が示唆された。 
 
５．結語 
予備調査では、対象地域、サンプル数ともに規模が少ないため結果の分析には限界が
あったが、７割以上が祖父母と日常的交流を図っており、そのことが学習障害、注意欠
陥多動性障害、高機能自閉症等に関連する行動に正の影響を与える可能性が示唆された。 
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第３節 本調査 
 
１．目的 
予備調査にて、祖父母と日常的に交流することによる影響が示唆されたため、統計的
に信頼性を高めること、及び祖父母の属性、児の属性、つまずきチェックシートによる
児の行動発達上の評価の関係、双方が受ける影響について詳細に検討することを目的と
する。 
 
２．研究方法 
１）調査対象者 
 全国保育協議会より公開されている A 県の保育所 100 か所に勤務している保育士で
あった。 
 
２）調査時期 
平成 28 年３月 
 
３）調査方法 
 郵送調査をした。A 県の保育所 100 か所に研究協力依頼の電話をした後、依頼文、質
問票、返信用封筒を同封したものを 300 部郵送した。回収は、自由意思が尊重されるよ
うに、個別で返送するものとした。 
 
４）調査内容 
 つまずきチェックシート及び属性を調査した。属性として、保育士については、性別、
年齢、就業年数、発達障害児及び発達につまずきのある児を担当した年数、発達障害児
に関する研修や勉強会の受講の有無を調査した。児については、性別、年齢、医療機関
の関わりの有無、療育機関の関わりの有無、祖父母との交流の有無を調査した。児と最
もよく交流している祖父母については、続柄（「父方祖父」、「父方祖母」、「母方祖父」、
「母方祖母」）、児との交流の頻度（「毎日」、「週に１回以上」、「月に１回以上」、「年に１
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回以上」）、健康状態（「良い」、「普通」、「悪い」、「不明」）、児の障害の理解（「良く理解
している」、「少し理解している」、「あまり理解していない」、「理解していない」）、育児
協力（「よく協力している」、「少し協力している」、「あまり協力していない」、「協力して
いない」）、保護者との関係性（「とても良い」、「良い」、「あまり良くない」、「良くない」、
「不明」）、居住（「同居」、「別居」）、居住距離（「歩いていける距離」、「日帰りの範囲」、
「泊りがけの範囲」、「不明」）を調査した。 
 
５）分析方法 
最もよく交流している祖父母の各属性を２群に分けて検討した。以下２群分けの詳細
を述べる。「児との交流の頻度」では、「毎日」、「週に１回以上」を高群、「月に１回以上」、
「年に１回以上」）を低群とした。「健康状態」では、「良い」、「普通」を高群、「悪い」、
「不明」を低群とした。「児の障害の理解」では、「良く理解している」、「少し理解して
いる」を高群、「あまり理解していない」、「理解していない」を低群とした。「育児協力」
では、「よく協力している」、「少し協力している」を高群、「あまり協力していない」、「協
力していない」を低群とした。「保護者との関係性」では、「とても良い」、「良い」を高
群、「あまり良くない」、「良くない」を低群とした。「居住」では、「同居」、「別居」に分
けた。そして、児の属性と最もよく交流している祖父母の属性の２群分けとの関係を検
討するため、χ２検定を用いた。さらに、つまずきチェックシートの各領域と児と最もよ
く交流している祖父母の各属性の２群分けとの関係を検討するために Mann‐Whitney 
の U 検定を用いた。 
児と最もよく交流している祖父母の属性の回答選択肢を点数化し、祖父母の各属性の
関係を検討するため、Pearson の相関係数を求めた。「交流の程度」では、「毎日」を４
点、「週に１回以上」を３点、「月に１回以上」を２点、「年に１回以上」を１点とした。
「健康状態」では、「良い」を３点、「普通」を２点、「悪い」を１点、「不明」を０点と
した。「児の障害の理解」では、「良く理解している」を４点、「少し理解している」を３
点、「あまり理解していない」を２点、「理解していない」を１点とした。「育児協力」で
は、「よく協力している」を４点、「少し協力している」を３点、「あまり協力していない」
を２点、「協力していない」を１点とした。「保護者との関係性」では、「とても良い」を
72 
 
４点、「良い」を３点、「あまり良くない」を２点、「良くない」を１点とした。 
統計解析ソフトには、統計パッケージ SPSS Statistics 19 を使用した。 
 
３．研究結果 
 郵送した300部のうち、回収数は 104部であった（回収率 34.7％、有効回答率93.3％）。 
 
１）対象の概要 
（１）保育士の属性（Table 3-3） 
 性別は、「男性」０人（０％）、「女性」100 人（96.2％）、「回答なし」４人（3.8%）で
あった。年齢は「20 歳代」27 人（26.0%）、「30 歳代」27 人（26.0%）、「40 歳代」29 人
（27.9%）、「50 歳代」16 人（15.4%）、「60 歳代」１人（0.9%）、「70 歳代」１名（0.9%）、
「回答なし」３人（2.9％）であった。就業年数は、「５年未満」９人（8.6%）、「５年以
上 10 年未満」23 人（22.1%）、「10 年以上 15 年未満」20 人（19.2%）、「15 年以上 20
年未満」13 人（12.5%）、「20 年以上 25 年未満」16 人（15.4%）、「25 年以上」14 人
（13.6%）、「回答なし」９人（8.6％）であった。発達障害児及び発達につまずきのある
児を担当した年数では、「１年」19 人（18.3%）、「２年」17 人（16.4%）、「３年」17 人
（16.4％）、「４年」９人（8.6%）、「５年」８人（7.7%）、「６年」３人（2.9%）、「７年」
３人（2.9%）、「８年」２人（1.8％）、「９年」０人（０％）、「10 年」３人（2.9％）、「11
年以上」４人（3.8％）、「回答なし」19 人（18.3％）であった。発達障害児に関する研修
や勉強会の受講の有無は、「有」86 人（82.8％）、「無」10 人(9.6％)であった。 
 
（２）児の属性 （Table 3-4） 
 児の属性は、「男児」76 人（78.4％）、「女児」13 人（12.4％）、「回答なし」８人（8.2％）
であった。年齢は、「３歳」15 人（15.5％）、「４歳」25 人（25.8％）、「５歳」30 人（30.9％）、
「６歳」17 人（17.5％）であった。医療機関との関わりの有無は、「有」40 人（41.2％）、
「無」49 人（50.5％）、「回答なし」８人（8.2％）、療育機関との関わりの有無は、「有」
56 人（57.7％）、「無」33 人（34.0％）、「回答なし」８人（8.2％）であった。祖父母と
の交流の有無は、「有」81 人（83.5％）、「無」10 人（10.3％）、「回答なし」６人（6.1％）
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であった。 
（３）児と最もよく交流している祖父母の属性（Table 3-5） 
 「続柄」は、「父方祖父」４人（4.9％）、「父方祖母」30 人（37.1％）、「母方祖父」10
人（12.3％）、「母方祖母」37 人（45.7％）であった。「児との交流の頻度」は、「毎日」
25 人（30.9％）、「週に 1 回以上」28 人（34.6％）、「月に１回以上」19 人（23.5％）、「年
に 1 回以上」6 人（7.4％）、「回答なし」２人（2.5％）であった。「健康状態」は、「良
い」50 人（61.8％）、「普通」21 人（25.9％）、「悪い」１人（1.2％）、「不明」9 人（11.1％）
であった。「児の障害の理解」は、「よく理解している」25 人（30.9％）、「少し理解して
いる」19 人（23.5％）、「あまり理解していない」28 人（34.5％）、「理解していない」６
人（7.4％）、「回答なし」３人（3.7%）であった。「育児協力」は、「よく協力している」
36 人（44.4％）、「少し協力している」29 人（35.8％）、「あまり協力していない」11 人
（13.6％）、「協力していない」２人（2.5％）、「回答なし」３人（3.7％）であった。「保
護者との関係性」は、「とても良い」17 人（21.0％）、「良い」44 人（54.3％）、「あまり
良くない」８人（9.9％）、「良くない」１人（1.2％）、「不明」11 人（13.6％）であった。
「住居」は、「同居」19 人（23.5％）、「別居」61 人（75.3％）、「回答なし」1 人（1.2％）
であった。「住居距離」は、「歩いていける範囲」45 人（55.6％）、「日帰りの範囲」23 人
（28.3％）、「泊りがけの範囲」２人（2.5％）、「不明」11 人（13.6％）であった。 
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Table 3-3 保育士の属性 
 
 
 
 
 
 
n=104
性別 男　 0（0）
女 100（96.2）
回答なし 4（3.8）
年齢 20歳代 27(26.0)
30歳代 27(26.0)
40歳代 29(27.9)
50歳代 16(15.4)
60歳代 1(0.9)
70歳以上 1(0.9)
回答なし 3(2.9)
就業年数 5年未満 9（8.6）
5年以上10年未満 23（22.1）
10年以上15年未満 20（19.2）
15年以上20年未満 13（12.5）
20年以上25年未満 16（15.4）
25年以上 14（13.6）
回答なし 9（8.6）
発達障害児または疑いのある児を担当した年数 1年 19（18.3）
2年 17（16.4）
3年 17（16.4）
4年 9（8.6）
5年 8（7.7）
6年 3（2.9）
7年 3（2.9）
8年 2（1.8）
9年 0（0）
10年 3（2.9）
11年以上 4（3.8）
回答なし 19（18.3）
発達障害児に関する研修や勉強会の受講 有 86（82.8）
無 10（9.6）
回答なし 8（7.7）
単位：人（％）
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Table 3-4 児の属性 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
性別 男児　 76（78.4）
女児 13（12.4）
回答なし 8 (8.2)
年齢 3歳 15（15.5）
4歳 25（25.8）
5歳 30（30.9）
6歳 17（17.5）
回答なし 10 (10.3)
医療機関との関わり 有 40（41.2）
無 49（50.5）
回答なし 8（8.2）
療育機関との関わり 有 56（57.7）
無 33（34.0）
回答なし 8（8.2）
祖父母との交流 有　 81（83.5）
無 10（10.3）
回答なし 6（6.1）
単位：人（％）
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Table 3-5 児と最もよく交流している祖父母の属性 
 
 
 
 
続柄 父方祖父 4（4.9）
父方祖母 30（37.1）
母方祖父 10（12.3）
母方祖母 37（45.7）
交流の頻度 高群 毎日 25（30.9）
週に1回以上 28（34.6）
低群 月に1回以上 19（23.5）
年に1回以上 6（7.4）
なし 1（1.2）
回答なし 2（2.5）
健康状態の程度 高群 良い 50（61.8）
普通 21（25.9）
低群 悪い 1（1.2）
不明 9（11.1）
障害理解の程度 高群 よく理解している 25（30.9）
少し理解している 19（23.5）
低群 あまり理解していない 28（34.5）
理解していない 6（7.4）
回答なし 3(3.7)
育児協力の程度 高群 よく協力している 36（44.4）
少し協力している 29（35.8）
低群 あまり協力していない 11（13.6）
協力していない 2（2.5）
回答なし 3(3.7)
保護者との関係の程度 高群 とても良い 17（21.0）
良い 44（54.3）
低群 あまり良くない 8（9.9）
良くない 1（1.2）
不明 11（13.6）
住居 同居 19（23.5）
別居 61（75.3）
回答なし 1(1.2)
住居距離 歩いていける範囲 45（55.6）
日帰りの範囲 23（28.3）
泊まりがけの範囲 2（2.5）
不明 11（13.6）
単位：人（％）
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２）児の属性と最もよく交流している祖父母の属性の 2 群分けとの関係（Table 3-6） 
 児の属性（性別、年齢、医療機関との関わり、療育機関との関わり）と最もよく交流
している祖父母の属性（交流の程度、健康状態の程度、児の障害の理解の程度、育児協
力の程度、保護者との関係性の程度、住居）の 2 群わけについて、χ２検定を行った。そ
の結果、児の属性；医療機関（p<.00）及び療育機関（p<.00）の関わりと、祖父母の属
性；障害の理解の程度において、高群と低群の間に有意差が認められた。他の属性につ
いては、有意差は認められなかった。 
 
Table 3-6 児の属性と最もよく交流している祖父母の属性の 2 群分けとの関係 
 
 
３）児と最もよく交流している祖父母の属性の 2 群分けとつまずきチェックシートとの
関係（Table 3-7） 
祖父母との「交流の程度」とつまずきチェックシートとの関係においては、「聞く」領
域では、『聞き違いがある。（「知った」を「行った」と聞き間違える。）』（p<.05）が、低
群において有意に低い結果であった。「読む」領域では、『よく似た文字の見分けがつか
ない。』（p<.01）、『絵本を見ようとしない。』（p<.05）、『同じ文字を繰り返し読んだり文
療育機関との関わり
男 女 χ ２ 3歳 4歳 5歳 6歳 χ ２ 有 無 χ ２ 有 無 χ ２
交流の程度 高 41(52.6) 24(30.8) .39 7(9.2) 15(19.7) 18(23.7) 12(15.8) .17 22（28.2） 31（39.7） .59 31（39.7） 22（28.2） .42
低 12(15.4) 1(1.3) 8(10.5) 8(10.5) 7(9.2) 1(1.3) 12（15.4） 13（16.7） 17（21.8） 8（16.3）
健康状態の程度 高 59(72.0) 12(14.6) .51 14(17.5) 18(22.5) 23(28.8) 15(18.8) .11 34（41.5） 37（45.1） .20 45（54.9） 26（31.7） .99
低 10(12.2) 1(1.2) 1(1.3) 6(7.5) 3(3.8) 0(0.0) 3（3.7） ８（9.8） 7（8.5） 4（4.9）
障害理解の程度 高 35(44.9) 9(11.5) .31 6(7.9) 11(14.5) 18(23.7) 8(10.5) .24 27（34.6） 17（21.8） .00＊＊ 36（46.2） 8（10.3） .00＊＊
低 30(38.5) 4(5.1) 8(10.5) 12(15.8) 7(9.2) 6(7.9) 10（12.8） 24（30.8） 15（19.2） 19（24.4）
育児協力の程度 高 53(67.9) 12(15.4) .34 13(16.9) 16(20.8) 23(29.9) 12(15.6) .20 31（39.7） 34（43.6） .92 41（52.6） 24（30.8） .34
低 12(15.4) 1(1.3) 2(2.6) 7(9.1) 2(2.6) 2(2.6) 6（7.7） 7（9.0） 10（12.8） 3（3.8）
保護者との関係性の程度 高 49(70.0) 12(17.1) .54 12(17.6) 15(22.1) 20(29.4) 12(17.6) .20 31（44.3） 30（42.9） .72 40（57.1） 21（30.0） .56
低 8(11.4) 1(1.4) 0(0.0) 5(7.4) 3(4.4) 1(1.5) 4（5.7） 5（7.1） 5（7.1） 4（5.7）
住居 同居 15(18.8) 4(5.0) .52 4(5.1) 3(3.8) 7(9.0) 4(5.1) .53 8（10.0） 11（13.8） .68 12（15.0） 7（8.8） .95
別居 52(65.0) 9(11.3) 11(14.1) 21(26.9) 18(23.1) 10(12.8) 29（36.3） 32（40.0） 39（48.8） 22（27.5）
単位：人（％）  ＊ｐ＜.05　　＊＊ｐ＜.01
医療機関との関わり性別 年齢
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字をとばして読んだりする。』（p<.10）が、低群において低い傾向もしくは有意な差を認
めた。「書く」領域では、『直線がまっすぐに引けない。』（p<.10）、『丸の書き始めと終わ
りが離れている。』（p<.05）が、低群において低い傾向もしくは有意な差を認めた。「推
論する」領域では、『早合点や飛躍した考えをする。』（p<.05）が、低群において有意に
低い結果であった。「不注意」領域では、『集中して努力を続けなければならない課題を
避ける。』（p<.05）が、低群において有意に低い結果であった。「多動性－衝動性」領域
では、『遊びや余暇活動におとなしく参加することが難しい。』（p<.05）、『過度にしゃべ
る』（p<.01）、『質問が終わらない内に出し抜けに答えてしまう。』（p<.01）、『他の人がし
ていることをさえぎったり、じゃまをしたりする。』（p<.05）が、低群において有意に低
い結果であった。「対人関係やこだわり等」領域では、『大人びている。ませている。』
（p<.05）、『みんなから「○○博士」「○○教授」と思われている。（例：カレンダー博士）』
（p<.05）、『周りの人が困惑するようなことも、配慮しないで言ってしまう。』（p<.01）
が、低群において有意に低い結果であった。 
 祖父母の「健康状態の程度」とつまずきチェックシートとの関係においては、「聞く」
領域では、『聞き違いがある。（「知った」を「行った」と聞き間違える。）』（p<.01）、『友
だちどうしで話をする時に、話の流れについて行けないことがある。』（p<.05）が、低群
において有意に低い結果であった。「書く」領域では、『丸の書き始めと終わりが離れて
いる。』（p<.10）が、低群において低い傾向であった。「対人関係やこだわり等」領域で
は、『周りの人が困惑するようなことも、配慮しないで言ってしまう。』（p<.01）が、高
群において有意に低い結果であった。 
 祖父母の「障害理解の程度」とつまずきチェックシートとの関係においては、「書く」
領域では、『直線がまっすぐに引けない。』（p<.10）『ぬり絵でぬり残しが多かったり大き
くはみ出したりする。』（p<.10）が、低群において低い傾向であった。「推論する」領域
では、『ジャンケンで勝ち負けがわからない。』（p<.10）、『しりとり遊びで次につなげる
ことが難しい。』（p<.01）が、低群において低い傾向もしくは有意な差を認めた。「不注
意」領域では、『日々の活動で忘れっぽい。』（p<.10）が、高群において低い傾向であっ
た。「多動性－衝動性」領域では、『手足をそわそわ動かしたり、着席していても、もじ
もじしたりする。』（p<.10）、『じっとしていない。または何かに駆り立てるように活動す
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る。』（p<.05）、『過度にしゃべる。』（p<.05）が、高群において低い傾向もしくは有意な
差を認めた。 
祖父母の「育児協力の程度」とつまずきチェックシートとの関係においては、「計算す
る」領域では、『グループの人数を確認しておやつを配ることができない。』（p<.01）、『数
の大小がわからない。』（p<.10）が、高群において低い傾向もしくは有意な差を認めた。
「推論する」領域では、『丸やひし形などの図形の模写をすることが難しい。』（p<.10）
が、高群において低い傾向であった。「不注意」領域では、『細かいところまで注意を払
わなかったり、不注意な間違いをしたりする。』（p<.05）が、高群において有意に低い結
果であった。「多動性－衝動性」領域では、『手足をそわそわ動かしたり、着席していて
も、もじもじしたりする。』（p<.05）、『活動中や座っているべき時に席を離れてしまう。』
（p<.05）が、高群において有意に低い結果であった。「対人関係やこだわり等」領域で
は、『会話の仕方が形式的であり、抑揚なく話したり、間合いが取れなかったりすること
がある。』（p<.10）、『共感性が乏しい。』（p<.10）、『仲の良い友人がいない。』（p<.10）が、
高群において低い傾向であった。 
 祖父母と「保護者との関係性の程度」とつまずきチェックシートとの関係においては、
「聞く」領域では、『個別に言われると聞き取れるが、集団指示では難しい。』（p<.05）
が、低群において有意に低い結果であった。「多動性－衝動性」領域では、『活動中や座
っているべき時に席を離れてしまう。』（p<.10）が、高群において低い傾向であった。 
 祖父母との「住居」とつまずきチェックシートとの関係において、「聞く」領域では、
『聞きもらしがある。』（p<.10）、『個別に言われると聞き取れるが、集団指示では難し
い。』（p<.05）、『友だちどうしで話をする時に、話の流れについて行けないことがある。』
（p<.10）が、別居において低い傾向または有意な差を認めた。「書く」領域では、『直線
がまっすぐに引けない。』（p<.05）が、別居において有意に低い結果であった。 
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Table 3-7 祖父母の属性とつまずきチェックシートとの関係 
           （有意差及び有意傾向があったものを表記） 
 
高：53名 低：25名 高：71名 低：11名 高：44名 低：34名 高：65名 低：13名 高：61名 低：9名 同居：19名別居：61名
Ｍ（ＳＤ） Ｕ Ｍ（ＳＤ） Ｕ Ｍ（ＳＤ） Ｕ Ｍ（ＳＤ） Ｕ Ｍ（ＳＤ） Ｕ Ｍ（ＳＤ） Ｕ
高 1.51 (1.08) .05* 1.52 (1.06) .005** 同 居
低 1.00 (.95) .55 (.68) 別 居
高 同 居 2.63 (.59) .09†
低 別 居 2.18 (1.00)
高 2.54 (.82) .02＊ 同 居 2.84 (.50) 023＊
低 1.78 (1.20) 別 居 2.38 (.93)
高 2.17 (1.08) .047* 同 居 2.47 (1.02) .06†
低 1.45 (1.12) 別 居 1.98 (1.10)
高 1.25 (1.27) .01** 同 居
低 .52 (.91) 別 居
高 1.28 (1.09) .02* 同 居
低 .68 (.74) 別 居
高 1.12 (1.26) .09† 同 居
低 .60 (.95) 別 居
高 1.62 (1.19) .08† 1.68 (1.15) .06† 同 居 1.95 (1.22) .05*
低 1.12 (1.13) 1.18 (1.19) 別 居 1.34 (1.15)
高 1.66 (1.09) .04* 1.52 (1.08) .08† 同 居
低 1.16 (.94) .91 (.94) 別 居
高 2.02 (1.06) .06† 同 居
低 1.50 (1.33) 別 居
高 .97 (1.18) .00** 同 居
低 2.00 (1.29) 別 居
高 1.03 (1.21) .09† 同 居
低 1.62 (1.19) 別 居
高 1.28 (1.20) .08† 同 居
低 1.92 (1.11) 別 居
高 1.50 (1.26) .06† 同 居
低 .97 (1.33) 別 居
高 1.82 (1.29) .01** 同 居
低 1.12 (1.24) 別 居
高 150 (1.30) .05* 同 居
低 .88 (1.01) 別 居
高 2.25 (1.01) .05* 同 居
低 2.77 (.59) 別 居
高 2.28 (.98) .03* 同 居
低 1.72 (1.17) 別 居
日々の活動で忘れっぽい。 高 1.66 (1.11) .08† 同 居
低 2.03 (1.24) 別 居
高 2.16 （.98） .06† 2.20 (.97) .02* 同 居
低 2.50 (.86) 2.77 (.59) 別 居
活動中や座っているべき時に席を離れてしまう。 高 1.86 (1.10) .05* 1.84 (1.09) .09† 同 居
低 2.46 (.877) 2.44 (.88) 別 居
高 2.13 (1.07) .05* 同 居
低 1.68 (.98) 別 居
高 1.61 (1.03) .03* 同 居
低 2.12 (1.17) 別 居
過度にしゃべる。 高 1.81 (1.16) .008** 1.23 (1.13) .00** 同 居
低 1.12 (.88) 1.94 (1.04) 別 居
高 1.68 (1.22) .008** 同 居
低 .92 (.86) 別 居
高 1.94 (1.20) .01* 同 居
低 1.32 (1.14) 別 居
大人びている。ませている。 高 .43 (.74) .03* 同 居
低 .08 (.27) 別 居
高 .23 (.54) .03* 同 居
低 .00 (.00) 別 居
高 .88 (.83) .07† 同 居
低 1.38 (.96) 別 居
共感性が乏しい。 高 1.40 (.78) .08† 同 居
低 1.77 (.59) 別 居
高 1.15 (.88) .01** .06 (.89) .01** 同 居
低 .60 (.81) .36 (.67) 別 居
仲の良い友人がいない。 高 .94 (.86) .09† 同 居
低 1.38 (.87) 別 居
保護者との関係性
の程度
住居
聞
く
聞き違いがある。（「知った」を「行った」と
聞き間違える。）
聞きもらしがある。
個別に言われると聞き取れるが、集団指
示では難しい。
友だちどうしで話をする時に、話の流れ
について行けないことがある。
領域 項目
交流の程度 健康状態の程度 障害理解の程度 育児協力の程度
読
む
よく似た文字の見分けがつかない。
絵本を見ようとしない。
同じ文字を繰り返し読んだり文字を
とばして読んだりする。
計
算
す
る
グループの人数を確認しておやつを
配ることができない。
数の大小がわからない。
書
く
直線がまっすぐに引けない。
丸の書き始めと終わりが離れてい
る。
ぬり絵でぬり残しが多かったり大き
くはみ出したりする。
不
注
意
細かいところまで注意を払わなかったり、
不注意な間違いをしたりする。
集中して努力を続けなければならない課
題を避ける。
推
論
す
る
丸やひし形などの図形の模写をする
ことが難しい。
ジャンケンで勝ち負けがわからな
い。
早合点や飛躍した考えをする。
しりとり遊びで次につなげることが
難しい。
多
動
性
―
衝
動
性
手足をそわそわ動かしたり、着席していても、も
じもじしたりする。
遊びや余暇活動におとなしく参加することが難し
い。
じっとしていない。または何かに駆り立てるように
活動する。
質問が終わらない内に出し抜けに答えてしまう。
他の人がしていることをさえぎったり、じゃまをし
たりする。
周りの人が困惑するようなことも、配慮し
ないで言ってしまう。
Mann‐WhitneyのU検定　　† p<.10　＊ｐ＜.05　　＊＊ｐ＜.01
対
人
関
係
や
こ
だ
わ
り
等
みんなから「○○博士」「○○教授」と思
われている。（例：カレンダー博士）
会話の仕方が形式的であり、抑揚なく話
したり、間合いが取れなかったりすること
がある。
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４）児と最もよく交流している祖父母の各属性の相関（Table 3-8 ） 
 「交流の程度」では、「健康状態」（r ＝.32，p <.01）、「育児協力」（r ＝.56，p <.01）、
「保護者との関係」（r ＝.23，p <.05）に正の有意な相関があったが、「障害理解の程度」
とは、相関はなかった。「健康状態の程度」では、「障害理解の程度」（r ＝.35，p <.01）、
「育児協力の程度」（r ＝.42，p <.01）、「保護者との関係性の程度」（r ＝.52，p <.01）
に正の有意な相関があった。「障害理解の程度」では、「育児協力」（r ＝.45，p <.01）、
に正の有意な相関があったが、「保護者との関係性の程度」とは、相関はなかった。「育
児協力の程度」では、「保護者との関係性の程度」（r ＝.42，p <.01）に正の有意な相関
があった。 
 
Table 3-8 児と最もよく交流している祖父母の属性の相関 
 
 
４．考察 
１）対象の概要について 
 研究への協力が得られた保育士は、「20 歳代」から「70 歳代」の幅広い年齢層であっ
た。保育士の就業年数は「5 年以上 10 年未満」23 人（22.1%）が最も多く、次いで「10
年以上 15 年未満」20 人（19.2%）であった。保育士が発達障害児及び発達につまずき
のある児を担当した年数は、「１年」19 人（18.3%）が最も多く、次いで「２年」、「３年」
が 17 人（16.4%）であり、合わせると担当年数１年～３年が約５割であった。また、約
８割以上の保育士が発達障害児に関する研修や勉強会の受講の経験があった。全国の保
育所の６割以上が障害児を受け入れており（厚生労働省，2015ｂ）、また、乳幼児健康診
査にて発達等に問題があった児のフォロー機関として、全国の市町村の約８割が保育所
 1 2 3 4 5
１　交流の程度 .32** .21 .56** .23*
２　健康状態の程度 .31** .42** .51**
３　障害理解の程度 .45** .21
４　育児協力の程度 .42**
５　保護者との関係性の程度
**p<.01　  *p<.05
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と連携をしている状況がある（日本臨床心理士会，2014）。本研究において、保育所にお
ける集団場面での直接支援の必要性が高まっており、本研究においても保育士の研修や
勉強会等の必要性の高まりが伺えた。 
発達障害児及び発達につまずきのある児の男女比はおおよそ４：１である（厚生労働
省，2012）。本研究で得られた男女比においても、「男児」76 人（78.4）、「女児」13 人
（12.4%）であり、これに準じる結果となった。医療機関との関わりがあったのが 40 人
（41.2%）、療育機関との関わりがあったのが 56 人（57.7%）であり、5 割前後が専門機
関との関わりが有り、予備調査に準拠する結果となった。祖父母との交流の有無では、
81 人（83.5%）が交流有り、予備調査に準拠する結果となった。 
児と最もよく交流している祖父母について述べる。「続柄」においては、最もよく交流
していたのは「母方祖母」37 人（45.7%）であり、次いで「父方祖母」30 人（37.1%）
であった。Boaz ら（1970）は、祖父母の続柄で、交流が多いのは、母方祖母であったこ
とを報告している。Shira ら（2002）は、祖母は祖父よりも関係性が深く、支えとなり、
父方祖母より、母方祖母の方が、より多くの支援を提供することを示した。祖父母の子
育て参加状況は、「母方祖母」、「父方祖母」、「母方祖父」、「父方祖父」の順に高いという
報告があり（八重樫ら、2003）、子育てに参加することは交流することに繫がり、本研究
もこれに準拠する結果となった。「児との交流の頻度」においては、「週に 1 回以上」28
人（34.6%）が最も多く、次いで「毎日」25 人（30.9％）であり、5 割以上が日常的に
交流をしていた。「健康状態」については、「良い」50 人（61.8%）が最も多く、次いで
「普通」21 人（25.9%）であった。就学前の子どもを育てる保護者の年齢は若く、それ
に伴い祖父母の年齢も若く、健康であることが多く（八重樫ら、2003）、そのことが影響
していると考える。「児の障害理解」については、「よく理解している」25 人（30.9%）
が最も多く、「少し理解している」19 人（23.5%）を合わせると 5 割以上が児の障害を
理解していた。しかし、「あまり理解していない」28 人（34.5％）が 2 番目に多いとい
う結果より、祖父母の障害理解を積極的に促す働きかけが必要ではないかと考える。「育
児協力」については、「よく協力している」36 人（44.4％）が最も多く、次いで「少し協
力している」29 人（35.8%）であり、６割以上の祖父母が育児協力をしていた。先行研
究でも、発達障害児の祖父母が、経済的援助、買い物、家事の手伝い、子どもの世話を
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していることが示されていた（Allen ら.1995; Hornby ら,1994）。また、山崎ら（2004）
は、保育所に通う祖父母を対象に質問紙調査をした結果、母親の就労が「孫育て」への
関わりに大きく影響しており、「孫育て」の内容は、「園の送迎」、「遊び相手になる」が
多かったことを報告しており、本調査においても、保育所に通園している児を対象とし
ていることから、母親の就労が祖父母の育児協力に影響をしていることが考えられる。
「保護者との関係性」では、「良い」44 人（54.3%）が最も多く、次いで「とても良い」
17 人（21.0%）で、６割以上が祖父母と保護者の関係性は良いという結果であった。「住
居」では、「別居」61 人（75.3％）が多く、「住居距離」は、「歩いていける範囲」45 人
（55.6%）が最も多かったことより、別居で近くに住んでいる祖父母において、よく児
と交流していることが窺えた。 
 
２）児の属性と最も交流している祖父母の属性の２群分けとの関係 
本研究の結果からは、祖父母における児の障害の理解の程度は、児の性別や年齢とは関
係なく、医療機関や療育機関との関わりに関してのみ有意差を認めた。祖父母の障害理解
について、徳田ら（2002）は、障害児を持つ母親と祖父母の関係について調査し、祖父母
が児の障害について理解することが、孫や保護者にとって重要であることを報告した。ま
た、野尻（2014）は、祖父母の障害受容を促す要因について検討し、同居しているか否か、
交流の頻度とは関係せず、祖父母が「障害を聞いていること」が重要であることを報告し
た。Gardner ら（1994）は、障害を持っている孫を持つ祖父母は、孫を医学的治療に連
れて行き、治療の手伝いや孫の教育に関係していることを報告した。また、Alison ら（2012）
は、アスペルガー障害の孫の祖母は、特に医学的、療育的な情報を必要としていることを
報告した。さらに、Alison ら（2012）は、自閉症スペクトラムの子どもの養育には、社
会的、情緒的な負担があり、祖父母においても、満足感が低いことを報告した。そしてア
スペルガー障害の孫を持つ祖母は、強いフラストレーションを持っていることも報告し
ており、祖父母の精神的健康についてのアプローチを示唆している。 
今野（2009）は、全国の発達障害者支援センターに，祖父母への支援について調査をし
た。その結果、祖父母からの相談を９割以上のセンターが受けており、相談内容として、
「孫について感じる異常について専門的な意見を求めるもの」が最も多く、つぎに「孫の
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ために自分がどのようなことをしてやれるかについて」、「孫に対する自分の接し方につ
いて」などの支援方法、また「孫の将来について」であった。保育所に通園している児の
母親は就労していることが多く、医療機関、療育機関への送迎は、祖父母が担っている可
能性がある。そのことが、祖父母の医療機関、療育機関等の専門機関との関わりを多くす
ることになり、診断名や、支援方法などの障害に関する知識を高め、理解を深めているこ
とが考えられる。 
   発達障害者支援法において「都道府県及び市町村は、発達障害者の支援に際しては、家
族も重要な援助者であるという観点から、発達障害者の家族を支援していくことが重要
である。特に、家族の障害受容、発達支援の方法などについては、相談及び助言など、十
分配慮された支援を行うこと。また、家族に対する支援に際しては、父母のみならず兄弟
姉妹、祖父母等の支援も重要であることに配慮すること。」とされており、家族を重要な
援助者ととらえ、その支援の重要性を謳っている（厚生労働省，2005）。定型発達児と異
なる発達特性のある発達障害児を理解し、受容することは、援助者としての祖父母にとっ
て、また家族支援の観点からも重要なことである。発達障害者支援法の施行後、発達障害
の早期発見・早期支援が推進され、幼児期早期から医療機関や療育機関などの専門機関に
繋がる発達障害及び発達が気にかかる児は増加している。そのことが、援助者としての祖
父母の障害理解に正の影響を与えていることが示唆されたことは、意義深いと考える。 
  
３）児と最もよく交流している祖父母の属性の２群分けとつまずきチェックシートとの
関係について 
児と最もよく交流している祖父母の属性の２群分けとつまずきチェックシートとの関
係について述べる。「障害理解の程度」では、注意欠陥多動性障害に関する領域（「不注
意」、「多動性―衝動性」）の一部の項目において、障害理解が高いほど、いい影響を及ぼ
す可能性があった。本研究の結果、障害理解の高い群では、児は医療機関、療育機関と
の関わりが有意に高かったため、専門機関での支援の影響も考えられる。また、「育児協
力の程度」では、学習障害に関する領域（「計算する」、「推論する」）、注意欠陥多動性障
害に関する領域（「不注意」、「多動性―衝動性」）、高機能自閉症等に関する領域（「対人
関係やこだわり等」）の一部の項目において、育児協力しているほうが、いい影響を及ぼ
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す可能性があった。さらに「保護者との関係性の程度」では、関係性がよいほど、注意
欠陥多動性障害に関する領域（「不注意」）の一部の項目にいい影響が出ていた。「居住」
については、別居のほうが、学習障害の一部の項目にいい影響を及ぼす可能性があった。 
しかし、「交流の程度」については、祖父母との交流がよくあるほうが、学習障害に関
する領域（「聞く」、「読む」、「書く」、「推論する」）、注意欠陥多動性障害に関する領域（「不
注意」、「多動性―衝動性」）、高機能自閉症等に関する領域（「対人関係やこだわり等」）
の一部の項目の平均点が高くなっていた。また、「健康状態の程度」については、健康状
態が良いほうが、学習障害に関する領域（「聞く」、「書く」）の一部の項目の平均点が高
くなっていた。「障害理解の程度」については、障害理解ができているほうが、学習障害
に関する領域（「書く」、「推論する」）の一部の項目の平均点が高くなっていた。つまり
学習障害に関する領域においては、祖父母の交流や健康状態、障害理解において、いい
影響はないことが考えられる。また、学習障害の徴候は、学童期以降に顕かになること
が多く、本研究の対象児は年齢が低いため、関係性が表れにくいことも考えられる。 
以上のことより、祖父母の属性が児に影響を及ぼすことが明らかになったが、予備調
査と本調査の結果に違いが見られた。これはつまずきチェックシートの記載において、
予備調査では面接での聞き取り調査であったが、本調査では自記式の郵送調査であった
ことが影響したと考えられる。つまずきチェックシートは「発達障害児及び発達のつま
ずきや気になる児」に対して記載するように提示した。面接での聞き取りでは、発達書
障害児と発達のつまずきや気になる児のデータがとれたが、郵送調査では、発達障害の
症状が顕著な子どものデータが収集された可能性がある。 
 
４）児と最も交流している祖父母の各属性の相関について 
   児の交流の頻度が高い群では、祖父母の健康状態はよく、育児協力をしており、保護
者との関係がよかった。つまり児と交流できるということは、健康であり、育児協力が
できるということである。就労している母親にとっては、祖父母の育児協力の必要を感
じ、それが保護者との関係性によい影響となっている可能性がある。石井ら（2014）
は，育児上の特別な配慮を要する乳幼児の孫育児における祖父母の体験について，８名
の祖父母（男性２名，女性６名）に対して，孫育児，印象的な出来事や日常生活，孫育
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児に伴う感情，孫や家族に対する思いや考えをインタビュー調査した。その結果，自分
自身の存在価値を認識するとともに，長い時間をかけて構築してきた夫婦間や子や孫
とのつながりを価値づけていた。また，息子夫婦または娘夫婦を支える立場に身をおき
続け，気遣いや見守り，家族の情緒的きずなや家族機能の安定を獲得していることを明
らかにしている。祖父母が家族機能へ貢献していることが「育児協力」となり、「保護
者との関係性の程度」に影響していると考える。さらに「育児協力」をよくすることで、
児への「障害理解」が深まる機会を得られている可能性がある。保育所に通園している
児の母親は就労していることが多い。障害児の母親の就労が，祖父母による援助に強く
依存し、そして障害児のある子どもの預かりや送迎などを行う祖父母が多いことが報
告されている（丸山，2013）。医療機関、療育機関への送迎により、専門機関との関わ
りができ、祖父母の障害の知識が高まり、児への「障害理解」に繫がっていることが考
えられる。 
 
５．結語 
 本調査では、発達障害児及び発達につまずきのある児の祖父母は、母方祖母との交流
が一番多く、健康状態、児の障害の理解、育児協力、保護者との関係において、５～６
割が概ねよいという結果であった。また別居で近くに住んでいる祖父母において、よく
児と交流していることが窺えた。そして、祖父母の障害の理解の程度が高い群では、児
の医療機関及び療育機関との関わりが有意に多いことから、専門機関と関わることが、
祖父母の障害理解に正の影響を与えていることが示唆された。祖父母の「障害理解」、「育
児協力」、「保護者との関係性」が高いほど、学習障害に関する領域、注意欠陥多動性障
害に関する領域、高機能自閉症等に関する領域によい影響が見られた。さらに祖父母と
児との交流の頻度が多いほど、祖父母の健康状態はよく、育児協力をしており、保護者
との関係がよかった。つまり、児と祖父母は双方に影響を及ぼしあっていた。 
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第４章 研究３：祖父母は発達障害児及び発達につまずきのある孫
にどのように関わっているのか 
－当事者へのインタビュー調査－ 
 
第１節 研究の背景と目的 
          
序論第２節での障害児の祖父母に関する文献研究では、祖父母の思いについて示した。
その内容として、孫の疾患や障害を知った時は、強い衝撃を受けているが、希望と落胆
の間を揺らぎながら、息子夫婦あるいは娘夫婦を支え、気遣い、家族の機能の安定を図
っていた（石井ら，2014；鳥居ら，2007）。そして、祖父母が孫の障害を受容し、理解
することが、孫及びその保護者の精神的安楽につながり、障害を理解した上で、育児へ
の協力をすることが、孫の保護者の有用なサポート源となっていたことが報告されてい
た（今吉ら，2015）。 
         本研究者は、研究１（第２章）において、発達障害もしくは発達につまずきのある児
が祖父母と交流することによる影響を、保育士にインタビュー調査をした。その結果、
「発達障害児及び発達につまずきのある児への影響」、「保護者への影響」、「祖父母の態
度」の３つのカテゴリが抽出された。「発達障害児及び発達につまずきのある児への影響」
については、質問紙調査をし、児への影響が確認された。そこで本章では、研究１（第
２章）で得られた「保護者への影響」、「祖父母の態度」を参考に、発達障害児の祖父母
の子育ての関与や思いを明らかにすることを目的とした。 
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第２節 当事者へのインタビュー調査 
 
１．目的 
 研究１（第２章）で得られた「祖父母との日常的交流における発達障害児及び発達に
つまずきのある児の『保護者への影響』（Table2-3）及び「発達障害児及び発達につまず
きのある児の孫に対する『祖父母の態度』」（Table2-4）のサブカテゴリの内容を参考に、
祖父母の子育ての関与や思いを実証的に明らかにする。 
 
２．研究方法 
１）研究対象 
研究協力者の選定は、紹介による便宜的標本抽出法である機縁法とした。対象者の紹
介の条件として、孫の発達につまずきを感じており、その孫と週に 1～2 回以上の関わ
りがあるとした。紹介された研究対象者に研究者が連絡をとり、研究協力に関する説明
をしてもよいかどうかについて確認した。研究対象者に研究協力について説明する機会
を得た後、インタビュー調査について了解を得た。 
 
２）調査時期 
       2016 年 12 月から 2017 年８月 
 
３）調査方法 
半構造化面接とし、研究１で得られた発達障害児の祖父母の態度や保護者への影響が
明らかになるのではないかという仮説を設定した．質問項目は、①「お孫さんの育児の
関わりや頻度について教えて下さい」、②「お孫さんの育児についてどのようなことを思
っていますか」、③「お孫さんのことで気になったことを、誰かに相談したり、本等で調
べたりしたことがありますか」、④「お孫さんの両親に対してどのようなことを思ってい
ますか」であった。調査時間は 1 回あたり 30 分～40 分であった。インタビューで聞き
もらした場合、再度質問することの承諾を得た。面接時は対象者の了解を得て録音し、
逐語録を作成した。 
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      ４）分析方法 
分析方法は質的帰納的分析とした。類似する内容を集め、類似性と相違性を検討しサ
ブカテゴリを生成し、さらに抽象度を高めカテゴリを生成した。研究のプロセスを通し
て継続したスーパーバイズを受けることにより、結果の妥当性を確保した。 
 
３．研究結果 
１）対象者の属性 
 対象者の性別は、「男性」1 人、「女性」６人であった．年齢は、「40 歳代」１人、「50
歳代」１人、「60 歳代」３人、「70 歳代」２人であった。続柄は、「父方祖母」３人、「母
方祖父」１人、「母方祖母」２人、「保護者」１人であった。児との住居関係は、「同居」
２人、「別居」５人であった。 
児において、診断については、「自閉症傾向」、「自閉症」、「適応障害」、「発達障害」、
「知的障害」であった。医療機関の関わりの有無は、「有」７人、「無」０名であった。
療育機関の関わりの有無は、「有」６人、「無」1 人であった。 
 
２）発達障害児及び発達につまずきのある児の祖父母の子育ての関与や思いについて 
         インタビューより得られた内容は、101 であり、【孫との交流】、【障害理解】、【育児協
力】、【保護者との関係性】、【関係機関との関わり支援】の５つのカテゴリに分類した。
カテゴリを【 】、サブカテゴリを≪≫、内容を「 」にて以下に示す。 
 【孫との交流】では、５つのサブカテゴリで構成された。≪孫への余裕のある関わり
≫では、「叱ってもしょうがない。怪我せんとおってよかったってな」等の５の内容があ
った。≪孫への客観的な視点≫では、「私の目からみて、ちょっと遅いこともあるのかな
っていうのは感じてたんですよ」等の４の内容があった。≪孫をかわいいと思う気持ち
≫では、「ばあちゃんは全面的に、かわいい、かわいいだけなんですよ、ばあちゃんに言
ったらなんでも買ってもらえるとか、甘やかすんですよ、だって責任がないですからね」
等の５の内容があった。≪孫に好きな物を見つける手助け≫では、「おじいちゃんのおか
げで、貨物列車っていうすごく好きなものができた」等の５の内容があった。≪他の子
どもとの関わりの促し≫では、「家でごろごろさせたらいかん、外に出たら、他の子ども
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と仲良くなるからな、それも考えたな・・・小学校まではよく方々連れていって、他の
子どもとあそんどった、それが今では友達ができた。あれがよかったのかなって思うわ
な」の１の内容があった。 
 【障害理解】では、５のサブカテゴリで構成された。≪孫の障害の受け入れ≫では、
「（孫の障害を）受け入れるか、受け入れないかですごく変わってくると思うんですね、
受け入れようと思うところにすごく壁があると思うんです」等の３の内容があった。≪
病院との関わり≫では、「病院に行くのも（娘と）二人でね、だから今だに病院に行くと
きは、私も仕事の都合をつけて、一緒に行ってますね」等の２の内容があった。≪療育
との関わり≫では、「必ず（娘と）二人で連れていって、療育してもらっているのを見て
いましたね、そこで、どういうふうにこの子に接したらいいのかなっていうのはわかり
ましたね、こっちは素人だからわからないから、体をあーいうふうに使わすんだってね、
親子で勉強したっていう感じですか、親子で勉強しながら育てる」等の４の内容があっ
た。≪サポートブック≫では、「子どものサポートブックっていうのを作ったので、それ
を渡したら、ほんとにそれを何回も見ていてくれて、何時間もかけてみてくれて、それ
を見て、自閉症っていうのがわかったって言ってくれてね、危ないもの上にあげてくれ
たり、気になるものはシーツで隠してくれていたり、すごくいい構造化ができていてね、
有りがたかったですね」の１の内容があった。≪孫への対応に関する情報≫では、「今か
らは良いこと悪いことの善悪がついたりとか、人の気持ちがわかったりとか、今まで見
えてない部分を成長していかないといかないのかなって、そのために、おばあちゃんと
してどういう支援をしていったらいいのかなって思いますね」等の５の内容があった。 
 【育児協力】では、３のサブカテゴリで構成された。≪父方祖母の育児協力の姿勢≫
では、「大家族だったんで、嫁も育休があけたら、手伝えることがあったらって思ってね」
等の５の内容があった。≪母方祖母の育児協力の姿勢≫では、「うちは実の娘だから、そ
こは話し合いで、できるほうがするっていうようにしましたね」等の７の内容があった。
≪孫の世話≫では、「（孫たちは）毎日、外でお風呂しにくるのを待っているのよ、お買
い物に連れて行って、そこで風船を買って」等の 10 の内容があった。 
 【保護者との関係性】では、３のサブカテゴリで構成された。≪保護者への精神的フ
ォロー≫では、「夕方になったらお風呂に入れに来てくれる、その時が私にとって、人と
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話せる時間になってね、ほんとに煮詰まっている状態のときに来てくれて、ほっとでき
る時間ができた」等の４の内容があった。≪気遣い≫では、「私ばかりみてもらうと、娘
も私に気をつかうみたいで、パパがみるって言ってね、お互い、そのあたりは気をつか
いあってね、お互い気をつかうっていうのはいいですよね」等の９の内容があった。≪
家族支援≫では、「わしは家族が大事じゃと思っている、特にだんながね。だんなとこれ
の二人がどうなるかっていうことじゃやの、だんなが手を挙げてしもたらもう終わりや
からな、でもこのだんなはそういうことなかったからな、男として本当につらいと思う
わ」等の７の内容があった。 
 【関係機関との関わり支援】では、６のサブカテゴリで構成された。≪病院との関わ
り≫、≪療育との関わり≫においては、【関係機関との関わり支援】及び【障害理解】と
関係すると考え、「再掲」とした。≪保育所・学校との関わり≫では、「毎日学校に参観
に行った」等の８の内容があった。≪支援学級・支援学校への促し≫では、「支援学級に
入るということは、母親が決めて、私はそれがいいんじゃないかって言いました」等の
５の内容があった。≪保護者が相談できる場所を増やす促し≫では、「PTA の役もしな
さいよって言う、それで家のことができないんであれば、私がしたらいいんだし、親に
ばかり相談しないで、他の人にも相談できるようにと思ってね」等の２の内容があった。
≪社会活動≫では、「（ボランティアで）わかりやすいように紙に書いたり、この家でし
ていることをしたら、すごくコミュニケーションがとれたって言われてね」等の３の内
容があった。 
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Table 4-1 祖父母の育児の関与と思いについてのインタビュー 
 
カテゴリ サブカテゴリ No 内容
1 叱ってもしょうがない、怪我せんとおってよかったってな
2
大きくなったらばあちゃんとしか入らなくってね、なんでかっていうと、お母さんだったら、体も几帳面に
きれいに洗うけど、ばあちゃんだったら、「今日はいいか」って、融通がきくからね
3
そりゃ、かわいいわな、だけど、一緒には住めんで、一緒にいたら、腹が立つこともあるけど、離れて
いるから、やっていける。気になることがあっても、言わないですむ
4
孫が幼稚園のころに、「おばあちゃん、きらい」って言われたことがあって、ショックだったけど、あーこ
んなことも言えるようになったんやって思ってね、そのときに「ありがとう」って言ったら、「なんでそん
なこというの」って言われてね、「なんでやろね、先生に聞いてみたら」って言ったら、「そんなこと言え
ない」って、悪いこと言っているんやってわかっているんやって、それでうれしくなってね
5
行動パターンがわかっているので、おそらくあのビデオ屋だとかってね、そやから、最後まで見失うこ
とはなかったね
6 私の目からみて、ちょっと遅いこともあるのかなっていうのは感じてたんですよ
7
自分の子どもをみるのと孫をみるのとでは違うと思うんです、ちょっとワンクッションおいてね、私も幼
稚園の仕事をしているから、猫かわいがりはしなかったんですけど、ちょっとだけ距離をおいて
8
どういう動きをするのかなって、教師の目っていうか、おばあちゃんなんだけど、そういう目で見ている
ことがあったね
9
この子も結構叱られてきたと思うんですよ、それが心の傷として残っているんじゃないかなって思いま
す
10
ばあちゃんは全面的に、かわいい、かわいいだけなんですよ、ばあちゃんに言ったらなんでも買って
もらえるとか、甘やかすんですよ、だって責任がないですからね
11 孫だからかわいいから、どんな状態でも
12
ものすごくかわいがってくれてね。もうじいちゃんの膝の上から離れないって感じで、子どももじいちゃ
んが抱っこすると泣きやんでね
13
この子は小さくて見た目はかわいいいから、女の子からしたら「かわいい、かわいい」って可愛がって
くれているんですね、それは本当にうれしいことです
14 みんなに可愛がられて成長させてもらってるなって思ってね
15 おじいちゃんのおかげで、貨物列車っていうすごく好きなものができた
16
家の子は、好きなものをおじいちゃんが見つけてくれて、本を読んでくれたり、ビデオを買ってくれたの
で、ビデオをずっと見てくれているし、支援がしやすい子に今は育ってくれている、私はそれをすごく感
謝しています、好きなものがあるって、ほんとに強みだよねって、教室の先生が言ってくれて。これを
見て待っててねって言ったら待つことができるねって、これはほんとにじいちゃんのお蔭だと思ってい
ます
17 好きなものがあるので、一人で過ごせる時間ができる
18 おいしいごはん作ってあげないとと思ってね
19
さかなくんに一目合わせてあげたいって思ってね。電話して行けることになったんです。そういう風な
ことしか、私には何もできないんだけど
他の子どもとの関わりの促し 20
家でごろごろさせたらいかん、外に出たら、他の子どもと仲良くなるからな、それも考えたな・・・小学
校まではよく方々連れていって、他の子どもとあそんどった、それが今では友達ができた。あれがよ
かったのかなって思うわな
21
（孫の障害を）受け入れるか、受け入れないかですごく変わってくると思うんですね、受け入れようと思
うところにすごく壁があると思うんです
22
そこで（発達支援センター）そう言われたって聞いたときは「あーっ、やっぱりな」っていうのはあったん
です
23 成人するまでに、なんとかなってくれたらって思ってね。そんなことも夢見てるんです。
24
病院に行くのも（娘と）二人でね、だから今だに病院に行くときは、私も仕事の都合をつけて、一緒に
行ってますね
25
そう、主治医がいるんでね、その先生に相談しながら育てていきましたね、先生っていう存在は心の
支えになってたんじゃないかな
26
必ず（娘と）二人で連れていって、療育してもらっているのを見ていましたね、そこで、どういうふうにこ
の子に接したらいいのかなっていうのはわかりましたね、こっちは素人だからわからないから、体を
あーいうふうに使わすんだってね、親子で勉強したっていう感じですか、親子で勉強しながら育てる
27
保育園行きながら、療育にも行っていましたね、私は午前中働いて、お母さんは午後から働いてね、
だから、朝は娘が保育園に送って、帰りは私が迎えに行ってっていうふうにして、療育は私と娘と二
人で連れていってね
28
いろんな人が関わってもらえるようにしてもらえればって思う、小さいときからの関わりが大切だと思う
しね、私は療育の人とかの関わりがあったからよかったと思う
29 特別な教室に通ってね。嫁が送れないときは、私が送り迎えしましたよ
サポートブック 30
子どものサポートブックっていうのを作ったので、それを渡したら、ほんとにそれを何回も見ていてくれ
て、何時間もかけてみてくれて、それを見て、自閉症っていうのがわかったって言ってくれてね、危な
いもの上にあげてくれたり、気になるものはシーツで隠してくれていたり、すごくいい構造化ができて
いてね、有りがたかったですね
31
今からは良いこと悪いことの善悪がついたりとか、人の気持ちがわかったりとか、今まで見えてない
部分を成長していかないといかないのかなって、そのために、おばあちゃんとしてどういう支援をして
いったらいいのかなって思いますね
32
苦手なとこが克服できたらいいと思うんだけどね。そのためにどうしたらいいのかっていうことですよ
ね。
33
孫がどういう風に学校で過ごしているのかって気になっていたんだけど、少しでも知れてよかったでし
た
34 支援学級のことやその子のことを知る
35 友達関係とか、今から心配になることもあるのかなってね
続く
孫との交流
孫への余裕のある関わり
孫への客観的な視点
孫をかわいいと思う気持ち
孫に好きな物を見つける手助け
障害理解
病院との関わり
療育との関わり
孫の障害の受け入れ
孫への対応に関する情報
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Table 4-1 祖父母の育児の関与と思いについてのインタビュー 
 
続き
カテゴリ サブカテゴリ No 内容
36 大家族だったんで、嫁も育休があけたら、手伝えることがあったらって思ってね
37
私も心配性なんで、色んなこと知っておきたいという気持ちが強い人間なので、息子の家に行く機会
があると「ラッキー」って思うんです
38
子育ても母親から聞いてきたら「こうしたらいいんじゃないの」って言ったけど、ああして、こうしてって
強制的には言わないようにしていたわ
39
嫁は言葉数が少なくてね、こっちがしゃべっても一方通行みたいな感じがしてね、言葉のキャッチボー
ルができないって思うことがあるのでね
40 子育てしているとは言わないけど私も参加させてもらってるなって思うんです
41 うちは実の娘だから、そこは話し合いで、できるほうがするっていうようにしましたね
42
ほんとの親子だから、遠慮せずに、やりやすかったですね、お嫁さんとはそのあたりはちょっと違うの
かな
43 娘の近くにいたら面倒を見られるかなと思ってな
44
娘と私がどっちかが見て、どっちかが手が離れるっていうのは、お互い余裕ができますよね、どっちか
が交代でやればいいんだから。できるほうがする
45
がんばらなくっちゃっていう感じかな。無我夢中でやっていたんでしょうね、(娘と）二人でこの子を育て
るっていう感じ
46
この子は未熟児で生まれてね、体重が1300ｇで、早産で7か月でできてね。産まれて２か月近くは国
立病院に入院していて、だから、ほんとに母親（娘）と二人でこの子を育てたって言う感じ
47
あの子が小さい時から私は勤めていてね、今でも勤めているんですけどね、この子が小さいときは、
午前中のアルバイトだったから、午前中だけ行ってっていう感じで育てましたけど
48
（孫たちは）毎日、外でお風呂しにくるのを待っているのよ、お買い物に連れて行って、そこで風船を
買って
49 毎日風呂に入れるようになったんやな
50 散歩もさせよったな、２番目の子を、自転車に乗って連れて行ってた
51 貨物列車が載った本とビデオを買ってやって、家でそれをずっと見ていたな
52
汽車を見に行こうって、連れていってな、柵のところで汽車を待っているところに、ちょうど貨物列車が
通って、そのときに、貨物列車の人が手を挙げてくれてね、それから、もう、貨物列車が好きになっ
て。貨物列車だけ好き
53 これ読んで、あれ読んでって、本を読んでくれるのはじいちゃんって感じで
54
子どもが小さいときは、親が仕事に行くときは、家に預けに来てな、それから私が保育園に送っていっ
たり、帰りは連れて帰ったりな、夏休みのときは、ここでお風呂に入って帰ったり、晩御飯を食べて
帰ったりな。小さいころはずっとそうやったな
55 お風呂なんか大変だったけど、そこはおじいちゃんたちがやってくれたから助かった
56
じいちゃんが来ると、二人ともほんとに態度ががらって変わってね、じいちゃんに、あっち来て、こっち
来てって引っ張りまわして、ぼくのじいちゃんって感じで
57 じいさんだから連れていってくれると思って、すぐ引っぱりだすんよ
58
夕方になったらお風呂に入れに来てくれる、その時が私にとって、人と話せる時間になってね、ほんと
に煮詰まっている状態のときに来てくれて、ほっとできる時間ができた
59
私はほんとに子どもと過ごすことだけだったので、誰かと話すことが少なくって、そこを母に聞いても
らって、傾聴してもらって、元気の出ることを言ってもらって、そのときそのときに応じた励ましの言葉を
もらいました
60
あかちゃんの時から育てにくい子だってね、じいちゃんが帰ってきてくれると、子どもを抱っこしてくれ
るし、散歩に連れて行ってくれるし、ほんとにその時が私の休息の時間だった
61
「自分が子どもにどう接したらいいのかわからない」って、そのときは私は言葉がつまったと思うんです
けどね、「でも、あなたがやりたいようにやればいいやん、マニュアルなんてないから、可愛かったら抱
きしめたらいいし、抱っこしたかったら抱っこしたらいいし、そんなに考えなくていいやん」って言ったん
ですけどね
62
私ばかりみてもらうと、娘も私に気をつかうみたいで、パパがみるって言ってね、お互い、そのあたり
は気をつかいあってね、お互い気をつかうっていうのはいいですよね
63 ケンカしたくなかったんでね、私は波風をたてたくなかったっていうのがあってね
64 私は、彼女に「こうしたらいいよ、ああしたらいいよ」ってあまり言わないようにしていたんです
65
孫は1500ｇの未熟児だったんですね、母親として未熟児で生まれてしまったというのがあって、背負っ
ているものがあるんじゃないかって思っていたんでね
66 自分も石橋たたいていたって思います、もっとぶつかってもよかったのかなって思いますね
67
私はそんなに感じてないんですけど、彼女からしたら他人やから一緒に住んでたら、いろいろ思うこと
もあったんかな
68
時間をおいて、「あのときはこうしたらよかったんちゃうかな」「こういう方法もあったんとちゃうかな」っ
ていうのは言ってましたね
69 まぁ、母親のプライドもあるからね
70
今まで、ほんまにあかんのかなって思っていた子が、学校に行っているし、嫁の努力のお陰なんか
なって思たりしますしね
71
わしは家族が大事じゃと思っている、特にだんながね。だんなとこれの二人がどうなるかっていうこと
じゃやの、だんなが手を挙げてしもたらもう終わりやからな、でもこのだんなはそういうことなかったか
らな、男として本当につらいと思うわ
72
子どものお父さんがどういう態度をとるかっていうのがほんと大事、変な態度とられたら困るしな、
まぁ、男としたらがくっとくるときがあるわな、文句いわずにきたっていうのは、ほんまに立派なもんや
73 夫婦が大事じゃ
74 自分たち家族で生活するのも責任感がでるのでね、いいかなって
75 息子たち夫婦がやりたいようにやったらいいと思っていたんです
76 （息子が）子どもたちのことは可愛がってくれているので、それがなによりかなって思います
77 (息子に）子どものことちゃんとしたってねって言うようにしてますけどね
続く
気遣い
父方祖母の育児協力の姿勢
育児協力
保護者との関係性
保護者への精神的フォロー
家族支援
母方祖母の育児協力の姿勢
孫の世話
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Table 4-1 祖父母の育児の関与と思いについてのインタビュー 
 
 
 
 
 
 
 
続き
カテゴリ サブカテゴリ No 内容
78
病院に行くのも（娘と）二人でね、だから今だに病院に行くときは、私も仕事の都合をつけて、一緒に
行ってますね
79
そう、主治医がいるんでね、その先生に相談しながら育てていきましたね、先生っていう存在は心の
支えになってたんじゃないかな
80
必ず（娘と）二人で連れていって、療育してもらっているのを見ていましたね、そこで、どういうふうにこ
の子に接したらいいのかなっていうのはわかりましたね、こっちは素人だからわからないから、体を
あーいうふうに使わすんだってね、親子で勉強したっていう感じですか、親子で勉強しながら育てる
81
保育園行きながら、療育にも行っていましたね、私は午前中働いて、お母さんは午後から働いてね、
だから、朝は娘が保育園に送って、帰りは私が迎えに行ってっていうふうにして、療育は私と娘と二
人で連れていってね
82
いろんな人が関わってもらえるようにしてもらえればって思う、小さいときからの関わりが大切だと思う
しね、私は療育の人とかの関わりがあったからよかったと思う
83 特別な教室に通ってね。嫁が送れないときは、私が送り迎えしましたよ
84 毎日学校に参観に行った
85 親2人と私の3人で交代で、何か月も学校に行っとったな
86
親がおったら猫かぶって、私が行ってたら立たせるんよ、まぁ、じっと見とったらいいわと思ってな、我
慢しよってた、なんちゃ、先生には言わんようにな
87
休ませたら、学校に行きづらくなるから、行かさなかったら、引きこもりになってしまう、だから学校は
休まさなんだ、行きたくないときは、なかなか服を着ない、それでも着せて、連れていったけどな
88
この子は2歳のときから保育園に行っててね、先生方はほんとにこの子を可愛がって下さってね。そ
れは有りがたいなって思っています
89 担任の先生がほんとにその子のことをすごく考えてくださってね
90
やっぱり生活していけないと困るんでね、学校で自立に向けてそういうことも教えて下さっているんや
なって思ってね。心強かったです
91
運動会も行ってました。お母さんが上手に絵にして、何をするのかを孫に伝えていたからね。学校の
参観日にも行っていましたよ
92 支援学級に入るということは、母親が決めて、私はそれがいいんじゃないかって言いました
93
母親には、「この子にとっては少ない人数の中でね、しっかりとみてもらった方がいいと思うよ」ってい
うのは言ったんですよ
94
だから小学校にあがったときには、この子にとっては支援学級のほうがいいのかなって思ってたんで
すけど、母親のほうもそれを選んだからね、ちょっとホッはしたんです
95
子どもを支援学校に入れるときも、主人の母親に相談してね、こういうとこに入れるから、親戚からな
んか言われたときには縁を切ってもらっても構わんからっていったら、家の親戚にはそういう人は一
人もおらんから心配しなくていいって言ってくれたんです
96
私もその学校のほうがいいって思っていたって言ってくれて、後押ししてくれた、ほんとにそういう精神
的な支えがいっぱいあったのでやってこれました
97
ＰＴＡの役もしなさいよって言う、それで家のことができないんであれば、私がしたらいいんだし、親に
ばかり相談しないで、他の人にも相談できるようにと思ってね
98
役場のほうからこんなことがありますよってわざわざ言ってこないで、こちらから言わないといけないっ
ていうところがある、でも支援学校の知り合いが教えてくれるから、行政のサービスを使える、だか
ら、どんどん外に出なさいよって言うの、娘は出不精だったけど、今は一生懸命やっていますよ
99
（ボランティアで）わかりやすいように紙に書いたり、この家でしていることをしたら、すごくコミュニケー
ションがとれたって言われてね
100
おばあちゃんは、子どもたちを見てくれていたので、今では、障害者のボランティアをしています。楽し
そうにね
101 昔は仕事人間やったから、障害者のボランティアするなんて思わなかった
関係機関との関わり支援
保育所・学校との関わり
支援学級・支援学校への促し
保護者が相談できる場所を増やす
促し
社会活動
病院との関わり（再掲）
療育との関わり（再掲）
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４．考察 
１）孫との交流について 
 【孫との交流】においては、≪孫との余裕のある関わり≫、≪孫への客観的な視点≫、
≪孫をかわいいと思う気持ち≫」、≪孫に好きなものをみつける手助け≫、≪他の子ども
との関わりの促し≫の５つのサブカテゴリにより構成された。当事者のインタビューで
は、祖父母は、孫に対して、かわいいと思う気持ちと余裕のある関わりの中、客観的な
視点も持ち合わせており、祖父母の愛情とゆとりが感じられた。そして、≪孫に好きな
物を見つける手助け≫が、孫にとっては興味や関心を拡げることになり、それが生活を
豊かにし、好循環へと変わっていったことが示されていた。 
研究１（第２章）での、質問紙調査の結果において、祖父母と交流がある児は、≪人
との関わりが上手になる≫ことが示された。本章でも、≪他のこどもとの関わりの促し
≫をしていることが実証され、研究１との関連性が確認された。同年代の子どもとの友
人関係の構築に困難性のある発達障害児にとって、祖父母のこのような働きかけは、非
常に重要と考えられる。 
また、本章での当事者からのインタビューから得られた【孫との交流】でのサブカテ
ゴリ（Table 4-1）と、研究１（第２章）の保育士のインタビューの中から抽出された【祖
父母の態度】のサブカテゴリ（Table 2-4）とは類似したものとなっていた。本章でのサ
ブカテゴリである≪孫への余裕のある関わり≫においては、【祖父母の態度】の≪ゆっく
りと関わっている≫、≪おおらかな目と心でみている≫が類似したものとなっており、
≪孫への客観的な視点≫では、【祖父母の態度】の≪客観的にみている≫、≪冷静にみて
いる≫と類似していた。また、≪孫をかわいいと思う気持ち≫においては、【祖父母の態
度】の≪甘えさせている≫、≪寄り添っている≫が類似していると考えられる。さらに、
≪孫に好きな物を見つける手助け≫では、【祖父母の態度】の≪色々なことを教えている
≫、≪五感を使えるようなところに連れて行っている≫と類似していると考える。つま
り、保育士が発達障害児に影響を与えると捉えていた祖父母の態度は、当事者のインタ
ビューからも確認された。 
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２）障害理解について 
 【障害理解】においては、≪孫の障害の受け入れ≫、≪病院との関わり≫、≪療育と
の関わり≫、≪サポートブック≫、≪孫への対応に関する情報≫の５つのサブカテゴリ
により構成された。 
インタビューの中で、「・・・受け入れようと思うところにすごく壁がある」との内容
があり、障害受容の難しさが示されていた。また、「成人するまでに、なんとかなってく
れたらって思ってね。そんなことも夢見てるんです」と、希望を語っていた。石井ら（2014）
は，育児上の特別な配慮を要する乳幼児の孫育児における祖父母の体験についてのイン
タビュー調査より、孫の疾患や障害を知った時は強い衝撃を受け，困難を抱えながらも
希望と落胆の間を揺らいでいることを報告しており、本調査においても同様の内容が確
認された。 
研究２（第３章）において、祖父母の障害の理解が高いほど医療機関、療育機関との
関わりが多くなっていたことが示された。本章においても、≪病院との関わり≫では、
「そう、主治医がいるんでね、その先生に相談しながら育てていきましたね、先生って
いうのは心の支えになっていたんじゃないかな」から主治医に相談している内容があっ
た。また、≪療育機関との関わり≫ついて、「必ず（娘と）二人で連れて行って、療育し
てもらっているのを見ていましたね。そこでどういうふうにこの子に接したらいいのか
なっていうのがわかりましたね。」から療育機関への送迎をし、障害の理解を深めていた
ことが伺われ、研究２との関連性が確認された。 
 ≪サポートブック≫は児の特徴や支援方法について記載されたものであり、情報を共
有するツールである。インタビューの中で障害を理解する上で、≪サポートブック≫の
有用性が示されていた。一方で「・・・おばあちゃんとしてどういう支援をしていった
らいいかなって思います」等、≪孫への対応に関する情報≫を必要としていることが語
られていた。Alison ら（2012）は、アスペルガー障害の孫の祖母は、特に医学的、療育
的な情報を必要としていることを報告している。また、今野（2009）は，全国の発達障
害者支援センターに，祖父母への支援について調査をした結果，祖父母からの相談内容
として，「孫について感じる異常について専門的な意見を求めるもの」が最も多く，つぎ
に「孫のために，自分がどのようなことをしてやれるかについて」であったことを報告
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しており、祖父母への情報提供についてのアプローチの必要性が、本調査でも示された。 
 
３）育児協力について 
 【育児協力】では、≪父方祖母の育児協力の姿勢≫、≪母方祖母の育児協力の姿勢≫、
≪孫の世話≫の３つのサブカテゴリにより構成された。 
 ≪父方祖母の育児協力の姿勢≫では、「・・・手伝えることがあったらって思ってね」、
「子育ても母親から聞いてきたら『こうしたらいいんじゃないの』って言ったけど、あ
あして、こうしてって強制的には言わないようにしていたわ」等の内容があった。石井
ら（2014）は、育児上の特別な配慮を要する乳幼児の孫育児における祖父母の体験を明
らかにしており、祖父母は孫育児の中心になろうとせず、常に見守る立場にいようとし
ていたと述べていた。本研究においても、孫育児の中心にならない姿勢が確認された。 
 一方、≪母方祖母の育児協力の姿勢≫においては、「・・・できるほうがする」、「・・・
遠慮せずにやりやすかったですね。」等の内容があり、積極的に育児に関わっている様子
であった。 
また、≪孫の世話≫では、食事、入浴などの日常生活や散歩等、実際的な世話を担っ
ていた。研究１（第２章）での、質問紙調査の結果において、祖父母と交流がある児は、
「絵本を見る」ことが示された。本章でも、「これ読んで、あれ読んでって、本を読んで
くれるのはじいちゃんって感じで」との内容があり、研究１との関連性が確認された。 
 
４）保護者との関係性について 
 【保護者との関係性】は、≪保護者への精神的フォロー≫、≪気遣い≫、≪家族支援
≫の３つのサブカテゴリにより構成された。 
 Barry ら（2008）は、発達障害児の祖母の無償で提供してくれる休息と子どもの世話
は、重要な助けであると評価しており、祖母の情緒的サポートは、発達障害児の母親の
心理的な健康を促すとしている。本研究で抽出されたサブカテゴリの≪保護者への精神
的フォロー≫では、休息時間、元気の出る言葉、励ましの言葉の提供、子育てのマニュ
アルに縛られないように言う等の内容があった。このような関わりは、研究１（第２章）
の保育士のインタビューの中から抽出された【保護者への影響】のサブカテゴリ（Table 
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2-3）と関連したものとなっていた。つまり、保護者が休息時間を得ることは、≪育児負
担が減る≫、≪余裕が持てる≫、≪気持が落ち着く≫ことに繋がる。そして、祖父母か
ら元気の出る言葉や励ましの言葉をもらえることで、保護者は、≪気持が楽になる≫、
≪前向きになる≫ことに繋がると考える。 
 ≪気遣い≫では、「・・・お互い、そのあたりは気をつかいあってね・・・」の内容よ
り、祖父母と保護者の双方への気遣いが確認された。また、「孫は 1500ｇの未熟児だっ
たんですね。母親としては未熟児で生まれてしまったというのがあって、背負っている
ものがあるんじゃないかなって思っていたんでね」の内容より、母親が責任を感じてい
るのではないかという保護者への気遣い等の内容があった。石井ら（2014）は、祖父母
は孫の育児の中心である娘もしくは嫁の心情にとりわけ深い思いを寄せていたことを報
告しており、本研究においても、娘もしくは嫁の心情への気遣いが確認された。 
 ≪家族支援≫では、家族や夫婦の大切さや在り方について内容があった。Miller ら
（2011）は、障害児の祖父母の主要な体験として、家族関係を維持する体験を、家族の
間に入ったり、家族の葛藤を整えることを挙げた。本研究においても、孫の父親への思
い、孫の両親への思い等、孫の家族に対しての思いが確認された。 
 
５）関係機関との関わり支援について 
 【関係機関との関わり支援】では、≪病院との関わり（再掲）≫、≪療育との関わり
（再掲）≫、≪保育所・学校との関わり≫、≪支援学級・支援学校への促し≫、≪保護
者が相談できる場所を増やす促し≫、≪社会活動≫の６つのサブカテゴリにより構成さ
れた。 
Gardner ら（1994）は、障害を持っている孫を持つ祖父母は、孫を医学的治療に連れ
て行き、治療の手伝いや孫の教育に関係していることを報告している。乳幼児期の自閉
症にとって、早期療育は、その子ども自身や家族に良い影響を与え（江崎，1998）、幼児
の発達特性に気づき、対応の見通しを得ることが、二次的な問題の防止やスムーズな就
学に重要である（小枝，2007）。本研究においても、≪病院との関わり（再掲）≫、≪療
育との関わり（再掲）≫を積極的にしていることが示されていた。また、「毎日、学校に
行った」ことや「休ませたら、学校に行きづらくなるから、行かさなかったら引きこも
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りになってしまう、だから学校は休まさなんだ、行きたくないときは、なかなか服を着
ない、それでも着せて、連れていったけどな」等、孫を学校に行くように促していたこ
とが示されており、≪保育所・学校との関わり≫においても、二次的な問題や就学に良
い影響を与えていることが推測されることより、祖父母からのこのような関わりは、大
変意義深いことと考えられる。 
 ≪支援学級・支援学校への促し≫では、「支援学級に入るということは、母親が決めて、
私はそれがいいんじゃないかって言いました」、「母親には、『この子にとっては少ない人
数の中でね、しっかりみてもらったほうがいいと思うよ』っていうのは言ったんですよ」
等、支援学級に入ることへの後押しや促しをする内容があった。また、今野（2009）は、
祖父母のほうが両親より状況を客観的にみられるところがあり、孫に対する愛情と現実
を客観的に見て、素直に「行動に対する疑問」をみることができる立場にあると述べて
いた。本研究においても、孫の特徴を客観的にとらえ、支援学級等へ促していることが
示された。 
 ≪保護者が相談できる場所を増やす促し≫においては、近年拡充してきた行政サービ
スの情報を求め、またどう利用するかという視点で、PTA や親どうしのつながり、等家
族外へのアクセスを促している。他者に相談することで問題を解決していける能力とな
り、重要な関わりであることは言うまでもない。これは、リサーチした先行研究では確
認できなかった内容であり、新たな視点となった。 
 孫に対して祖父母ができることを、より多く自覚するほど、自己の在り方や人生を受
容し、人生の展望や目的を持つと言われている（稲谷ら，2006）。本研究で得られた≪社
会活動≫では、孫との関わりで得た知識が、障害者ボランティアにつながり、新たな社
会活動へと発展していったことが示された。これは、自身の今後の展望や目的を持ちな
がら生活することに繋がっているのではないかと考えられる。 
 
５．結語 
 本研究のインタビューの内容を質的帰納的分析した結果、【孫との交流】、【障害理解】、
【育児協力】、【保護者との関係性】、【関係機関との関わり支援】の５つのカテゴリに分
類した。【孫との交流】では、≪孫との余裕のある関わり≫、≪孫への客観的な視点≫、
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≪孫をかわいいと思う気持ち≫」、≪孫に好きなものをみつける手助け≫、≪他の子ども
との関わりの促し≫の５つのサブカテゴリにより構成された。【障害理解】では、≪孫の
障害の受け入れ≫、≪病院との関わり≫、≪療育との関わり≫、≪サポートブック≫、
≪孫への対応に関する情報≫の５つのサブカテゴリにより構成された。【育児協力】では、
≪父方祖母の育児協力の姿勢≫、≪母方祖母の育児協力の姿勢≫、≪孫の世話≫の３つ
のサブカテゴリにより構成された。【保護者との関係性】では、≪保護者への精神的フォ
ロー≫、≪気遣い≫、≪家族支援≫の３つのサブカテゴリにより構成された。【関係機関
との関わり支援】では、≪病院との関わり（再掲）≫、≪療育との関わり（再掲）≫、
≪保育所・学校との関わり≫、≪支援学級・支援学校への促し≫、≪保護者が相談でき
る場所を増やす促し≫、≪社会活動≫の６つのサブカテゴリにより構成された。また、
研究１（第２章）、研究２（第３章）で得られた結果に関連した内容が確認された。しか
しながら、今回、調査に協力いただけた対象者は、比較的良好な保護者祖父母関係があ
り、児の障害の理解が進んでおり、そこから導き出された結果は、偏りを十分考慮に入
れる必要がある。今後は、偏りをなくすことを目的に、調査対象を拡大し研究を継続し
ていきたい。 
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第５章 研究結果の概要と総合的考察及び今後の課題 
 
第１節 研究結果の概要 
  
本研究の目的は、祖父母と発達障害児及び発達につまずきのある児の交流について、
祖父母が児にどのような関わりをしているのか、また児はどのような影響を受けている
のかを明らかにすることである。研究の構成は、研究１、研究２、研究３の３部構成と
した。 
 
研究１では、児と祖父母が交流することによる影響を探索的に把握するため、保育士
へインタビュー調査をした。そして、把握した内容を実証的に明らかにするため、児と
祖父母が交流することによる影響に関する質問紙を作成し、郵送調査をした。 
35 名の保育士にインタビュー調査をした結果、【児への影響】、【保護者への影響】、【祖
父母の態度】が見いだされた。祖父母と関わることによる【児への影響】では、≪コミ
ュニケーションが上手になる≫、≪人との関わりが上手になる≫、≪人の話が聞けるよ
うになる≫、≪気持ちをコントロールできるようになる≫、≪愛情をもらえている≫、
≪守られている≫、≪刺激をもらえている≫、≪協調性が養える≫、≪物の貸し借りが
できる≫、≪優しくなる≫、≪相手の気持ちを考えられる≫、≪心が安定する≫、≪落
ち着きのある子に育つ≫、≪心や情緒が豊かに育つ≫、≪甘え方が上手になる≫、≪通
園時間が安定する≫、≪親が精神的に安定することで子どもが落ち着く≫、≪定型発達
と同等の発達を期待されて苦しむ≫であった。【保護者への影響】では、≪育児負担が減
る≫、≪相談ができる≫、≪余裕が持てる≫、≪気持ちが落ち着く≫、≪気持ちが楽に
なる≫、≪前向きになる≫、≪育て方が悪いと祖父母から責められる≫であった。【祖父
母の態度】では、≪ゆっくりと関わっている≫、≪おおらかな目と心でみている≫、≪
客観的にみている≫、≪冷静にみている≫、≪甘えさせている≫、≪寄り添っている≫、
≪お行儀や生活習慣を身につけさせている≫、≪色々なことを教えている≫、≪五感を
使えるようなところに連れて行っている≫、≪送迎の援助をしている≫、≪自然と子ど
もの発達に合った遊びをさせている≫、≪障害の理解が不十分である≫、≪多動の子を
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みるのは大変である≫であった。 
 次に、保育士のインタビューで得られた「祖父母との日常的交流における発達障害及
び発達につまずきのある児への影響」（Table 2-2）のサブカテゴリの内容を、実証的に
明らかにするため、「祖父母との交流が孫（発達障害児または疑いを含む）に与える影響
に関する質問紙」を作成し、調査した。その結果、概ね祖父母との交流は良いとの結果
が得られた。また、祖父母との交流において正の影響が示唆されたサブカテゴリは、「人
との関わりが上手になる・甘え方が上手になる」、「心や情緒が豊かに育つ」、「依存的に
なる」、「あいさつができる」、「絵本を見る」であった。 
 
研究２では、発達障害児及び発達につまずきのある児が、祖父母と交流することによ
る児の行動発達上の評価への影響について、チェックシートⅢつまずきチェックシート
[幼稚園用]（以下つまずきチェックシート）を用いて、保育士に調査をした。まず、予備
調査として、小規模に保育士への聞き取り調査をした。予備調査にて、祖父母と交流す
ることによって児の行動発達上の評価への影響が示唆されたため、統計的に信頼性を高
めるために、対象地域、サンプル数を拡大し、本調査を実施した。 
 予備調査では、35 名の保育士へ調査をした。その結果、祖父母の関わりにより、学習
障害に関する領域の「聞く」、「話す」、「読む」に正の影響が示唆された。また、注意欠
陥多動性障害に関する領域の「不注意」、「多動性－衝動性」や高機能自閉症に関する「対
人関係やこだわり等」の領域においても正の影響があることが示唆された。 
 本調査では、300 名の保育士に郵送調査をし、104 名の回答が得られた。つまずきチ
ェックシートの調査に加え、児の属性（性別、年齢、医療機関・療育機関との関わりの
有無、祖父母との関わりの有無）、祖父母の属性（続柄、児との交流の頻度、健康状態、
児の障害の理解、育児協力、保護者との関係性、住居、住居距離）を調査した。その結
果、児との交流の頻度では、母方祖母との交流が一番多く、祖父母の健康状態、児の障
害の理解、育児協力、保護者との関係において、５～６割が概ねよいという結果であっ
た。また別居で近くに住んでいる祖父母において、よく児と交流していることが窺えた。
そして、祖父母の障害の理解の程度が高い群では、児の医療機関及び療育機関との関わ
りが有意に多かった。つまずきチェックシートの調査においては、祖父母の「交流の程
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度」、「健康状態の程度」は、概ね児の行動発達の評価に正の影響を与える結果とはなら
ず、特に学習障害に関する領域では、概ね祖父母は正の影響を与えていなかった。しか
し、祖父母の「障害理解の程度」では、注意欠陥多動性障害に関する領域に良い影響が
見られた。「育児協力の程度」では、学習障害に関する領域、注意欠陥多動性障害に関す
る領域、高機能自閉症等に関する領域に良い影響が見られ、「保護者との関係性」が高い
ほど、注意欠陥多動性障害に関する領域に良い影響が見られた。さらに祖父母が児から
受ける影響として、祖父母と児との交流の頻度が多いほど、祖父母の健康状態は良く、
育児協力をしており、保護者との関係が良かった。 
 
         研究３では、研究１で得られた【保護者への影響】（Table 2-3）、【祖父母の態度】（Table 
2-4）を参考に、発達障害児の祖父母の子育ての関与や思いを明らかにすることを目的と
して、７名の当事者にインタビュー調査をした。その結果、【孫との交流】、【障害理解】、
【育児協力】、【保護者との関係性】、【関係機関との関わり支援】の５つのカテゴリが見
いだされた。【孫との交流】では、祖父母は≪孫との余裕のある関わり≫、≪孫への客観
的な視点≫、≪孫をかわいいと思う気持ち≫、≪孫に好きなものをみつける手助け≫、
≪他の子どもとの関わりの促し≫をしていたことが明らかになった。【障害理解】では、
≪孫の障害の受け入れ≫、≪病院との関わり≫、≪療育との関わり≫、≪サポートブッ
ク≫、≪孫への対応に関する情報≫が示された。【育児協力】では、≪父方祖母の育児協
力の姿勢≫、≪母方祖母の育児協力の姿勢≫、≪孫の世話≫が示された。【保護者との関
係性】では、≪保護者への精神的フォロー≫、≪気遣い≫、≪家族支援≫が示された。
【関係機関との関わり支援】では、≪病院との関わり（再掲）≫、≪療育との関わり（再
掲）≫、≪保育所・学校との関わり≫、≪支援学級・支援学校への促し≫、≪保護者が
相談できる場所を増やす促し≫、≪社会活動≫が示された。研究３では、研究１、研究
２で得られた結果に関連した内容が確認された。 
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第２節 総合的考察 
 
 発達障害は、できるだけ早期からの発達支援が、特に重要とされており、乳幼児の育
児や健康の保持増進、疾病・障害の早期発見のスクリーニングを担う乳幼児健康診査で
は、発達障害への早期発見・早期支援が重要課題となっている。しかし、乳幼児健康診
査で、障害を早期発見し支援につなげようとしても、社会資源が需要に対応できていな
い現状がある（二重，2013）。そのような中、本研究において、６割以上の祖父母が育
児の協力をしており、祖父母の関わりが児への早期支援へとつながっていた。自閉症児
の他者理解の発達には、愛着対象からの快の情動を受けることが重要であり（別府，
1997）、社会的相互においては、情緒の共有が重要な役割を果たしている（Trevarthen,C，
1980）。西谷ら（2013）は、愛着の対象は父母だけではなく、祖父母の養育行動によっ
ても形成されることを明らかにしている。本研究において、祖父母との関わりがある児
は、人との関わり、情緒、相手の気持ちを考えられる、あいさつができる等の社会性に
関して、正の影響を受けていた。また、祖父母の障害の理解が高く、育児の協力をして
いるほど、さらに保護者との関係性が良いほど、注意欠陥多動性障害に正の影響が認め
られた。しかし、学習障害においては、祖父母の交流が正の影響を与えていないという
結果となった。学習障害の兆候は、学童期以降に顕かになることが多く、本研究の対象
児は年齢が低いため、関係性が表れにくいことが考えられる。しかしながら、発達障害
児への早期支援という観点では、医療機関や療育機関における専門的な関わりとともに、
個別に日常生活の中で行われる祖父母との交流は、重要な役割を担う可能性が示唆され
た。 
現在の家族形態は核家族が多く、性役割分業体制が確立し（大日向，2005）、子育て
は母親が背負うものと、暗黙の社会的共通認識を生んでいる（中谷，2008）。しかしな
がら、発達障害児を抱える保護者は、育てにくさや育児不安を感じており（二重，2013）、
永田ら（2013）は、自閉症スペクトラム障害が疑われる 2 歳児の母親は、同年代の子ど
もをもつ母親に比べて、抑うつの陽性率が高く、育児ストレスは全般的に高いことを明
らかにした。また、子どもの気になる状態を、母親の育て方の問題とみなされ、母親一
人で悩みを抱え、孤立するなどの問題がある（夏堀，2001）。しかし、祖父母が母親の
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精神的支えになることで、母親のストレスや孤立等の問題が緩和され、母親が精神的に
安定する。そのことが、発達障害児への関わりに余裕ができ、重要な育児支援に繫がる
と考える。本研究においても、祖父母による保護者への精神的支援が示されていた。 
一方、祖父母による育児支援について「高齢社会対策大綱」（内閣府，1996）においては、
「世代間の連携強化」が謳われ、また「少子化社会対策大綱」（内閣府，2015）において
も「世代間の助け合いを図る」ことを推奨し、祖父母等による育児支援が謳われている。
孫との関わりは祖父母にとっては、主観的幸福感が向上し（橋本，2012）、生きがいを感
じ（保山ら，2011）、日々の生活の質の向上につながる（津間ら，2012）。しかし、本研
究において、孫の障害に対して理解がない場合は、孫に定型発達を期待し、祖父母だけ
でなく、孫やその保護者までもが苦しむことが示された。よりよい育児支援となるには、
祖父母が障害の理解を深められる機会を確保する必要性がある。また、本研究より、孫
との関わりで得た知識が、障害者ボランティアにつながり、新たな社会活動へと発展し
ていったことが示された。つまり、祖父母自身の今後の展望や目的を持ちながら生活す
ることにつながったことを意味すると考える。 
 尚、研究１の保育士のインタビュー調査については、日本幼少児健康教育学会誌第３
号第１号に掲載された（二重ら，2017a）。研究２の予備調査については、小児の精神と
神経（日本小児精神神経学会）第 57 号２号に掲載された（二重ら，2017b）。 
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第３節 今後の課題 
 
本研究より、発達障害児とその祖父母が関わることによる影響が確認された。今後は、
発達障害児への祖父母の関わり方を通して、祖父母の果たす役割モデルの構築を目指す
べく、研究を継続していきたいと考える。 
本研究の限界として、今回は、祖父母側からの視点であったため、保護者の障害理解
や健康状態、育児の負担感等、保護者に関しての影響については検討できていない。さ
らに、発達障害児の様々な状態像に対しても言及できていない。また、本研究は横断研
究であり、結果の連続性や安定性を明示することができなかった。今後は、以上のこと
を考慮した研究を継続していきたい。 
 本研究が、発達障害児とその家族に対しての支援の一助になればと考える。 
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資料１
領域　「聞く」　（チェック：0＝ない、1＝まれにある、2＝ときどきある、3＝よくある）
1 聞き違いがある。（「知った」を「行った」と聞き間違いをする。） 3 2 1 0
2 聞きもらしがある。 3 2 1 0
3 個別に言われると聞き取れるが、集団指示では難しい。 3 2 1 0
4 指示の理解が難しい。 3 2 1 0
5 友だちどうしで話をする時に、話の流れについて行けないことがある。 3 2 1 0
領域　「話す」　（チェック：0＝ない、1＝まれにある、2＝ときどきある、3＝よくある）
1 適切な速さで話すことが難しい。（たどたどしく話す。とても早口。） 3 2 1 0
2 ことばにつまることがある 3 2 1 0
3 単語を羅列したり、短い文で内容的に乏しい話をする。 3 2 1 0
4 思いつくままに話すなど、筋道の通った話をするのが難しい。 3 2 1 0
5 内容をわかりやすく伝えることが難しい。 3 2 1 0
領域　「読む 」　（チェック：0＝ない、1＝まれにある、2＝ときどきある、3＝よくある）
1 よく似た文字の見分けがつかない。 3 2 1 0
2 絵本を見ようとしない。 3 2 1 0
3 数字のひろい読みが難しい。 3 2 1 0
4 同じ文字を繰り返し読んだり文字をとばして読んだりする。 3 2 1 0
5 文字を読むことに興味関心がない。 3 2 1 0
領域　「書く」　（チェック：0＝ない、1＝まれにある、2＝ときどきある、3＝よくある）
1 直線がまっすぐ引けない。 3 2 1 0
2 丸の書き始めと終わりが離れている。 3 2 1 0
3 自分の名前をひらがなで書こうとしない。 3 2 1 0
4 なぞり書きがおおきくずれる。 3 2 1 0
5 塗り絵でぬり残しが多かったり大きくはみ出したりする。 3 2 1 0
領域　「計算する」　（チェック：0＝ない、1＝まれにある、2＝ときどきある、3＝よくある）
1 グループにおやつを配る時に１つ不足していることがわからない。 3 2 1 0
2 さいころを使って遊べない。 3 2 1 0
3 10までの数唱ができない。 3 2 1 0
4 グループの人数を確認しておやつを配ることができない。 3 2 1 0
5 数の大小がわからない。 3 2 1 0
領域　「推論する」　（チェック：0＝ない、1＝まれにある、2＝ときどきある、3＝よくある）
1 長さやかさの比較をすることが難しい。 3 2 1 0
2 丸やひし形などの図形の模写をすることが難しい。 3 2 1 0
3 ジャンケンで勝ち負けがわからない。 3 2 1 0
4 しりとり遊びで次につなげることが難しい。 3 2 1 0
5 早合点や飛躍した考えをする。 3 2 1 0
つまずきチェックシート（予備調査用）
祖父母との日常的交流　　有　　　無　・児の年齢　　　　　歳　・性別　　　男　　　　女
回答欄
回答欄
回答欄
回答欄
回答欄
回答欄
  
資料１
領域　「不注意」　（チェック：0＝ない、1＝ときどきある、2＝しばしばある、3.＝非常にしばしばある）
1 細かいところまで注意を払わなかったり、不注意な間違いをしたりする。 3 2 1 0
2 課題や遊びの活動で注意を集中し続けることが難しい。 3 2 1 0
3 面と向かって話しかけられているのに、聞いていないように見える。 3 2 1 0
4 指示に従えなかったり、指示した事柄を最後までやり遂げられなかったりする。 3 2 1 0
5 課題や活動を順序立てて行うことが難しい。 3 2 1 0
6 集中して努力を続けなければならない課題を避ける。 3 2 1 0
7 活動や遊びに必要な物をなくしてしまう。 3 2 1 0
8 気が散りやすい。 3 2 1 0
9 日々の活動で忘れっぽい。 3 2 1 0
領域　「多動性―衝動性」（チェック：0＝ない、1＝ときどきある、2＝しばしばある、3.＝非常にしばしばある）
1 手足をそわそわ動かしたり、着席していても、もじもじしたりする。 3 2 1 0
2 活動中や座っているべき時に席を離れてしまう。 3 2 1 0
3 きちんとしていなければならない時に、過度に走り回ったりよじ登ったりする。 3 2 1 0
4 遊びや余暇活動におとなしく参加することが難しい。 3 2 1 0
5 じっとしていない。または何かに駆り立てるように活動する。 3 2 1 0
6 過度にしゃべる。 3 2 1 0
7 質問が終わらない内に出し抜けに答えてしまう。 3 2 1 0
8 順番を待つのが難しい。 3 2 1 0
9 他の人がしていることをさえぎったり、じゃまをしたりする。 3 2 1 0
領域　「対人関係やこだわり等」（チェック：0＝いいえ、1＝多少、2＝はい）
1 大人びている。ませている。 2 1 0
2 みんなから「○○博士」「○○教授」と思われている。（例：カレンダー博士） 2 1 0
3 他の子どもは興味を持たないことに興味があり、「自分だけの世界」を持っている。 2 1 0
4 特定の分野の知識を蓄えているが、丸暗記であり、意味をきちんとは理解していない。 2 1 0
5 含みのある言葉や嫌みを言われてもわからず、言葉通りに受け止めてしまうことがある。 2 1 0
6 会話の仕方が形式的であり、抑揚なく話したり、間合いが取れなかったりすることがある。 2 1 0
7 言葉を組み合わせて、自分だけにしかわからないような造語を作る。 2 1 0
8 独特な声で話すことがある。 2 1 0
9 2 1 0
10 とても得意なことがある一方で、極端に苦手なものがある。 2 1 0
11 いろいろな話をするが、その時の場面や相手の感情や立場を理解しない。 2 1 0
12 共感性が乏しい。 2 1 0
13 周りの人が困惑するようなことも、配慮しないで言ってしまう。 2 1 0
14 独特な目つきをすることがある。 2 1 0
15 友達と仲良くしたいと思っても、友達関係をうまく築けない。 2 1 0
16 友達がそばにいるが、一人で遊んでいる。 2 1 0
17 仲の良い友人がいない。 2 1 0
18 常識が乏しい。（決まりきった行動が身につかない。危険なことがわからない。） 2 1 0
19 球技やゲームをする時、仲間と協力することに考えが及ばない。 2 1 0
20 動作やジェスチャーが不器用で、ぎこちないことがある。 2 1 0
21 意図的でなく、頭や体を動かすことがある。 2 1 0
22 ある行動や考えに強くこだわることによって、簡単な日常の活動ができなくなることがある。 2 1 0
23 自分なりの独特な日課や手順があり、変更や変化を嫌がる。 2 1 0
24 特定の物に執着がある。 2 1 0
25 他の子どもたちからいじめられることがある。 2 1 0
26 独特な表情をしていることがある。 2 1 0
27 独特な姿勢をしていることがある。 2 1 0
ご協力を誠にありがとうございました。
誰かに何かを伝える目的がなくても場面に関係なく声を出す。（唇を鳴らす、咳払い、喉を鳴らす、叫ぶ）
※このチェックシートは徳島県教育委員会学校政策課が作成したものです。
回答欄
回答欄
回答欄
  
 
領域　「聞く」　（チェック：0＝ない、1＝まれにある、2＝ときどきある、3＝よくある）
1 聞き違いがある。（「知った」を「行った」と聞き間違いをする。） 3 2 1 0
2 聞きもらしがある。 3 2 1 0
3 個別に言われると聞き取れるが、集団指示では難しい。 3 2 1 0
4 指示の理解が難しい。 3 2 1 0
5 友だちどうしで話をする時に、話の流れについて行けないことがある。 3 2 1 0
領域　「話す」　（チェック：0＝ない、1＝まれにある、2＝ときどきある、3＝よくある）
1 適切な速さで話すことが難しい。（たどたどしく話す。とても早口。） 3 2 1 0
2 ことばにつまることがある 3 2 1 0
3 単語を羅列したり、短い文で内容的に乏しい話をする。 3 2 1 0
4 思いつくままに話すなど、筋道の通った話をするのが難しい。 3 2 1 0
5 内容をわかりやすく伝えることが難しい。 3 2 1 0
領域　「読む 」　（チェック：0＝ない、1＝まれにある、2＝ときどきある、3＝よくある）
1 よく似た文字の見分けがつかない。 3 2 1 0
2 絵本を見ようとしない。 3 2 1 0
3 数字のひろい読みが難しい。 3 2 1 0
4 同じ文字を繰り返し読んだり文字をとばして読んだりする。 3 2 1 0
5 文字を読むことに興味関心がない。 3 2 1 0
領域　「書く」　（チェック：0＝ない、1＝まれにある、2＝ときどきある、3＝よくある）
1 直線がまっすぐ引けない。 3 2 1 0
2 丸の書き始めと終わりが離れている。 3 2 1 0
3 自分の名前をひらがなで書こうとしない。 3 2 1 0
4 なぞり書きがおおきくずれる。 3 2 1 0
5 塗り絵でぬり残しが多かったり大きくはみ出したりする。 3 2 1 0
領域　「計算する」　（チェック：0＝ない、1＝まれにある、2＝ときどきある、3＝よくある）
1 グループにおやつを配る時に１つ不足していることがわからない。 3 2 1 0
2 さいころを使って遊べない。 3 2 1 0
3 10までの数唱ができない。 3 2 1 0
4 グループの人数を確認しておやつを配ることができない。 3 2 1 0
5 数の大小がわからない。 3 2 1 0
領域　「推論する」　（チェック：0＝ない、1＝まれにある、2＝ときどきある、3＝よくある）
1 長さやかさの比較をすることが難しい。 3 2 1 0
2 丸やひし形などの図形の模写をすることが難しい。 3 2 1 0
3 ジャンケンで勝ち負けがわからない。 3 2 1 0
4 しりとり遊びで次につなげることが難しい。 3 2 1 0
5 早合点や飛躍した考えをする。 3 2 1 0
領域　「不注意」　（チェック：0＝ない、1＝ときどきある、2＝しばしばある、3.＝非常にしばしばある）
1 細かいところまで注意を払わなかったり、不注意な間違いをしたりする。 3 2 1 0
2 課題や遊びの活動で注意を集中し続けることが難しい。 3 2 1 0
3 面と向かって話しかけられているのに、聞いていないように見える。 3 2 1 0
4 指示に従えなかったり、指示した事柄を最後までやり遂げられなかったりする。 3 2 1 0
5 課題や活動を順序立てて行うことが難しい。 3 2 1 0
6 集中して努力を続けなければならない課題を避ける。 3 2 1 0
7 活動や遊びに必要な物をなくしてしまう。 3 2 1 0
8 気が散りやすい。 3 2 1 0
9 日々の活動で忘れっぽい。 3 2 1 0
資料２　　　　　　　　　　　　　　　　　　つまずきチェックシート（本備調査用）
　このチェックシートは、「特別な支援を必要とする子ども」の状態をチェックするものです。過去、ま
たは現在において、発達障害児もしくはその疑いがある子どもを受け持った経験がある保育士の方
にお願いいたします。その子どもを思い浮かべながら、下記の項目の回答欄の番号に○を記入して
下さい。子どもの年齢によっては、回答できない項目もあると考えられるので、その場合は「０」に記
入して下さい。
回答欄
回答欄
回答欄
回答欄
回答欄
回答欄
回答欄
  
資料２
領域　「多動性―衝動性」（チェック：0＝ない、1＝ときどきある、2＝しばしばある、3.＝非常にしばしばある）
1 手足をそわそわ動かしたり、着席していても、もじもじしたりする。 3 2 1 0
2 活動中や座っているべき時に席を離れてしまう。 3 2 1 0
3 きちんとしていなければならない時に、過度に走り回ったりよじ登ったりする。 3 2 1 0
4 遊びや余暇活動におとなしく参加することが難しい。 3 2 1 0
5 じっとしていない。または何かに駆り立てるように活動する。 3 2 1 0
6 過度にしゃべる。 3 2 1 0
7 質問が終わらない内に出し抜けに答えてしまう。 3 2 1 0
8 順番を待つのが難しい。 3 2 1 0
9 他の人がしていることをさえぎったり、じゃまをしたりする。 3 2 1 0
領域　「対人関係やこだわり等」（チェック：0＝いいえ、1＝多少、2＝はい）
1 大人びている。ませている。 2 1 0
2 みんなから「○○博士」「○○教授」と思われている。（例：カレンダー博士） 2 1 0
3 他の子どもは興味を持たないことに興味があり、「自分だけの世界」を持っている。 2 1 0
4 特定の分野の知識を蓄えているが、丸暗記であり、意味をきちんとは理解していない。 2 1 0
5 含みのある言葉や嫌みを言われてもわからず、言葉通りに受け止めてしまうことがある。 2 1 0
6 会話の仕方が形式的であり、抑揚なく話したり、間合いが取れなかったりすることがある。 2 1 0
7 言葉を組み合わせて、自分だけにしかわからないような造語を作る。 2 1 0
8 独特な声で話すことがある。 2 1 0
9 2 1 0
10 とても得意なことがある一方で、極端に苦手なものがある。 2 1 0
11 いろいろな話をするが、その時の場面や相手の感情や立場を理解しない。 2 1 0
12 共感性が乏しい。 2 1 0
13 周りの人が困惑するようなことも、配慮しないで言ってしまう。 2 1 0
14 独特な目つきをすることがある。 2 1 0
15 友達と仲良くしたいと思っても、友達関係をうまく築けない。 2 1 0
16 友達がそばにいるが、一人で遊んでいる。 2 1 0
17 仲の良い友人がいない。 2 1 0
18 常識が乏しい。（決まりきった行動が身につかない。危険なことがわからない。） 2 1 0
19 球技やゲームをする時、仲間と協力することに考えが及ばない。 2 1 0
20 動作やジェスチャーが不器用で、ぎこちないことがある。 2 1 0
21 意図的でなく、頭や体を動かすことがある。 2 1 0
22 ある行動や考えに強くこだわることによって、簡単な日常の活動ができなくなることがある。 2 1 0
23 自分なりの独特な日課や手順があり、変更や変化を嫌がる。 2 1 0
24 特定の物に執着がある。 2 1 0
25 他の子どもたちからいじめられることがある。 2 1 0
26 独特な表情をしていることがある。 2 1 0
27 独特な姿勢をしていることがある。 2 1 0
つまずきチェックシートの子どもについてお聞きいたします。
年齢：                                                          　　才　　　　
性別：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 男　　　　　　　女
医療機関の関わりの有無：　　　　　　　　　　　　  有　　　　　　　無
療育機関の関わりの有無：　　　　　　　　　　　　  有　　　　　　　無
★ 祖父母との交流の有無：　　　　　　　　　　　　   有　　　　　　　無　　　
一番よく交流している祖父母の続柄：　　　　　　   父方祖父　・父方祖母　・母方祖父　・母方祖母　
一番よく交流している祖父母との交流の頻度：　 毎日　・　週に1回以上　・　月に1回以上　・　年に1回以上　
一番よく交流している祖父母の健康状態：　　　　 父方祖父　　　　　　良い　・普通　・　悪い　・不明
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　父方祖母　　　　　　良い　・普通　・　悪い　・不明
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　母方祖父　　　　　　良い　・普通　・　悪い　・不明
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　母方祖母　　　　　　良い　・普通　・　悪い　・不明
一番よく交流している祖父母の子どもの障害の理解：　　　良く理解している　・　少し理解している　・　あまり理解していない　・　理解していない　・不明
一番よく交流している祖父母の育児への協力：　　よく協力している　・　少し協力している　・　あまり協力していない　・　協力していない　・不明
一番よく交流している祖父母と保護者の関係性：　とても良い　・　良い　・　あまり良くない　・　良くない　・不明
一番よく交流している祖父母との居住：　　　　　　　同居　　　　　　　別居
一番よく交流している祖父母（別居）との居住距離：歩いて行ける範囲　・　日帰りの範囲　・　泊りがけの範囲　・不明
つまずきチェックシートの子どもが、祖父母と交流が有る場合は、ピンクのアンケート
用紙にご記入をお願いいたします。
祖父母と交流が無い場合は、ブルーのアンケート用紙にご記入をお願いいたします。
★
誰かに何かを伝える目的がなくても場面に関係なく声を出す。（唇を鳴らす、咳払い、喉を鳴らす、叫ぶ）
※このチェックシートは徳島県教育委員会学校政策課が作成したものです。
回答欄
回答欄
記入漏れがないか再度ご確認をお願いいたします。
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1 （祖父母と交流の有る発達障害児（疑い含む）は）他の子どもたちから、だいたい好かれているようだ 4 3 2 1
2 （祖父母と交流の有る発達障害児（疑い含む）は）他の子どもたちより、大人といる方がうまくいくようだ 4 3 2 1
3 （祖父母と交流の有る発達障害児（疑い含む）は）子どもの顔を見たり、笑いかけると笑顔で反応する 4 3 2 1
4 （祖父母と交流の有る発達障害児（疑い含む）は）他の子どもとうまくかかわったり遊んだりしない 4 3 2 1
5 （祖父母と交流の有る発達障害児（疑い含む）は）見知らぬ人に接することを極端にさける 4 3 2 1
6 （祖父母と交流の有る発達障害児（疑い含む）は）知っている人にたいしても極端に恥ずかしがる 4 3 2 1
7 （祖父母と交流の有る発達障害児（疑い含む）は）一人でいるのが好きで、一人で遊ぶことが多い 4 3 2 1
8 （祖父母と交流の有る発達障害児（疑い含む）は）仲の良い友だちが少なくとも一人はいる 4 3 2 1
9 （祖父母と交流の有る発達障害児（疑い含む）は）他の子ともに興味がある 4 3 2 1
10 （祖父母と交流の有る発達障害児（疑い含む）は）同年代の子どもと比較して友達が少ない 4 3 2 1
11 （祖父母と交流の有る発達障害児（疑い含む）は）友だちを作ることに興味がない 4 3 2 1
12
（祖父母と交流の有る発達障害児（疑い含む）は）あなたから話しかけた時、交互にやりとりが成立する意味の
通った会話になる
4 3 2 1
13
（祖父母と交流の有る発達障害児（疑い含む）は）「あのね」「それでね」と言いながら親しげに話しかけてくることが
ある
4 3 2 1
14
（祖父母と交流の有る発達障害児（疑い含む）は）欲しいものがあったり、手伝って欲しかったりした時には、身ぶ
りや言葉を使って、相手の顔をきちんと見て、自分の思いを伝えることができる
4 3 2 1
15 （祖父母と交流の有る発達障害児（疑い含む）は）おしゃべりしすぎる 4 3 2 1
16
（祖父母と交流の有る発達障害児（疑い含む）は）自分が知っていることやこだわっていることに関しては、相手が
知っているかどうかにおかまいなく一方的に話すがそれ以外の話は受けつけない
4 3 2 1
17 （祖父母と交流の有る発達障害児（疑い含む）は）同年齢の子どもと同じくらいに、表情のレパートリーがある 4 3 2 1
18 （祖父母と交流の有る発達障害児（疑い含む）は）よその人が微笑みかけると笑顔で返す 4 3 2 1
19 （祖父母と交流の有る発達障害児（疑い含む）は）嬉しい時や悲しい時でも、あまり表情を変えない 4 3 2 1
20 （祖父母と交流の有る発達障害児（疑い含む）は）自分が興味をもつものや楽しいことを他の人と共有しようとする 4 3 2 1
21
（祖父母と交流の有る発達障害児（疑い含む）は）怒られていても相手の気持ちが分からず、ケロッと平気な顔をし
ている
4 3 2 1
22 （祖父母と交流の有る発達障害児（疑い含む）は）他人の気持ちをよく気づかう 4 3 2 1
23 （祖父母と交流の有る発達障害児（疑い含む）は）あなたが悲しんだり痛がったりしていると慰めてくれる 4 3 2 1
24
（祖父母と交流の有る発達障害児（疑い含む）は）誰かが心を痛めていたり、落ち込んでいたり、嫌な思いをしてい
るときなど、すすんで助ける
4 3 2 1
25 （祖父母と交流の有る発達障害児（疑い含む）は）他の子どもたちと、よく分け合う（おやつ・おもちゃ・鉛筆など） 4 3 2 1
26 （祖父母と交流の有る発達障害児（疑い含む）は）自分からすすんでよく他人を手伝う（親・先生・子どもたちなど） 4 3 2 1
27 （祖父母と交流の有る発達障害児（疑い含む）は）よく他の子とけんかしたり、いじめたりする 4 3 2 1
28 （祖父母と交流の有る発達障害児（疑い含む）は）ほかの人を嫌がらせることをわざとする 4 3 2 1
29 （祖父母と交流の有る発達障害児（疑い含む）は）ほかの人に怒りをぶつけたり仕返しをしたりする 4 3 2 1
30 （祖父母と交流の有る発達障害児（疑い含む）は）他のひとの感情に無関心である 4 3 2 1
31 （祖父母と交流の有る発達障害児（疑い含む）は）みたて遊びやごっこ遊びをする 4 3 2 1
32
（祖父母と交流の有る発達障害児（疑い含む）は）同年齢の子どもと、鬼ごっこやかくれんぼなど、ルールのある集
団遊びができない
4 3 2 1
33 （祖父母と交流の有る発達障害児（疑い含む）は）遊びに介入されることを嫌がる 4 3 2 1
34 （祖父母と交流の有る発達障害児（疑い含む）は）人やテレビの動作のまねをしない 4 3 2 1
35 （祖父母と交流の有る発達障害児（疑い含む）は）いつもそわそわしたり、もじもじしている 4 3 2 1
資料３
祖父母との交流が孫（発達障害児または疑いを含む）に与える影響に関する質問紙
下記の項目は、祖父母と交流が有る孫（発達障害児または疑いを含む）について、お聞きしています。各項
目ごとに当てはまると思う数字を選んで○を記入して下さい。
  
36 （祖父母と交流の有る発達障害児（疑い含む）は）落ち着きがなく、長い間じっとしていられない 4 3 2 1
37 （祖父母と交流の有る発達障害児（疑い含む）は）落ち着きがなく、手を離すとどこに行くかわからない 4 3 2 1
38 （祖父母と交流の有る発達障害児（疑い含む）は）座っていなければならない状況で座り続けることができない 4 3 2 1
39 （祖父母と交流の有る発達障害児（疑い含む）は）カッとなったり、かんしゃくをおこしたりする事がよくある 4 3 2 1
40 （祖父母と交流の有る発達障害児（疑い含む）は）おちこんでしずんでいたり、涙ぐんでいたりすることがよくある 4 3 2 1
41 （祖父母と交流の有る発達障害児（疑い含む）は）嫌なことを「やられた」と思った瞬間に、すぐに手が出てしまう 4 3 2 1
42 （祖父母と交流の有る 発達障害児（疑い含む）は）怒りっぽくほかのことで簡単にいらいらする 4 3 2 1
43 （祖父母と交流の有る発達障害児（疑い含む）は）物の貸し借りができるようになる 4 3 2 1
44
（祖父母と交流の有る発達障害児（疑い含む）は）自分の好きな物や興味のある物は一人で楽しんで、他の人に
見せたりしない
4 3 2 1
45 （祖父母と交流の有る発達障害児（疑い含む）は）素直で、だいたい大人のいうことをよく聞く 4 3 2 1
46 （祖父母と交流の有る発達障害児（疑い含む）は）指示が終わる前に勝手に動き出す 4 3 2 1
47 （祖父母と交流の有る発達障害児（疑い含む）は）質問が終わっていないのに答えてしまう 4 3 2 1
48 （祖父母と交流の有る発達障害児（疑い含む）は）話をさえぎって自分の考えを突然述べようとする 4 3 2 1
49 （祖父母と交流の有る発達障害児（疑い含む）は）依存的になる 4 3 2 1
50 （祖父母と交流の有る発達障害児（疑い含む）は）ゲームや競争で一番にならないと気がすまない 4 3 2 1
51 （祖父母と交流の有る発達障害児（疑い含む）は）みんなの遊びに強引に割り込み、邪魔をする 4 3 2 1
52 （祖父母と交流の有る発達障害児（疑い含む）は）グループ活動で順番が待っていられない 4 3 2 1
53 （祖父母と交流の有る発達障害児（疑い含む）は）遊びで自分が負けそうになると、ルールを勝手に変える 4 3 2 1
54 （祖父母と交流の有る発達障害児（疑い含む）は）お行儀がよくなる 4 3 2 1
55 （祖父母と交流の有る発達障害児（疑い含む）は）おもちゃを正しい場所に片づけられない 4 3 2 1
56 （祖父母と交流の有る発達障害児（疑い含む）は）部屋の掃除や片づけができない 4 3 2 1
57 （祖父母と交流の有る発達障害児（疑い含む）は）食事の途中に席を離れる 4 3 2 1
58 （祖父母と交流の有る発達障害児（疑い含む）は）日中におしっこや便をもらしてしまう 4 3 2 1
59 （祖父母と交流の有る発達障害児（疑い含む）は）夜寝る時間、覚醒（目を覚ます）時間が不規則である 4 3 2 1
60 （祖父母と交流の有る発達障害児（疑い含む）は）あいさつができる 4 3 2 1
61 （祖父母と交流の有る発達障害児（疑い含む）は）指示の理解が難しい 4 3 2 1
62 （祖父母と交流の有る発達障害児（疑い含む）は）適切な速さで話すことが難しい（たどたどしく話す。とても早口。） 4 3 2 1
63 （祖父母と交流の有る発達障害児（疑い含む）は）絵本を見ようとしない 4 3 2 1
64 （祖父母と交流の有る発達障害児（疑い含む）は）気が散りやすい 4 3 2 1
65 （祖父母と交流の有る発達障害児（疑い含む）は）遊びや余暇活動におとなしく参加することが難しい 4 3 2 1
66
（祖父母と交流の有る発達障害児（疑い含む）は）いろいろな話をするが、その時の場面や相手の感情や立場を理
解しない
4 3 2 1
ご意見、ご感想があればご記入下さい。
ご記入いただいた保育士の方についてお聞きいたします。
年齢：　　　　20代　　　30代　　40代　　50代　　60代　　60代以上　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
性別：　　　　男　　　　女
保育士の経験年数：　　　年
発達障害児に関する研修や勉強会の受講の有無：　　　　有　　　　無
発達障害児または疑いのある子どもを担当した年数：　　　　年
資料３
もう一度、記入漏れがないか、ご確認下さい。
ご協力を誠にありがとうございました。
  
資料４
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1 （祖父母と交流の無い発達障害児（疑い含む）は）他の子どもたちから、だいたい好かれているようだ 4 3 2 1
2 （祖父母と交流の無い発達障害児（疑い含む）は）他の子どもたちより、大人といる方がうまくいくようだ 4 3 2 1
3 （祖父母と交流の無い発達障害児（疑い含む）は）子どもの顔を見たり、笑いかけると笑顔で反応する 4 3 2 1
4 （祖父母と交流の無い発達障害児（疑い含む）は）他の子どもとうまくかかわったり遊んだりしない 4 3 2 1
5 （祖父母と交流の無い発達障害児（疑い含む）は）見知らぬ人に接することを極端にさける 4 3 2 1
6 （祖父母と交流の無い発達障害児（疑い含む）は）知っている人にたいしても極端に恥ずかしがる 4 3 2 1
7 （祖父母と交流の無い発達障害児（疑い含む）は）一人でいるのが好きで、一人で遊ぶことが多い 4 3 2 1
8 （祖父母と交流の無い発達障害児（疑い含む）は）仲の良い友だちが少なくとも一人はいる 4 3 2 1
9 （祖父母と交流の無い発達障害児（疑い含む）は）他の子ともに興味がある 4 3 2 1
10 （祖父母と交流の無い発達障害児（疑い含む）は）同年代の子どもと比較して友達が少ない 4 3 2 1
11 （祖父母と交流の無い発達障害児（疑い含む）は）友だちを作ることに興味がない 4 3 2 1
12
（祖父母と交流の無い発達障害児（疑い含む）は）あなたから話しかけた時、交互にやりとりが成立する意味の
通った会話になる
4 3 2 1
13
（祖父母と交流の無い発達障害児（疑い含む）は）「あのね」「それでね」と言いながら親しげに話しかけてくることが
ある
4 3 2 1
14
（祖父母と交流の無い発達障害児（疑い含む）は）欲しいものがあったり、手伝って欲しかったりした時には、身ぶ
りや言葉を使って、相手の顔をきちんと見て、自分の思いを伝えることができる
4 3 2 1
15 （祖父母と交流の無い発達障害児（疑い含む）は）おしゃべりしすぎる 4 3 2 1
16
（祖父母と交流の無い発達障害児（疑い含む）は）自分が知っていることやこだわっていることに関しては、相手が
知っているかどうかにおかまいなく一方的に話すがそれ以外の話は受けつけない
4 3 2 1
17 （祖父母と交流の無い発達障害児（疑い含む）は）同年齢の子どもと同じくらいに、表情のレパートリーがある 4 3 2 1
18 （祖父母と交流の無い発達障害児（疑い含む）は）よその人が微笑みかけると笑顔で返す 4 3 2 1
19 （祖父母と交流の無い発達障害児（疑い含む）は）嬉しい時や悲しい時でも、あまり表情を変えない 4 3 2 1
20 （祖父母と交流の無い発達障害児（疑い含む）は）自分が興味をもつものや楽しいことを他の人と共有しようとする 4 3 2 1
21
（祖父母と交流の無い発達障害児（疑い含む）は）怒られていても相手の気持ちが分からず、ケロッと平気な顔をし
ている
4 3 2 1
22 （祖父母と交流の無い発達障害児（疑い含む）は）他人の気持ちをよく気づかう 4 3 2 1
23 （祖父母と交流の無い発達障害児（疑い含む）は）あなたが悲しんだり痛がったりしていると慰めてくれる 4 3 2 1
24
（祖父母と交流の無い発達障害児（疑い含む）は）誰かが心を痛めていたり、落ち込んでいたり、嫌な思いをしてい
るときなど、すすんで助ける
4 3 2 1
25 （祖父母と交流の無い発達障害児（疑い含む）は）他の子どもたちと、よく分け合う（おやつ・おもちゃ・鉛筆など） 4 3 2 1
26 （祖父母と交流の無い発達障害児（疑い含む）は）自分からすすんでよく他人を手伝う（親・先生・子どもたちなど） 4 3 2 1
27 （祖父母と交流の無い発達障害児（疑い含む）は）よく他の子とけんかしたり、いじめたりする 4 3 2 1
28 （祖父母と交流の無い発達障害児（疑い含む）は）ほかの人を嫌がらせることをわざとする 4 3 2 1
29 （祖父母と交流の無い発達障害児（疑い含む）は）ほかの人に怒りをぶつけたり仕返しをしたりする 4 3 2 1
30 （祖父母と交流の無い発達障害児（疑い含む）は）他のひとの感情に無関心である 4 3 2 1
31 （祖父母と交流の無い発達障害児（疑い含む）は）みたて遊びやごっこ遊びをする 4 3 2 1
32
（祖父母と交流の無い発達障害児（疑い含む）は）同年齢の子どもと、鬼ごっこやかくれんぼなど、ルールのある集
団遊びができない
4 3 2 1
33 （祖父母と交流の無い発達障害児（疑い含む）は）遊びに介入されることを嫌がる 4 3 2 1
34 （祖父母と交流の無い発達障害児（疑い含む）は）人やテレビの動作のまねをしない 4 3 2 1
35 （祖父母と交流の無い発達障害児（疑い含む）は）いつもそわそわしたり、もじもじしている 4 3 2 1
祖父母との交流が孫（発達障害児または疑いを含む）に与える影響に関する質問紙
下記の項目は、祖父母と交流が無い孫（発達障害児または疑いを含む）について、お聞きしています。各項
目ごとに当てはまると思う数字を選んで○を記入して下さい。
  
資料４
36 （祖父母と交流の無い発達障害児（疑い含む）は）落ち着きがなく、長い間じっとしていられない 4 3 2 1
37 （祖父母と交流の無い発達障害児（疑い含む）は）落ち着きがなく、手を離すとどこに行くかわからない 4 3 2 1
38 （祖父母と交流の無い発達障害児（疑い含む）は）座っていなければならない状況で座り続けることができない 4 3 2 1
39 （祖父母と交流の無い発達障害児（疑い含む）は）カッとなったり、かんしゃくをおこしたりする事がよくある 4 3 2 1
40 （祖父母と交流の無い発達障害児（疑い含む）は）おちこんでしずんでいたり、涙ぐんでいたりすることがよくある 4 3 2 1
41 （祖父母と交流の無い発達障害児（疑い含む）は）嫌なことを「やられた」と思った瞬間に、すぐに手が出てしまう 4 3 2 1
42 （祖父母と交流の無い発達障害児（疑い含む）は）怒りっぽくほかのことで簡単にいらいらする 4 3 2 1
43 （祖父母と交流の無い発達障害児（疑い含む）は）物の貸し借りができるようになる 4 3 2 1
44
（祖父母と交流の無い発達障害児（疑い含む）は）自分の好きな物や興味のある物は一人で楽しんで、他の人に
見せたりしない
4 3 2 1
45 （祖父母と交流の無い発達障害児（疑い含む）は）素直で、だいたい大人のいうことをよく聞く 4 3 2 1
46 （祖父母と交流の無い発達障害児（疑い含む）は）指示が終わる前に勝手に動き出す 4 3 2 1
47 （祖父母と交流の無い発達障害児（疑い含む）は）質問が終わっていないのに答えてしまう 4 3 2 1
48 （祖父母と交流の無い発達障害児（疑い含む）は）話をさえぎって自分の考えを突然述べようとする 4 3 2 1
49 （祖父母と交流の無い発達障害児（疑い含む）は）依存的になる 4 3 2 1
50 （祖父母と交流の無い発達障害児（疑い含む）は）ゲームや競争で一番にならないと気がすまない 4 3 2 1
51 （祖父母と交流の無い発達障害児（疑い含む）は）みんなの遊びに強引に割り込み、邪魔をする 4 3 2 1
52 （祖父母と交流の無い発達障害児（疑い含む）は）グループ活動で順番が待っていられない 4 3 2 1
53 （祖父母と交流の無い発達障害児（疑い含む）は）遊びで自分が負けそうになると、ルールを勝手に変える 4 3 2 1
54 （祖父母と交流の無い発達障害児（疑い含む）は）お行儀がよくなる 4 3 2 1
55 （祖父母と交流の無い発達障害児（疑い含む）は）おもちゃを正しい場所に片づけられない 4 3 2 1
56 （祖父母と交流の無い発達障害児（疑い含む）は）部屋の掃除や片づけができない 4 3 2 1
57 （祖父母と交流の無い発達障害児（疑い含む）は）食事の途中に席を離れる 4 3 2 1
58 （祖父母と交流の無い発達障害児（疑い含む）は）日中におしっこや便をもらしてしまう 4 3 2 1
59 （祖父母と交流の無い発達障害児（疑い含む）は）夜寝る時間、覚醒（目を覚ます）時間が不規則である 4 3 2 1
60 （祖父母と交流の無い発達障害児（疑い含む）は）あいさつができる 4 3 2 1
61 （祖父母と交流の無い発達障害児（疑い含む）は）指示の理解が難しい 4 3 2 1
62
（祖父母と交流の無い発達障害児（疑い含む）は）適切な速さで話すことが難しい（たどたどしく話す。とても早
口。）
4 3 2 1
63 （祖父母と交流の無い発達障害児（疑い含む）は）絵本を見ようとしない 4 3 2 1
64 （祖父母と交流の無い発達障害児（疑い含む）は）気が散りやすい 4 3 2 1
65 （祖父母と交流の無い発達障害児（疑い含む）は）遊びや余暇活動におとなしく参加することが難しい 4 3 2 1
66
（祖父母と交流の無い発達障害児（疑い含む）は）いろいろな話をするが、その時の場面や相手の感情や立場を
理解しない
4 3 2 1
ご意見、ご感想があればご記入下さい。
ご記入いただいた保育士の方についてお聞きいたします。
年齢：　　　　20代　　　30代　　40代　　50代　　60代　　60代以上　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
性別：　　　　男　　　　女
保育士の経験年数：　　　年
発達障害児に関する研修や勉強会の受講の有無：　　　　有　　　　無
発達障害児または疑いのある子どもを担当した年数：　　　　年
もう一度、記入漏れがないか、ご確認下さい。
ご協力を誠にありがとうございました。
